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   第一章　誰も亀を助けない

  

  「仁じんくん！」

  　すっきりと晴れ渡り、気持ちのいい朝。

  　家を出たばかりの僕に、お日様みたいに笑いかけてくるひとりの女の子がいた。日ひ向なたさんだ。栗色の短い髪の毛、ふんわりとした雰囲気をまとったその姿──。うん、かわいい。

  　眼福だ。眩まぶしい。直視できないくらい。

  　日向さんはそんな笑顔のまま、僕に話しかけてくる。

  「仁くん、どうして言うことを聞いてくれないんですか？　私、昨日ちゃんと言いましたよね。今日はふたりっきりで学校に行きましょうって。なのに、どうしてわかってくれないんでしょう。おかしくないですか？」

  　頰ほおを弛ゆるめそうになった僕は、その声に顔を引き締めた。

  　丁てい寧ねい語ごなのに恐ろしい。なんか最後のほうドスがきいてたし！

  　柔らかな雰囲気の中に確かな敵意を感じ取って、僕は彼女から目を逸そらした。

  「それは覚えているけど、日向さん、僕にも言いたいことがあって……」

  　過去に起きたある事件が発端で、生徒会長である日向さんの隠れた一面を、僕は偶然知ってしまっている。

  　そして彼女が恐ろしい気迫を醸かもしだしている理由も何となく、うん、ほんのりとわかる。

  　日向さんはそんな僕に遠慮することなく、ニコニコとした顔を近づけてくる。

  「聞いていたなら、現在、どうしてこうなっているか、私にわかりやすく教えてくれますよね？　だって、仁くんてば──」

  　そして僕の腕を取って自分の腕に絡めてくる。

  　衣服ごしに伝わる柔らかな熱と感触に、僕の心臓が飛び跳ねた。ますます僕は彼女の顔をまともに見られなくなる。

  　日向さんはそんな僕を面白がっているのか、ぐっと顔を近づけて言った。

  「私の奴ど隷れいですよねー」

  　優しげな声で酷ひどい言葉を吐はく日向さん。

  「どうして奴隷がご主人様の言うことを聞かないんです？　おしおきが必要なんですか？」

  　ああ、日向さんの心の声が聞こえてくる。彼女のまとう黒いオーラが僕に伝えてくる。

  　──早く言うことを聞かないとしめんぞ。社会的に抹殺するぞ。

  　いや、社会的に抹殺はおしおきってレベルじゃない。

  「ひ、ひょっとして日向さんは僕のことを責めてるのかな？」

  「責めていませんよー」

  　あ、優しい声こわ音ねになった。僕はほんの少しその声に安あん堵どの息を吐つく。

  「命令しているんです。ご、しゅ、じ、ん、さ、ま、と、し、て」

  　えええ。どうしてもそういう方向性でいくのか。

  「それにまだ調教も足りていないみたいですね。そんなに言うこと聞かないなら、仁じんくんの写真、ネットにＵＰしてもいいんですよ？」

  　いつの間に！　確かに僕は、彼女の前でいろいろな事情のもと、やむをえず全裸になったことがある。でも、なぜそのときの写真が？

  　──もう全面降伏するしかない。

  「ごめんなさい。謝るから、せめて、おしおきとかはやめよう」

  　全面降伏したからには、もう撤退しかない。僕はうっすら笑いながら、じりじりと後ずさる。そんな僕の背中に別の女の子の声が突き刺さる。

  「仁庄しよう助すけ。朝から騒いでないで、さっさと学校に行きましょう」

  　清せい楚そで可か憐れんな声音。僕はゆっくりと声のしたほうに顔を向ける。

  　透き通った水のような瞳ひとみをした女の子がそこにいた。

  　黒く長い髪を背に流して、幡はたヶが谷や月つく夜よさんが立っている。

  　雨は降っていないのに黒い傘かさを差している。母親の形見だからと、肌身離さず傘を持ち歩いているらしい。そんな心優しい女の子だ。

  　日ひ向なたさんみたいな華やかさはないが、透明感のある控えめな美しさと儚はかなさを併せ持っている。そう、僕は思わず見とれてしまっていた。

  「そうしないと、ペンションに閉じ込めた挙げ句に惨殺し呪のろうわよ」

  　──一瞬だったけど。

  　一見大人しそうな容よう貌ぼうなのに、その口から出てくるのは呪いの言葉だ。本気でないのはわかってるんだけど、いつも縁起でもないことを言うのはやめてほしい。しかも毎回新しいパターンで攻めてくるし。

  「ペンションに閉じ込めないでほしい。惨殺するのもまずい。あと、その理屈だと呪われる前に僕は死んでしまう気がする」

  「ふん。気のせいよ」

  　気のせいじゃないよ。僕は幡ヶ谷さんの言葉に冷静に突っ込んだ、心の中で。

  　日向さんが会話に入り込んでくる。

  「ちょっと、どうして奴ど隷れいがご主人様以外の人間と話しているんですか？」

  「ええっ!?　いくら僕が奴隷扱いだからって、せめて誰かと会話する自由くらいは許してほし……」

  　だが、そんな僕のささやかなお願いは、にっこりした日向さんによって却下される。

  「奴隷に人権があるとでも？」

  　この国では基本的人権の尊重が法律によって約束されているはずだ。

  　だが日ひ向なたさんの頭の中では違うらしい。彼女の脳内は治外法権？

  「と、とりあえず！　幡はたヶが谷やさんの言う通り早く学校に行こう！　ほら遅刻はよくないし！」

  「そうですよね、朝の時間がなくなったら、せっかく仁じんくんにあんなことやそんなことを頼みたいのに、全部無駄になっちゃいますもんね」

  　僕と腕を組んだまま、日向さんはニコニコしながら笑っていない声で僕に喋しやべりかける。

  　あんなことやそんなことを僕とするのではなく、頼むという辺りがポイントだ。

  　ただ単に、パシリとして使う気満々だ。

  「どういうことよ」

  　幡ヶ谷さんが日向さんの言葉に反応して、凄すさまじい気迫に充みち満ちた瞳ひとみで僕を睨にらみつけてくる。

  「この私をさしおいてその女と何をするつもりなの、答えなさい。答えないならば、嵐の孤島にあなたを閉じ込めたうえで見立て殺人を行いながら最後に呪のろい殺すわ」

  　──だから、その理屈だとたぶん僕は呪われる前に死んでそうな気がするんだけど！

  　当然、僕の心の声が幡ヶ谷さんに届くわけもなかった。

  　日向さんがさらに話しかけてくる。

  「仁くーん、さっさと行きましょう。昨日もいろいろやってもらいましたけど、まだまだ、他にもたーっぷり残っているんですよ」

  　僕が日向さんのためにやったこと。具体的にいうと池袋に行って買い物をさせられたり、上半身裸になってよくわからないポーズを取らされてモデルをさせられたり、生徒会メンバーが食べるおやつを買い出しに行ったり……主に体力仕事ばかりだ。体力だけじゃなく精神力も削られていく仕事だが。

  　そう、日向さんは品行方正な優等生の外そと面づらを持ちながら、実はとんでもないオタクだった。しかも、妖よう怪かいのくんずほぐれつ、というジャンル限定の。

  「仕事が足りないっていうんなら、仁くんのために増やしてさしあげてもいいですし」

  　とても楽しそうに日向さんは言ってくる。

  「ついでに、おしおきも増やしてあげましょうか？」

  　い、いらない。本気で拒否します。大体僕にだって宿題やら予習やら、やらなきゃいけないことはたくさんあるんだ！

  　だけどそんなことを本人を目の前にして言う勇気なんて、当然僕にはないわけで。

  「わ、私だって、仁庄しよう助すけにしてほしいこと、いっぱいあるんだから！」

  　日向さんの言葉をどう勘違いしたのか、今度は幡ヶ谷さんが顔を真っ赤にしながら言ってくる。

  　そんな幡ヶ谷さんに見せつけるように、日向さんはさらに体を密着させてくる。

  　「！　───ッ!!」

  　幡はたヶが谷やさんが声にならない叫びを上げてこっちをすごい表情で睨にらんでいる。

  　ああ、また空気が悪くなってきた。困った、どうしたことか。とにかく、このままじゃいつまでたっても学校に行けない。

  「ま、まあまあ、えっと、とりあえずみんなで学校に行こう、三人で仲良くさ……」

  「は？」

  　ふたりが同時に声を出した。

  　いやその、なんでそんなふうに過剰に反応する？

  　ふたりとも目がものすごく怖い。

  　どうしよう。なおさら空気が悪くなってしまった。僕はごまかすように言った。

  「いやぁ、そんなふうにふたりに詰め寄られると、僕、まるで、モテモテになったような感じがしちゃうな」

  「は？　何を言っているんです？」

  「どういうことよ？　やめてちょうだい」

  　またもや幡ヶ谷さんと日ひ向なたさんの声が被かぶさるように僕へと発せられる。

  　え？

  　なにそれ、どういう反応？
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  「あなたは私の奴ど隷れいなだけです。調子に乗らないでください」

  「そうよ、調子に乗らないで。ただ私は仁じん庄しよう助すけと一緒……じゃなくて、い、一緒に、えっと、一緒に……もう何でもない！　私がどう行動するかなんて、あなたにどうこう言われる筋合いなんてないわ」

  　ふたりに否定されて、僕はひたすら曖あい昧まいに笑うしかなかった。

  　ちょっと冗談で口にしただけなのに。

  　こんなはずじゃなかった。

  　僕の望むべき日常は、もっと柔らかくてありふれていて、いつまでも味わっていたいと思うもののはずだった。

  　だが、それは幻想だったみたいだ。

  

  

  　僕は子供の頃、ゴールデンハムスターを二匹、飼ったことがある。

  　あいつらは子供の頃は集団で仲良くできるくせに、大人になると縄張り争いで傷つけ合う。

  　あの丸っこくて可愛かわいらしいハムスターがすごい勢いで喧けん嘩かする様を見て、僕は仕方なくケージを別々にしたけど、とても残念な気持ちでいっぱいだった。

  　本当はいつまでも仲良くしてほしかったのだ。

  　だから幼心に決意したのだ。

  　ゴールデンハムスターは個別でしか生息できない生き物なのかもしれないけれど、せめて人間である自分はちゃんとみんなで仲良くできるようにしようって。

  　そう、友達っていいもんだ。

  　みんなが仲良くすれば、たとえ辛つらいことがあったとしても、ひとりじゃないから乗り越えられる気がするよね。

  

  　先日、僕の周りで不思議な事件が起こった。

  　僕は一週間分の記憶をなくしていて、その間に、ふたりの女の子にアプローチしていたようだった。幡はたヶが谷やさんにはラブレターを出して、日ひ向なたさんとはもっとすごいことをしちゃったとかしなかったとか。

  　でも僕にはそんな覚えひとつもなかったうえに、結果、日向さんには奴ど隷れい扱いされ、幡ヶ谷さんからは呪のろいの言葉をかけられまくる羽目になった。どうしてそんなことになったのか。呪いの仮面とやらが関係あるのかも、という話にはなったもののよくわからずじまいだ。

  　でもそんなことは問題じゃない。

  　何が起こったにせよ、僕はこのふたりと仲良くなって、友達になりたかった。

  　そしてそれは成功したように思えたんだ。

  　ほんの一瞬は。

  　なのにどうして、今、僕の望みとはかけ離れた日常が、毎日毎日、目の前で繰り広げられているのだろうか。

  　両手に花でモテモテになりたい、なんて贅ぜい沢たくを言うつもりはもちろんない。退屈よりは刺激的なほうがいいのもわかる。

  　これはないものねだりなんだろうか。

  　それとも選択肢を間違えてしまったのだろうか。

  　間違えたのなら、一体どこで？

  

  　△▼△

  

  　ふたりの喧けん嘩かをどうにかやり過ごして、教室に入った僕はため息をつきながら自分の席に座る。僕を見かけたクラスメイトの何人かが声をかけてくる。

  「見たぞ、おまえ、今日も日向さんと登校してただろ」

  　僕のクラスメイトで隣の席の石いし原はらがとても不機嫌そうだ。だけど、そんな不機嫌な感情もある程度親しくなっているからこそ表に出るもので、本気の言葉ではないから心配はしていない。でも何も言わない他の人たちからどう思われているのかと思うと、少し怖くなる。

  「どうしておまえみたいな奴に奇跡が起こるんだ？　俺なんかここ数か月、妹以外の異性と会話してねーっつぅの」

  　石原が嫉しつ妬と混じりにからかってくる。

  　きっと現実を知らないからだろう。好きでこんなことになったわけじゃない。だがそれを口にしようにもうまく伝わらないのもわかっている。

  　朝の出来事を思い返す。どうにもならない、そんな言葉が頭の中をよぎる。瞬間、ぎりっと胃の奥が鈍い痛みを放つ。僕は腹を抱かかえて呟つぶやいた。

  「いやー、そんないいもんじゃないよ。僕は自分の身がもつかどうか、そっちのほうが心配かな」

  　さすがにそれなりに頑丈な僕でもね。

  「幸せすぎてか？　リア充が何を言ってもなー、自慢しているようにしか聞こえないし。それに自分の身がもつって、おまえまさか、あのふたりと……」

  　いやいや、そんな意味じゃないし。

  　石原は僕を見てさらに刺とげ々とげしい雰囲気を向けてきた。違う、と僕は口を動かしたが声にならなかった。

  　どう説明したらわかってもらえるのか。

  　僕は頭を抱えてしばらく考え込んだ。

  　そうだ。前回、僕が記憶喪失になったとき、頼りになった人物がいた。

  　僕はいちばん後ろの座席に座っている少女に顔を向ける。立ち上がり、彼女の傍そばまで歩み寄る。

  　藤ふじ森もり文ふみ子こだ。

  　彼女は僕の姿を見て、読んでいた本から顔を上げた。つぶらな瞳ひとみが僕をまっすぐ見つめてくる。日差しに当たった彼女の銀髪はとても眩まばゆい。さすが外国人の血が入っているだけある。

  「やあ、仁じんくん。今日も素敵な朝を過ごしたみたいだね。顔に書いてあるよ」

  「書いてないよ。適当なことを言わないでよ」

  「適当なんかじゃないよ。実際ボクは君の状況がとても羨うらやましい。仲むつまじい様子を外から聞いていると、君たちの仲が良くなるように手伝ってあげたかいがあったよ、と感慨深くなるね。何かな、ボクにのろけという名の愚ぐ痴ちでも言いに来たのかな」

  「いや、のろけじゃないよ。本気の愚痴、かなあ」

  　僕は肩を落としながら、

  「藤森さんだから言うけどさ、ふたりは確かに僕と仲良くなったように見えるかもしれない。でも実は……」

  　ゆっくりと息を吐き出しながら藤森さんに話した。

  「今日も日ひ向なたさんには奴ど隷れい扱いされるし、結局そのあともいろいろ生徒会の仕事を手伝わされたし、幡はたヶが谷やさんは相変わらず僕を呪のろうとか言ってくるし。最近、ずっと好きなように弄いじり回されて散々だよ」

  　もちろん僕だってあれは僕への好意の裏返しなのでは、と期待したこともあった。だがどう考えても、あれはきっと好きなように弄もてあそばれているだけだ。

  　僕の言葉を聞いて再度、藤森さんの瞳ひとみが輝き始める。

  「ほら、のろけだ！　言った通りだった！　満足した日々を送っているようで何よりだよ」

  　僕は慌てて否定した。

  「いや、そうじゃなくて……想像していたのと違うというか、僕の理想とかけ離れすぎているというか」

  　可愛かわいいハムスターの凶暴な一面を見ちゃって、ドン引きしちゃってる気持ちというかね。

  「とにかく、僕の意見というか人権が完全に無視されているような気がするんだよなあ」

  　だから藤森さんに相談しているのだと告げた。

  「……誰に言ってもわかってくれないし！　ストレスで胃が痛い人の気持ちが初めてわかったよ！　何とかならないものかなあ。ゲームじゃないけど、間違えたところからやり直せるならやり直したいかな。リセットしたいくらいだよ！」

  　自じ嘲ちようの言葉に藤森さんが反応した。

  「わかってないな、君は」

  　一瞬だけ、藤ふじ森もりさんの顔が強こわ張ばる。

  「これは君が望んだことじゃなかったのかい？　君は、たくさんの奇跡とタイミングが集まってできた、この状況から逃のがれたいというの？」

  「え？」

  　どうしてだろう。藤森さんの表情が笑顔なのに凍りついているように見える。不気味な圧迫感がある。

  「違うのかな。ゲームみたいにやり直したい、と君は言っているんだよね。それともボクの聞き違いかな」

  「いや、合っている……のかな？」

  　僕の呟つぶやきが大げさに取り上げられてしまったみたいで困惑した。間違ってはいないが、そんなに驚かれるようなものじゃない。藤森さんはそんな僕を見つめながら、責め立てるように言う。

  「君は君なりに頑張ったんじゃないかな、と思っていたんだけど、それも違うの？」

  　どうにも藤森さんの言葉はとても抽象的だ。

  「藤森さんは何が言いたいのかな」

  　僕が尋ねると藤森さんは一呼吸おいて小首を傾かしげた。

  「あのとき、君はボクに頼み込んでいたよね」

  　藤森さんは目を細めて言った。強い口調だった。

  「それを忘れてしまったっていうのかな」

  　確かに、僕は記憶をなくして大変だったとき、どうしても幡はたヶが谷やさんを見つけ出して、彼女に僕の想いを伝えたくて藤森さんを頼った。おかげで、いろいろな誤解やすれ違いを解くことができた。

  「覚えているけど、だからこうして藤森さんに相談しているわけであって……」

  　惨みじめにすがりつくかの如ごとく僕の言葉を藤森さんは苛いら立だちとともにはねのけた。

  「覚えていてその言葉をボクに対して吐くのか、君は。確かに、立ち場が変わればお互いの考えもまったく変わってしまう、なんてよくある話だけど」

  　藤森さんはふん、と鼻を鳴らす。

  「日本文学者の話に例えるならば、菊きく池ち寛かんと芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけにまつわるものでこんなのがあるよ」

  　あ、このパターンは。僕は嫌いやな予感がした。

  　藤森さんのいつものアレが来るんじゃないか。

  「菊池寛はとても貧乏だったんだ。同じ着物で毎日を過ごし、書物もずっと使い古しているからぼろぼろでね。そんな彼を助けたのが芥川龍之介だ。芥川は本当の両親は破産しているけど、養子先が金持ちだったんでボンボンなんだよ。貧乏な菊池寛を見るに見かねて、本が古いなら僕が新しいものを与えてあげるといわんばかりに、すごく爽やかに新しい本を次々と貸してあげるわけだ。しかし、芥あくた川がわの親切心は菊きく池ち寛かんには伝わらなかった。逆にこの行為が気にくわなかったみたいで、のちに菊池寛は、芥川は雅が友ゆうではなかったって残しているよ」

  　ほら、やっぱりそうだった。

  　彼女は日本文学史が大好きなのだ。だからこうやって、よく日本文学者を例え話に出す。

  　僕の学校は歴史に関連する勉学に力を入れているから、こんなふうに一分野に特別詳しい生徒が在籍している。藤ふじ森もりさんもそのひとりだったりするわけだ。でも難しい話はよくわからない僕は、つい彼女の話を聞き流してしまう。

  「藤森さんは当事者じゃないから、僕の気持ちがわからないんだよ。僕の意志はほとんど無視される。何を言っても聞いてくれない。挙げ句の果てには奴ど隷れい扱いだし罵ば詈り雑ぞう言ごんまみれ。それでいて、まともに日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんは話もしないし、どうにもならない。ただ、僕はまともに三人で話せるようになりたいだけなんだ」

  　藤森さんが責めるほど、僕は悪い行為をしているとは思えない。

  「現状を変えたいってわけか」

  　どうしてだか僕は藤森さんの言葉を聞いて息苦しさを覚える。

  「まあ、そういうことになるね」

  　そんな僕を見ながら、突如、藤森さんは弾んだ声を上げた。

  「そこまで言うのなら、明日いいものを君に見せてあげるよ。きっと、今の君にとってふさわしいものだと思うから」

  　そう告げる藤森さんの表情からは、さっきまで見えていた暗い影は拭ぬぐい去られていた。

  　だけど僕のほうを向いているのに、視線は僕じゃない。どこか遠くを見つめている。

  　満面の笑顔の裏にちくりとした細い針のような薄気味悪さを感じたので、僕は慌ててその場の雰囲気をごまかすように言った。

  「も、もちろん藤森さんに頼る前に、もうちょっと僕自身も日向さんと幡ヶ谷さんの関係が良好になるように努力してみるよ」

  「そうだね、きっとそれがいいよ」

  　藤森さんの声は笑っていない。

  「おい、仁じん庄しよう助すけ、席に着け」

  　いつの間にか朝の予鈴が鳴っていたようだ。教室に入ってきた先生に声をかけられるまで気づかなかった。

  「まったく、最近やかましいぞ、おまえは。美人の生徒会長と登校して浮かれているのかもしれんがな。騒ぐのは予鈴が鳴る前だけにしろ」

  　先生までそんなことを言うのか。僕は浮かれてなんかいないのに。

  　藤森さんを名な残ごり惜おしく見つめて僕は自分の席に戻った。

  

  　△▼△

  

  　次の日の朝。藤ふじ森もりさんに頼る前に自分で何とかすると言った手前、僕はいつも以上に三人の間に流れる悪い空気をどうにかしなければいけなかった。

  　今までの僕は口先だけだからいけなかったのだ。もっと行動するべきだった。

  　今日も朝の同じくらいの時間帯に僕の家に来たふたりは、無言のまま僕が玄関に出て来るのを待っていた。少しは僕を抜きにして会話してくれたら、またいろいろと仲が深まるんじゃないかなー、と思わなくもないけど。

  「仁じんくん、今日、私、ここで一〇分くらい待たされちゃったんですけど、あまり関わりたくない女とふたりきりにされちゃったわけなんですけど。当然、嫌いやな気持ちになっちゃったぶん、仁くんがいろいろと支払ってくれるんですよね。か、ら、だ、で！」

  「仁庄しよう助すけ、遅刻するわ。早く学校に行くわよ」

  　あ、無理だ。仲良くなるどころか悪化の一いつ途とを辿たどるしかない未来が見える。

  　幡はたヶが谷やさんは見た目はあれだけど意外と勉強する姿勢は真ま面じ目めなので遅刻しそうになることが我慢ならないらしい。

  「もし遅刻でもしたら、崖がけから突き落としたあとに呪のろい殺すから」

  　だから幡ヶ谷さん、そのパターンだと僕は呪われる前に死んでしまうと思うんだけど。

  　そうしてふたりは、僕を真ん中に挟み込んで学校に向かうわけだけど、いつもより玄関に出るのが遅くなったせいか、ことさら今日は僕にひどく当たってきた。

  　日ひ向なたさんはどこか刺とげ々とげしい口調で僕に告げてくる。

  「私、今日の放課後忙しいんですよね。そろそろイベントがあるんです。あ、イベントの内容は仁くん知らなくていいんですけど。そのイベントが私の手が回らない感じなんで仁くんにぜひ、手伝ってほしいんですよ。駄目ですか？　駄目じゃないですよね」

  　幡ヶ谷さんはというと、じろり、と僕を睨にらみつけながら言ってきた。

  「……モチェの資料館で待ってる。来なければ……」

  　空気が悪い。無理やり咳せきをしてしまうくらいどす黒い何かが立ちこめてしまっている。

  　だけど、ここでくじけちゃだめだ。

  「できることならふたりのお願いを聞いてあげたいけど、僕の身体からだはひとつしかないから無理なんだよ」

  　そうやっていいわけばかり口にしても仕方ない。どうにか解決策を考えないと。

  「そ、そうだ！　三人でそれぞれやらなきゃいけないことを協力するっていうのはどうかな」

  「仁くん、私、悲しいです。私はこんなに仁くんのことを想っているのに。私の気持ち、わからないんですか？　言葉にしなくても伝わってほしいのに」

  　日向さんは僕の手を取って自分の胸に持っていく。いや、そういう大胆なことは僕にはまだ早いので勘弁してほしいのだけれど。

  　慌てて手を引っ込めようとするが、日ひ向なたさんの手の力は意外と強い。その繫つないだ手の、僕の手の部分を狙ねらって傘かさの先端が突き出される。

  　幡はたヶが谷やさんだ。

  　危ない！　そういう行為はやめにしよう。大事な傘なら、なおさらそういうことに使っちゃいけない。

  「仁じん庄しよう助すけ」

  　幡ヶ谷さんが僕の名を呼んで急に足を止めたので、つられて僕も立ち止まる。日向さんも歩くのをやめてそんな僕たちを怪け訝げんそうに見つめている。

  「鞄かばんを開けなさい」

  「え？」

  「あなたの鞄のことよ。開けてみなさい」

  　いきなりどす黒いオーラをまとわれてそんなふうに言われたら、かなり警戒してしまうわけだが。

  　僕は鞄を開けてみる。

  　大量の呪のろいのわら人形が鞄の中から出てきた。

  「げぇっ」

  　僕は自分でも情けないと思うような悲鳴を上げて鞄をアスファルトに叩たたきつけた。

  　怖い！　これは夢に出てきそうだ。

  　一体いつの間に？　どうやって？

  「この呪いのわら人形は何を意味しているのかな？」

  　プレゼント……なわけないよね。

  「そのくらい自分で考えなさい、馬鹿ね。……ほんのり呪うわよ」

  　幡ヶ谷さんは僕から顔を背そむけた。そんな微妙な感じでさりげなく呪われたらたまらないので、これ以上僕は何も言えない。

  　幡ヶ谷さん、あんまりそういう人を驚かすような真ま似ねはよくない。そもそも行動意図がわからない。

  「徹夜で作ったの。大変だったのよ」

  　いや、徹夜で作ったのはいいんだ。問題は何な故ぜそんなことをしたかということなんだ。

  「幡ヶ谷さん、僕を呪いたいのはわかったから」

  　こんな手の込んだことをしなくても。

  「違うわよ」

  　ところがあっさりと幡ヶ谷さんは否定する。

  「安心しなさい。その人形の中にあなたの髪の毛は入っていないわ」

  「へ、へえ」

  　僕は間抜けな声で返事するしかない。じゃあ、どうして？

  「軽々しく呪じゆ術じゆつは行うものじゃないわ。これはあくまで警告よ。こういうことをしたいくらいに、あなたに腹を立てているという自己表現よ」

  　したいくらいじゃない、していると思うのだが。

  「幡はたヶが谷やさんを苛いら立だたせたのは悪かったと思うけど、さすがにこれは……」

  　僕以外の人にしでかすと洒落しやれにならない。というか相手が僕でもやめてほしい。

  「きゃあ、わら人形とか怖いです、仁じんくん。視界に入るのも嫌いやなんで早く片付けてください」

  　わら人形を見た日ひ向なたさんが僕の背後に回り込んで背中から優しく抱きしめてくる。どうしてそんなふうに身体的接触をしたがるんだ、日向さんは！

  　あと、日向さんが「きゃあ」とか悲鳴を上げるとすごい違和感を覚えてしまうのは、これは僕が彼女の本性を知ってしまっているせいだろうか。

  　それを見た幡ヶ谷さんの顔が淡く紅潮し始めた。彼女は険けわしい顔をして僕に言い捨ててきた。

  「仁庄しよう助すけ、その卑ひ猥わいな行為を今すぐやめなさい」

  　待て、幡ヶ谷さん、それは違う。僕が卑猥な行為をしているわけじゃない。日向さんが僕にそういうのを仕掛けてきているだけなんだ。

  　幡ヶ谷さんは半眼で僕を睨にらみつけている。

  「やめないというのならば、今すぐ招待状を送って山荘に招待した挙げ句に犯人役を押しつけて呪のろい殺すわ」

  　ああ、それだったら僕は死なないで呪いを受けることができる気がするが、だから何だという気持ちだ。

  「仁くーん、呪い殺される前に、このわら人形を片付けてくださいね。なるべく早くですよ？」

  　可愛かわいらしい声で日向さんが酷ひどいことを口走っている。

  「ゴミ箱に捨てたら承知しないわ。これはあなたのせいなんだからね。全部持ち帰りなさい」

  　幡ヶ谷さんも酷いことを僕に命令してくる。

  　僕は言われるがまま、しゃがみ込んで足元に散乱したわら人形を拾いながら全部無理やり鞄かばんに詰め込む。

  　どうして僕はこんなことをしているのだろう。

  　それに日向さんと幡ヶ谷さんはそれぞれ好き勝手なことを言っていたけど、実際問題、どうしよう。

  　もう、何もかもやめたい。

  　確かにはっきり言えない僕も悪いけど、これは僕のできる範囲を超えているよ！

  

  　ここまでくると、ふたりは悪い空気なのをわかっていて無視しているとしか思えない。

  　三人で仲良くする気がないのだ。

  　ひたすら僕を苛いじめても意味はない。

  　やっぱり何かが間違っているんだ。

  

  　△▼△

  

  　ようやく教室にたどり着いた。今日もひとつ、難所を潜くぐり抜けたようだ。僕は藤ふじ森もりさんの席へと向かう。

  　彼女は僕の顔を見るなり少しだけ眉まゆ根ねを寄せたが、すぐにいつものポーカーフェースに戻った。

  「やっぱり僕には荷が重いよ。どうしたらいいんだろうか」

  「へえ、そう言うからには少しは頑張ったんだよね」

  「頑張れば頑張るほど、あのふたりが仲良くするのは無理に思えるんだよね」

  　そうだね、と藤森さんは小さく頷うなずいた。

  「自分の力でも無理なら神頼みでもしてみれば。案外願いが叶かなうかもよ」

  　僕の願いが叶うだって？　そんな都合のいい魔法みたいなことがあるっていうのか？

  「言こと霊だまを知っているかい？」

  「藤森さん、僕が知っていると、本気で？」

  　言霊なんて聞いたこともない。

  「そう言うと思ったよ。言霊とは、言葉に力が宿ること。厳密に言うと言葉の集合体──つまり詩や、物語のことだね。ある種の物語には、不思議な力が宿ることがあるんだ。……例えば宗教の教典や、聖書もそうだ。あれも言霊の一種といわれている。物語には人に熱烈な信仰心を与える力が宿っているという話があるんだ」

  　抑揚のある藤森さんの声なのに、淡々と喋しやべっているようにも聞こえる。

  　そしてそんな彼女の言葉は僕には難しすぎる。言霊は不思議な力があるんだ、とそういうことらしいが、だから何だっていうんだ？

  「はい、これ」

  　藤森さんは僕に一冊の小冊子を差し出した。手作り感満載の紙の束だ。僕は戸惑いながらもそれを受け取った。

  「これ、今の話と何の関係があるのかな」

  「やれやれ、君は話を聞いてなかったの？　言霊には不思議な力が宿っている。そして言霊は一種の物語でもある。つまり、これを読めば君の願いが叶うかもってこと」

  　こんな小冊子を読むだけで僕の願いが叶うだって？　藤森さんの話についていけない。

  「どうしてそんな不思議そうな顔をしているのかな。まだ意味がわからない？」

  「いや、もちろんそれもあるんだけど、いつも日本文学者の話をしてばかりの藤ふじ森もりさんが珍しいことを言うなと思って……」

  　珍しいことというか、電波なことというか。正直にそんなことを口にしたら怒られそうなので遠回しに言ってみる。

  　藤森さんは肩をすくめた。

  「そうだよ、ボクは日本文学史が好きなわけで、別に文字の集合体である言こと霊だまなんぞに興味はない。ボクが興味を持っているのは、当然日本文学に関連があるからだ。『浦島太郎』って知っているかい？」

  「知っているよ。亀を助けて竜宮城に行くおとぎ話だよね」

  　さすがの僕でもそれくらいは知っている。

  「そこに書かれてあるのは『浦島太郎』の物語だよ。この『浦島太郎』には面白い話があってね。多くの日本文学者たちが『浦島太郎』を特別視しているのさ。危険視しているといってもいい。これのリメイクを書いた作家に幸こう田だ露ろ伴はんや森もり鴎おう外がいがいるけれど、彼らも『浦島太郎』を慎重に扱っている様子が窺うかがえる。ボクはこれを何な故ぜかと考えたわけさ。調査をした結果、言霊というやつが絡んでいることがわかったわけ」

  　藤森さんは饒じよう舌ぜつに喋しやべり続ける。
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  「『浦島太郎』は特別なんだよ。もとを辿たどればかなり古い物語で『日本書紀』『万葉集』『風土記』から始まっていろいろな文書で取り上げられているんだ。この物語に不思議な力が宿っているからこそ、多くの人間が扱わずにいられなかったんだね。過去の文献を研究していた日本文学者たちはそれを知って、何が起こるかわからない、正体不明の言こと霊だまという力を実感してみたいと、『浦島太郎』を特別視していたわけだ」

  　僕の背中に変な汗がだらだら流れだしている。

  「君に渡したのは、日本文学者が挑戦しようとした、言霊としての『浦島太郎』だ。ああ、頭を抱かかえないで。これ以上君に理解を求めるつもりはないよ。……つまりそれを読めばひょっとして願い事が叶かなうかもしれないと、その程度に考えてくれればいい。本当に君が現状を変えたいと思うのならば、それに最後まで目を通すといいよ。……ただし」

  　藤ふじ森もりさんが目を細めながら顎あごを少しだけ上げる。

  「さっきも言ったけど、日本文学者たちが警戒したように言霊というのはとても不確定で曖あい昧まいだ。もしかしたらとんでもないことが起こるかもしれないからね」

  　正直、藤森さんの言っていることはちんぷんかんぷんだ。

  「僕は言霊とかいう不思議な力なんてよくわからないし、そんなこと言われてもピンとこないよ」

  「じゃあ読まないほうがいい。その程度の気持ちならそれを捨ててしまったほうがいいよ。そして、いさぎよく現実を受け入れるといい。それがいい」

  　なんだ、と僕は小さく口を開いた。

  　藤森さんはもっと具体的に、僕にアドバイスをくれると思ったのに。この前みたいな変な呪のろいと同じような話をされてしまった。

  「いやいや、本を読むだけで何か変わるとは思えないけど」

  　──藤森さんが何をしたいのかはいまいちわからないけど。

  「三人で仲良くなれるおまじないみたいなものってことだよね？」

  「……」

  　藤森さんは沈黙したのち、ふっと諦あきらめたように息を吐いた。

  「そうかな？　どうか覚悟しておいてね。リスクなしで願いが叶うなんて都合のいい話、そうそうないんだよ？」

  　確かに、そんな都合のいい話があるわけない。そうだ、やっぱり僕が頑張るしかない。

  「ありがとう。このおまじない、ほんの気休めでも嬉うれしいよ」

  　藤森さんは立ち上がった。窓の傍そばまで歩み寄ると、窓枠に手をかけて、窓から見える校庭に背を向けて振り返った。そのまま少し遠くから僕を見つめてくる。

  「このままだとフェアじゃないからボクが親切に、わかりやすく最後の警告をしてあげよう」

  　藤森さんは僕に指先を突きつけてきた。

  「確かに『浦島太郎』は読んだ人間の持つ願いを叶かなえてくれる。……本来の働きをすればの話だけどね。それは僕が独自に言こと霊だまとして創り上げた『浦島太郎』だから、本当にその通り働くかは知らないよ。そもそも、君の言う通り不思議な力なんて曖あい昧まいで不ふ可か思し議ぎなものさ。そんなに危あやういものだというのに、君はそれを読むというのかな？」

  　藤ふじ森もりさんの迫力に圧倒されて、僕は早々と会話を打ち切ることにする。

  「そうだね。こんなものに頼る僕が間違っていたのかも。やっぱり自分で何とかするしかないよね。ごめん、ごめん」

  「そう」

  　藤森さんは少しだけ寂しそうに笑った気がした。

  

  　僕はそう言ったのだが、今にして思えばこの覚悟は全然甘かったんだ。

  

  

  　その晩、僕は悪夢を見た。地面に散らばったわら人形を拾い上げる夢で、いつまでもいつまでも拾い終わらなかった。

  　息が荒い。気持ちが悪い。真夜中だというのに目が覚めてしまった。

  　僕はベッドから起きだして電気をつけると、床に放り投げてあった学校の鞄かばんを拾い上げる。そして、中にしまってあった例の小冊子を取り出した。

  　──なんとなく受け取っちゃったけど、何が書いてあるんだろう。もしかして手紙とかメッセージなのかな。

  　再度ベッドに戻って布ふ団とんに潜り込みながら、僕は何となくペラペラと小冊子をめくってみる。藤森さんの手書きだ。文字は女の子らしく丸みがあるが、やはり手紙ではなく、物語のような文章が書いてあるだけだ。

  　──正直、こんなの全然信じてないけど……気休め程度にはなるかもしれない。

  　藤森さんはこれを『浦島太郎』といっていたけど、違った。少なくとも僕の知っている浦島太郎ではなかった。亀の代わりに仙せん女によを助けているし、竜宮城の代わりに蓬ほう莱らい山さんという難しい名前の山に向かっている。竜宮城で乙おと姫ひめの歓迎を受けたわけではなく、浦島太郎は仙人としての力を手に入れて、そして現実に帰った直後、簡単にその力を失った。流れは僕の知っている『浦島太郎』によく似ているけど細部は全然違った。

  　藤森さんは何な故ぜこんなものを僕に渡したのだろう。

  　こんなものを読んだからって何になるっていうんだ。どうにかなるわけがない。

  　だってただのおかしな物語じゃないか。

  　さっぱりわからない。藤森さんは何を考えているのだろう。

  　そういえば、昨日今日の藤森さんは僕の知っている彼女とは雰囲気が違っていた気がする。普段はあんなに苛いら立だった感情を出さない子なのに。

  　藤ふじ森もりさんはしつこく僕に警告をしていた。最後まで読んでしまったあとだが、妙な不安と気持ち悪さがある。既に手遅れなのだが途中で読むのをやめたほうがよかったんじゃないかとまで思えてくる。

  　もうやめだ、寝よう。

  　布ふ団とんの中に入っても胸騒ぎは消えなかった。

  

  　△▼△

  

  　次の日、僕は静かな朝を迎えていた。

  　珍しいこともあるもので、今日は日ひ向なたさんも幡はたヶが谷やさんも家に来なかった。

  　どうしたんだろうか。風か邪ぜでもひいたんだろうか。二人揃そろって？

  　学校までの道すがら、いつもなら両隣で僕を弄いじくり回す日向さんと幡ヶ谷さんはどこにも見あたらなかった。ひょっとしてどこかに隠れて僕を驚かそうとしているのかと周りを見回したりもしたけど、見知らぬ生徒の姿がちらほら見えるだけだ。

  　教室に向かうまで、僕はずっとひとりだ。

  　誰も僕を刺激するようなことを言わない。

  　誰も僕に話しかけない。

  　そのおかげか体調は悪くならない！

  　もしやこれは、あの本を読んだおかげなのか！

  　ひとりというのは少し寂しいけど、たまには気楽でいいもんだ！

  　すべてから解放された気持ちで胸一杯になる。僕は息を大きく吸い込んだ。

  　気分も一新して、これからふたりと仲良くする作戦でも立てようじゃないか。名付けて友情を育はぐくんでいこう作戦だ！

  

  

  　大きな異変は教室に入ってからだった。

  　いつもならひとりやふたりは僕に朝の挨あい拶さつをしてくるはずなのに、誰も反応しなかった。

  　今朝は日向さんや幡ヶ谷さんと一緒じゃなかったし、からかうネタがないからみんな僕を見ないのだろうか。あまりのスルーっぷりに逆に不安になってくる。

  　かといって、先日みたいにリア充扱いをされても困るのだけれど。

  　すごく空気がぎこちないが、まあいい。誰も僕に挨拶しないのなら僕からすればいい。

  　まずは昨日も話した隣の石いし原はらに挨拶しようか。

  「おはよう！」

  　今日、僕は元気いっぱいなので、キラキラ笑顔でご挨あい拶さつだ。

  　ところが石いし原はらは僕を見るなり無表情に目をぱちくりさせる。

  　誰だ、こいつ、みたいな顔だ。

  　昨日、あんなに僕に嫉しつ妬とを向けて絡んできたくせに。こんなに他ひ人と事ごとみたいな顔をして。腹が立ってきた。

  「挨拶したのに無視するなんて酷ひどいな」

  「えっと、誰だっけ」

  「仁じん庄しよう助すけだよ！　何だよ、前の僕みたいに記憶喪失にでもなった？」

  　仁庄助、ああそういえば、そんなやつクラスにいたな、と石原はぼつりと呟つぶやいた。

  　まるで赤の他人扱いだ。確かに入学してから数か月しか経過していないけど、石原とはそれなりに仲良くやってきたつもりだ。それなのに、このぞんざいな扱い、酷すぎる。そんなに日ひ向なたさんのことが羨うらやましかったのか。

  「……おはよう、仁……くん」

  　やがて、石原がぎこちないながらも笑顔を返してくれた。

  　だけどやはりおかしく感じる。何だろう、見知らぬ教室に紛れ込んでしまったようだ。

  　そうだ、と僕は後ろの席を見た。藤ふじ森もりさんだ。あの謎なぞのおとぎ話『浦島太郎』について詳しく聞かなければ。

  　だけど、藤森さんは席にいなかった。

  　鞄かばんは席にかけてあるので、学校には来ているようだが姿が見えない。

  　いつもなら静かに本を読んでいるはずなのに。

  　僕は首を傾かしげながらも席に着く。普段なら周囲のクラスメイトが僕に話しかけてきてもいいはずなのに、誰も僕に近寄ってこない。

  　僕が何かしたのか。

  　藤森さんがいないのと関係があるのか。

  　しばらくすると予鈴が鳴り、先生がやってきて、出席を取りはじめた。

  　僕の番が近づいてきたので、呼ばれたら返事をしようと僕は口を開いた。

  　だが先生は不自然に僕の名前の前でぴたりと名を呼ぶのをやめる。あからさまに顔色を変えて、不思議そうな表情をして名簿をじっと見つめている。考え込むように視線が天井に移動した。

  「じん、しょう、すけ？」

  　何な故ぜ、そんなにたどたどしいのか。出欠をとるのに、質問形でなんて。

  　まるで僕のことを初めて知ったかのようだ。

  　あんなに先日は僕のことを騒がしいとか口うるさく注意していたくせに。

  　僕は苛いら立だちながらも返事をした。

  　ふと視線を感じたので僕は周囲を見た。

  　クラスメイトの何人かが先生と同じような表情をして、僕をしげしげと眺めている。

  　何なんだ、一体。僕の顔に何かついているのか。

  　どうしてそんな眼まな差ざしで僕を見つめてくるのか。

  　さすがの僕も、不穏な空気が自分を包み込んでいることに気づきはじめていた。

  　この状況は何かがおかしくないか？

  

  

  　三限目の授業が終わった。

  　いたたまれない。いつもなら休み時間になった途端、話しかけてくるクラスメイトのひとりやふたりいるはずなのに、みんな、僕のことを無視している。

  　僕が何か悪いことをしてしまったのだろうか。原因が思い当たらない。

  　僕は廊下に出る。トイレに行く。少しでも休み時間中の居心地の悪さをどうにかしたかった。

  　そういえば藤ふじ森もりさんはどこへ行ったのだろうか。まだ教室にいないようだ。

  　藤森さんは何か知っているのだろうか。知っているのならば聞き出したい。だけど、朝からずっと姿が見えない。彼女を捜したほうがいいのか、でもどこに？

  　周りがざわめく。騒々しくなりはじめた気配に僕は何事かと俯うつむきかけていた顔を上げる。

  　日ひ向なたさんがいた。周囲には取り巻きがいる。彼女の友人の生徒会役員だ。悠々とした様子で廊下を歩いている。

  　僕の頰ほおが自然に弛ゆるむ。多くの人間に無視プレイをくらっていた身としては、気安く声をかけられる相手に会えて嬉うれしいのだ。僕は日向さんに挨あい拶さつをしようと彼女に近寄った。

  「おはよう、日向さん！　今日の朝、来なかったみたいだけど、どうしたのかな」

  　僕の声に日向さんは歩みを止めた。彼女はその問いに答える前に怪け訝げんな表情をした。そのままの顔で周囲の人たちと顔を見合わせたあと、僕へと曖あい昧まいな笑えみを向ける。

  「私に……何か用事ですか？」

  　日向さんらしくない笑みだ。どこか陰かげりがある。いつもの日向さんの笑顔は見ていて心地よいのに、どうして今日に限ってこんな表情を僕に向けてくるのだろう。僕は不安を感じていた。

  「いや、ただ挨拶をしただけなんだけど。それに日向さん、今日僕の家に来なかったろう？　いつもちゃんと来てくれるのに。だから何かあったんじゃないかって心配になって……」

  「どうして心配になるんですか？」

  　心底不思議そうに日向さんは言った。

  「私があなたの家に行くって何な故ぜですか？」

  「だって毎日、僕の家に来てたじゃないか」

  　僕の言葉に日向さんは何度か瞬まばたきをした。

  　どうして、そんな表情をするんだろう。僕の言っていることがまったく理解できないという感情を露骨に出している。僕はすがるように日ひ向なたさんに告げた。

  「だって毎日、僕と一緒に登校していたじゃないか」

  　僕の言葉に日向さんが目を大きく見開いた。

  「ほらだって毎日、僕を奴ど隷れい扱いしてたじゃないか」

  　僕の言葉に周囲がざわめいた。

  「だって毎日、あんなに」

  　僕のことを。

  　すぐさま口を閉じた。

  　そんなのは、こんな場所で口にすることじゃない。僕は拳こぶしを強く握りしめて、日向さんから顔を背そむけた。

  　僕の言葉がことごとく日向さんに通じていない。

  「一体、何の話ですか？」

  　日向さんはゆっくりと自分の言葉を嚙かみしめるように喋しやべる。

  「誰かと私を勘違いしているんじゃないですか？」

  　日向さんの清涼な声が、今ではとても冷え冷えとした響きに感じる。

  　なんだって？　初めてだって？　そんな馬鹿な。

  　僕は顔を上げることができなかった。

  「あなたと私、どこかでお会いしましたっけ」

  　困ったように日向さんは笑っている。周囲の人たちが、日向に挨あい拶さつしたくて噓うそをついてるんじゃないの、なんて喋っている。

  「それに」

  　日向さんはたどたどしいながら言葉を紡つむぐ。

  　僕にとっては決定的なひと言を。

  「あなた、誰ですか？」

  　その言葉を聞いて僕は硬直した。

  「僕の名前を知らない……？」

  「そういう意味じゃなくて」

  　日向さんは緩ゆるやかに首を横に振った。

  「もちろん私は生徒会長なんで生徒の名前はある程度把握しています。そうじゃなくて、私とあなた、お会いするのは今日が初めてですよね」

  　その反応に僕は呆ぼう然ぜんとして立ち尽くすばかりだ。

  　日向さんが立ち去ったあとも、ずっと。

  

  

  　日ひ向なたさんは僕のことを忘れていた。

  　思えば、今朝、石いし原はらや先生の様子もおかしかった。日向さんだけじゃない、クラスメイトたちや先生の身にも何か起こってしまっているようだ。

  　絶対におかしい。これは確かめなければいけない。

  　一体何が起こっているのか。

  　まずは、石原に僕のことを聞いてみるとしよう。

  　僕は教室に戻るなり石原に詰め寄った。

  「僕のことは知っているよね？」

  　他の男子と喋しやべっていた石原は、僕の言葉に会話を中断させると、首を傾かしげながら答えた。

  「知っているよ、えーっと、仁じん庄しよう助すけだろ。確かクラスメイトの」

  　その返答に不安が膨ふくれあがるのを感じながら、僕は間かん髪はつ容いれずに話した。

  「僕と君は友達じゃなかった？」

  　我ながらストレートな問いかけだ。でも、これが一番手っ取り早い。

  　石原は苦笑しながら僕を見つめた。

  「何だよ、急に。そんなこと言われても」

  　彼の返答もわりとストレートだ。僕は喉のどの奥に変な違和感を覚える。喉に異物が詰まるのとは違う。吐きそうで吐けない、そんな気持ち悪さだ。つまりクラスメイトの言葉を理解できない、理解したくないという想いがこみ上げてきている。

  「友達になりたいなら、別に嫌いやだとは言わないけど」

  　さらに告げられた石原の言葉は僕をひどく傷つけるものだった。

  　そんなことをしなくても、僕たちは最初から友達だったはずだ。

  「何だよ、おまえ」

  　僕が大声を出してしまったので、他のクラスメイトたちが、彼と僕とのやりとりを怪け訝げんな顔で見つめている。

  　どうして彼らはそんな目で僕を見つめてくるのだろうか。

  　僕の存在は知っている。だけど、僕と過ごした記憶はない？

  　関係がリセットされてしまった？

  　まさか。

  　まさか、そんな、まさか。

  　気づいてしまった事実に僕の身体からだが自然に震ふるえてくる。僕は周囲を見回した。

  　僕にクラスメイトたちの視線が集まっている。みんな、赤の他人のように僕を見つめている。

  　少なくとも昨日まで僕はクラスメイトたちとうまくやれていたはずだ。無視されるなんて、こんな目で見られるなんて、なかったはずだ。

  　だけど今日は違う。まるで昨日までの僕と過ごした時間をなかったことにされてしまったようだ。

  　一体、僕の身に何が起きている？

  　どうしてこんな状況になっている？

  

  　僕には友達がいなくなってしまったのか？

  　ひとりぼっちになってしまったのか？

  

  　そんな馬鹿なことが。

  　衝撃を受けている僕の背後で、教室の扉が開く音が聞こえた。

  　僕は衝動的にその音のしたほうへ振り向く。

  　そこには、今まさに教室に入ろうとする藤ふじ森もりさんの姿があった。

  　藤森さんは僕の視線に気づくなり、ゆっくりとした足取りで僕に近づいた。

  「そろそろ」

  　藤森さんは僕にそう話しかけながら、くるりとした瞳ひとみを僕に向けてくる。

  「ボクに言いたいことがあるんじゃないかと思ってね」

  　すごく楽しそうなものを見る目で僕を見つめてくる。とても輝いちゃっている。

  　同時に悪意フルオープンだ。もう少し隠してください、藤森さん。

  　その瞬間、僕はこの状況を誰が生み出したのか理解したのだった。

  

  

  　藤森さんの姿を見るなり、僕は焦しよう燥そう感かんに押されるようにして声を荒らげた。

  「一体これはどうなっているんだよ。僕に何が起こっているんだ。藤森さんの仕業なのか？　今までどこに行っていたんだよ。藤森さんを捜していたのに！」

  　藤森さんの背中がとても楽しそうに見えるのは僕の気のせいなのか。その表情こそ見えないが、不安いっぱいの僕とは逆の明るい雰囲気をまとって、藤森さんは歩いていた。

  「君のことを観察していたのさ。邪魔の入らないところでね。だってこんな面白そうな状況、観察しない手はないだろう？」

  　藤森さんの居場所が本題じゃないのに、藤森さんはあえてそこしか取り上げないで返答している。彼女はわざとごまかしている。そのことも気になったけど、本当に僕が気にしているのはそんなことじゃない。

  「君に見つかったらいろいろ聞かれちゃうだろうし。それは野や暮ぼだよね、ボクにとって。だからこっそりひっそり君にばれないように、ずっと陰から見つめていたんだよ。ものすごく楽しかったよ」

  　本当に藤ふじ森もりさんは心底楽しそうだ。

  　僕はそれどころじゃないっていうのに。

  「藤森さん、話をごまかすのもいい加減にしてほしいよ。わけがわからないよ、こんなことありえないし！　ドッキリか何かなんだろ？　もしも藤森さんのやったことなら……」

  　そんな僕の言葉にぴたりと足を止めた。くるりと振り向いて僕を見つめてくる。

  「もしボクの仕業ならどうするのかな？」

  「元の状態に戻してほしいよ」

  　藤森さんはその言葉を聞いて吹き出した。何がおかしいっていうんだ。彼女はくすくす笑いながら僕を見るのをやめて歩きはじめた。

  　彼女は自分の席に戻るなり、ついてきた僕を見つめてくる。

  　そこで僕は気づいた。そうだ、他のみんなは僕のことを忘れているのに藤森さんはそうじゃない。

  「……藤森さんはボクのことを覚えているじゃないか」

  　僕の質問に、藤森さんは指を頰ほおに添えて困ったように笑った。

  「覚えているよ」

  　あっさり答える藤森さんに、逆に僕が挙動不審になりながら問いかけた。

  「どうして藤森さんだけが……」

  「ボクの日頃の行いがいいからじゃないかな」

  　都合のいい言葉でごまかされる。

  「ボクも逆に質問していいかな。君のご両親はどうだったのかな」

  　どうって、僕は彼女から少し身を引きながらも口ごもるように答える。

  「いつも通りだったけど」

  「じゃあ、君に起こっている現象は学校に関係するものだけが対象なのかな。それはそれで興味深い結果だね」

  「僕の状況を詳細に分析しなくてもいいよ。そうじゃなくて、どうか僕の話をちゃんと聞いてよ、藤森さん！」

  　僕が糾きゆう弾だんすると、藤森さんは不満そうに顔をしかめた。

  　さらに僕は問い詰める。

  「藤森さんはあの変な物語を読むだけで僕の願いが叶かなうなんて言っていたけど、全然そうなってないじゃないか。そもそも、あんな言こと霊だまなんてでたらめのはず……」

  　僕の言葉に藤森さんが薄ら笑いを浮かべた。

  「でたらめじゃなかった、としたら？」

  　普段見ることがないそんな彼女の表情を恐ろしく思いながらも、僕は彼女に頼んだ。

  「お願いだよ、どうにかしてほしいよ。っていうか、趣味の悪い悪いた戯ずらなんだろ？　そうだ、そうに違いない。みんなして僕をからかっているんだろ？」

  「そうだね。……仁じんくん、ボクが昨日君にあげた本、渡してくれるかな？　君の状況を元に戻すためには必要なんだ」

  　あの妙な『浦島太郎』のことか。僕は藤ふじ森もりさんに尋ねた。

  「『浦島太郎』なのに竜宮城に行かなかったんだけど、本当にあれは『浦島太郎』の物語なの？」

  「調べてみるとわかると思うけど、本来あるべき形の『浦島太郎』はああいう物語なんだよ。それが人々の手に渡り、長い時間とともに亀を助けて竜宮城に行って玉手箱を開ける物語に変化したのさ。本当は、ただ単純に神しん仙せんの力を借りるための言こと霊だまだったんだよ。ああ、そんな阿あ呆ほうみたいな顔しなくていい。理解できないのはしょうがない。君に理解力は求めてないよ」

  　何気に藤森さんは僕に対して酷ひどいことを言っている気がする。

  「それよりも早く本を渡してほしいな。元に戻りたいんだよね？」

  　そう告げる藤森さんに、うんと僕は頷うなずいて自分の席に戻る。自分の鞄かばんから小冊子を取り出す。急いで藤森さんの席に戻るとそれを渡した。

  　藤森さんはそれを受け取るなり、僕の目の前で破りはじめた。

  「なーんてね」

  　そう彼女は告げてくる。

  　小冊子が細かい紙切れになっていく様を僕は呆ぼう然ぜんとして見つめていた。

  「何か勘違いしていないかな？」

  　藤森さんの声は冷え切っている。

  　あれ？　元に戻してくれるんじゃなかったのか？

  「戻るわけないじゃないか」

  　にっこりとする藤森さんの目は笑っていない。

  「一度叶かなえた願いが覆くつがえるなんて、そんな都合のいいことが起こるわけがないよ」

  　藤森さんはわざとらしく音を立ててため息をついた。

  「ボクはちゃんと言ったよね。曖あい昧まいなものに頼ったら何が起こるかわからないって。とんでもないことが起こるかもしれないって。リスクなしで願い事が叶うなんて都合のいいことはないって。そもそも、自分で何とかするからって言ったのは君じゃないか」

  「そ、それは」

  　確かに昨日の藤森さんの言葉をわからない、と受け流したのは僕だ。本気で理解できなかったので、理解できる部分だけかいつまんで美お味いしいとこ取りをしようとしたのは、僕だ。

  「軽い気持ちなら読まないほうがいいとも言ったよね、ボクは」

  　藤森さんの言葉に何も言い返せない。

  「ボクの言葉を受け止めて自分の中で考えるだけの脳のう味み噌そがないなら、最初からボクに頼むべきではなかったんだよ」

  　藤ふじ森もりさんの声を聞きながら、僕は身体からだ中じゆうが冷え切っていくのを感じていた。震ふるえすらやってきた。

  　ようやく僕は藤森さんの言おうとしていたことがわかった。

  　馬鹿だ、僕は。

  　何もかも自分の身に起きてから、理解するなんて。

  「ボクの仕業、と君はさっき言ったね？　ボクのせい？　どこが？」

  　藤森さんは軽く嘲ちよう笑しようした。

  「ボクは散々警告したよね。それを聞き流していた君のせいだよね？」

  　藤森さんはもはや小冊子が元の形を成してなくても、指で細かくちぎり続ける。

  「さらに言うとボクの渡した本を不用意に読んでしまった君のせいだよね？」

  　藤森さんの机の上には、紙片の山ができている。

  　君のせいだよね、ともう一度繰り返した藤森さんの言葉に僕は反射的に頷うなずいていた。

  　藤森さんは僕の視線が机上の紙の山に注がれていることに気づいたのか、ちぎるのをやめて、僕に人差し指を突きつける。

  「君は、昨日までの君が幾つもの貴重な奇跡の上に乗っかっていたことに、ちゃんと気づけていた？」

  　藤森さんは、小冊子の破り残った小さな紙片を紙の山の上に置いた。不安定ながらもうまく乗っかったそれは、ゆらゆらと左右に揺れ動いていた。

  「奇跡？」

  　藤森さんは僕の声に落胆したかのようにため息をついて、紙の山の上に乗っかっていたその紙片を軽く指先ではじいた。大量の紙片の中に紙片が埋まる。机の上に紙片が散らばる。

  「君の頭じゃその程度の理解だろう。……そんな悲しそうな顔をしないで。君にそれ以上のことを求めているつもりはないから。ボクが勝手に失望しているだけだからね」

  　藤森さんはバイバイと僕に向かって手を振った。

  「もう、これ以上ボクが君に言えることはないよ。せいぜい変わった現状を楽しむといい。それをボクはボクなりに観察させてもらうから」

  「楽しめるわけないよ、こんなの」

  「知らない。そういう君の弱音をボクに吐かれてもね」

  　藤森さんは感情を込めた声で喋しやべりながらも、そこに僕への気遣いはない。

  「そうだね、最後にボクが君に対してどう思っているかちゃんと言おうか。中途半端な対応をして下手な希望を持たれても困るからね」

  　藤森さんの双そう眸ぼうには黒々とした悪意が詰まっている。

  「ボクは、とにかく面白いことや楽しいことが大好きなんだよ」

  　そんなの、知っている。

  　藤ふじ森もりさんの瞳ひとみが一呼吸置くたびにゆっくりと瞬まばたきをする。

  「だけど、ただそれを見るだけじゃなくてある程度自分も介入したいんだよ。ボクはね、一年の中で一番好きな月は一〇月なんだ。ハロウィーンって行事あるよね。トリック・オア・トリート。ご馳ち走そうをくれないと悪いた戯ずらするぞ。ジャックランタンやバンシーのようなモンスターの仮装して街を賑にぎわせる一員になる。あんなニュアンスでボクは面白い、楽しいことを一体化するように愛めでていきたいんだ」

  　藤森さんは頰ほおを赤くして、陶酔した目を僕に向けてくる。

  　だけど、と藤森さんは低い声で言葉を続けた。

  「そうやって楽しんでいる最中に水を差されるのは好きじゃないんだ」

  　藤森さんの細い指が僕に向けられた。

  「今回の件でいうとせっかくボクが君のためにいろいろ情報を仕入れて協力してあげたのに、それを全部なかったことにしたい、みたいなことを遠回しに言われるとね」

  　僕は思い出していた。確かに、僕はそんなことも言った気がする。

  「なかったことにしたいっていうのは、その……」

  「事実だよね。だって君はボクの目の前で言ったじゃないか」

  

  『……何とかならないものかなあ。ゲームじゃないけど、間違えたところからやり直せるならやり直したいかな。リセットしたいくらいだよ！』

  

  　もしかして、あの一言が藤森さんを怒らせてしまったのか。

  「だからね、だったら前々から興味のあった不思議でとっても危ないことを試しちゃおうかなって。別に君相手ならいいかなって」

  　藤森さんはビニール袋を取り出すと、ちゃちゃっと机の上にある紙片を片付けた。

  「そんなふうに言うなら、どうして僕に警告なんかしたんだよ。何な故ぜ、そんな優しさを……」

  「優しさ？　そんなわけないよ。お互いある程度フェアプレイだからこそ愉たのしめることもあるよ。君に選択肢を与えたほうが、ボクにとって面白いと思えたから。それだけだよ」

  　それだけ言い残し、すがりつくような僕の視線を無視して、藤森さんはそれをゴミ箱に捨てに行ってしまった。

  　戻ってきた藤森さんは机の中から文庫本を取り出して読書タイムに入ってしまった。どれだけ僕が話しかけても、藤森さんは完全に無視していた。

  

  　まるで僕など、最初からいなかったかのように。



  


   第二章　浦島太郎は現実逃避

  

  　夢を見た。登校途中の光景だった。

  　何な故ぜかふたりは魚の着ぐるみを着ていた。日ひ向なたさんが鯛たいで、幡はたヶが谷やさんがチョウチンアンコウだ。魚がモチーフになっているのは先日、僕が藤ふじ森もりさんの書いたおとぎ話『浦島太郎』を読んでしまった影響だろうか。ちなみに僕は亀の着ぐるみだった。とにかく明らかにおかしい状況だから夢だとわかったのだ。

  「幡ヶ谷さん、私気づいたんです。気づいたことを実行していいですか？」

  「奇遇ね、私も気づいたことがあったの」

  　日向さんと幡ヶ谷さんがお互い向かい合ってニコニコしている。普段なら浮かべるはずのない、違和感ばりばりの笑顔に僕は恐れおののいていた。

  　今から何が起ころうとしているんだ？

  「私たちは仲良くするべきだったと思うんです、幡ヶ谷さん」

  「そうよね、生徒会長、私もそう思っていたの」

  「お互い無視し合っても悪い空気になるばかりです」

  「そうね、だから私と生徒会長と仁じん庄しよう助すけ、三人で仲良くしましょう」

  　ふたりは互いに手と手を取り合う。

  「さぁ、仲直りの証あかしに今から一緒に歌を歌いましょう」

  「そうね、賛成だわ。歌は何がいいかしら」

  「あの、僕は」

  　僕が話しかけようとしたら、女の子たちは手を繫つないだまま僕に向かって微ほほ笑えみかける。

  「仁くんは受け身のままでいいんです」

  「仁庄助は何もしなくていいのよ」

  　魚の着ぐるみを着た女の子たちが僕の目の前で歌を歌いだした。

  　違う、こんなのは日向さんでも幡ヶ谷さんでもない。同じ顔をした僕の都合のいいように動く人形だ。

  

  

  　僕はどんよりした想いを抱きながら目を開いた。そのまま身を起こす。

  　僕の夢の中で日向さんと幡ヶ谷さんのキャラが崩壊していた。

  　日常を真ま似ねた夢の中、どこまでも僕にとって都合のいい内容だった。

  　ふたりは、三人で仲良くしてほしいという僕の願いを汲くみ取って仲良くし合う。だがその結果、ふたりは既に僕のよく知っている日向さんでも幡ヶ谷さんでもなくなっていた。

  　そんな彼女たちを見たいわけじゃない。逆に見ていると胸が苦しくなってしまう。

  　みんなそれぞれに何かしら気持ちを持っている。

  　僕は、そんな彼女たちの気持ちを考えていなかったんだ。

  　今となっては、前みたいにふたりに弄いじくられていた日常を懐かしく感じてしまう。

  　もし藤ふじ森もりさんに僕がこんな夢を見たなんて言ったら、軽けい蔑べつされるだけじゃ済まない。それとも彼女ならそんな僕の姿すら哀あわれだと愉たのしむのだろうか。

  

  　失ってはじめて今まであった日常の大切さに気づくなんて、わかりやすすぎじゃないか。

  

  　懐かしく思っても取り戻せないのだろう。藤森さんの言葉が真実ならば。

  　こんな夢を見たからこそ僕は自分の気持ちを嚙かみしめることができる。ふたりと一緒にいる間を、僕は心の奥底では大切にしたかったのに。

  　当然、今日も日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんは僕の家に来ないのだろう。

  　どうすればいい、僕は。

  　藤森さんはあの様子だ。きっと頼ろうとしても僕を拒絶するだろう。拒絶するだけで済めばいいが、もっと酷ひどいことをされそうな気もする。

  　僕にほとほと愛想がつきてしまったようだから。

  　誰も頼る人はいない。それでも僕はどうしたいんだ。

  　僕は、僕ひとりで答えを出さなければいけなかった。

  　夢をもう一度思い返す。

  　日向さんや幡ヶ谷さんは夢の中ではしきりに受け身のままでいい、何もしなくていい、と僕に言っていた。

  　本当の彼女たちがそんなことを言うはずがないから、あれは僕の甘さや弱さが彼女たちの姿を借りて僕にそう囁ささやきかけているだけだ。

  　なら、僕はそんな甘さと戦わないと。

  　今まで自分で何とかしてこなかったぶん、もっと自分で行動しなければ。

  　ひとりぼっちだから動かせるのは自分だけだ。でも、それでいい。

  

  

  　朝、教室に着いても、やっぱり誰も僕に挨あい拶さつをしてこなかった。

  　この数か月で僕が築き上げたクラスメイトとの関係は完全にリセットされてしまった。

  　仕方ないので僕は目があった人、すれ違った人たちにおはようと挨拶する。

  　そうすると大抵の人はぎこちないながらも挨拶を返してくれるのだ。

  　たまに無視されるが。

  　やはり開き直ったつもりでも、無視されると気持ちが暗くなってしまう。

  　昼休みが一番辛つらかった。

  　当然だが、入学してから数か月経過しているので、ある程度人間関係が構築されている。いわゆるグループというやつもできあがっている。そんななか、ひとりぼっちになってしまった僕が一緒に昼飯を食べてくれる相手を見つけられるわけがない。

  　休み時間に廊下を歩けば、たくさんの知り合いや友人とすれ違うのに誰ひとりとして話しかけることができない。それが辛くて堪たまらない。

  　だけど僕はそのたびに昨晩見た夢を思い出すのだ。

  　辛いのなら、行動しなければ。

  

  

  　放課後、僕は図書館にいた。

  　相変わらず埃ほこりくさい独特な匂においに包まれている。

  　ここは前回、僕が記憶を失ったときに日ひ向なたさんに呼ばれた場所だ。基本、僕にとっては用事のないところでもある。

  　思い返せば、そんな過去が遠い昔のようだ。

  　ひとりぼっちになって誰も相手にしてくれないから、こんなふうに過去の記憶にすがりついてしまうのだろうか。

  　どうしようもない、本当に僕は。

  　そんな状況に置かれて、自分ひとりでもどうにかできないかと考えた結果、藤ふじ森もりさんから手渡された言こと霊だまである『浦島太郎』について調べれば、何かわかるのではないかという結論にたどり着いた。だから今、僕はここにいる。

  　ひとりぼっちで教室にいるのが辛かったのもある。

  　それでも何もしないでみんなから無視されて席に座ったままでいるよりは、無駄な努力になったとしても、やれることをしたほうが健全だ。

  　自分で今からやることが無駄な努力だってわかりきっている、自覚できる阿あ呆ほさ加減っていうのも嫌いやだが。

  　僕は今までまともに図書館を利用したことがなかった。

  　とりあえず図書館のパソコン端末で『言霊』や『浦島太郎』をキーワードにして資料を検索すればいいのだろう。

  　でも、そんな僕の考えは甘かった。

  　数時間後。作業机の上にたんまり置かれた本の山を見て、僕は頭を抱かかえるしかない。

  　言霊や『浦島太郎』に絞っても資料は多い。

  　これを今から読むのか。ろくに本を読んだことのない、この僕が。

  　無理だ、そんなことできるわけがない。最初から諦あきらめてしまいそうだ。

  　だけど、それじゃ前に進めない。

  　僕はゆるりと顔を上げた、そのとき。

  　見覚えのある黒い髪の毛と傘かさが視界を横切った。僕ははっとして、その方向に視線を向けた。

  　あれは幡はたヶが谷やさんじゃないか。

  　幡ヶ谷さんが図書館にきて何やら調べ物をしている。相変わらず黒い傘を館内であっても差し続けていた。

  　幡ヶ谷さんも日ひ向なたさんと一緒なんだろうか？　僕の存在がなかったことになっているんだろうか？

  　僕は幡ヶ谷さんに声をかけようと立ち上がった。だけど、すぐには彼女の名前を呼ぶ声は出てこなかった。

  　怖いのだ、日向さんと同じような対応をされるのが。

  　僕のことを赤の他人だと、おまえなんて知らないのだと、一いつ蹴しゆうされるのが。

  　僕は唾つばを飲み込んだ。今朝の夢を思い出す。

  　受け身のままでいいと、何もしなくていいと彼女たちは言った。そんな夢を僕は嫌いやだと思った。だから行動しているのだ。

  　今、僕がこうして慣れない場所で慣れない行為に身を浸しているのも、このままじゃ駄目だってわかっているからだ。

  　よし、と深呼吸をして。

  　僕はゆっくりとした足取りで幡ヶ谷さんに近づいた。

  「邪魔してごめん、幡ヶ谷さん、君に聞きたいことがあるんだけど」

  　ばっと、凄すさまじい速度で幡ヶ谷さんの首が動いた。僕を見つめる。

  　ぼっと、音が出そうな勢いで彼女の顔が真っ赤になった。

  　それからが素早かった。

  　小動物のような動きで僕から距離を取り、あっという間に僕の視界から消え失うせてしまった。

  　すごい人間離れした素早さだ。しかも滑なめらかだった。

  　真っ黒いナメクジが素早い動きをしたらあんな感じなのだろうか。

  　そうだ、忘れていた。

  　幡ヶ谷さんは知り合いでない人間に対しては極端に人見知りする。うまく人との距離感を摑つかめない女の子だったのだ。

  　同時に彼女の行動で、幡ヶ谷さんが僕のことを忘れてしまってることを理解した。

  　そりゃ初対面の人間が急に話しかけてきたら逃げるだろう。

  　やっぱり、初対面なのだ。よく理解した。

  　昨日までは多少嚙かみ合ってなかったけど少なくとも会話はできていたはずなのに。

  　幡はたヶが谷やさんの場合は近づいて話をすることすら難しいのか。

  　──このままじゃ、やっぱり駄目だ。

  　僕は先ほどまで座っていた椅い子すまで戻る。机の上にどかんと置かれた資料の山を見る。資料をくまなく読み尽くせば、こんな馬鹿な僕にでも何かわかることがあるのだろうか。あると信じたい。

  

  

  　昨日、藤ふじ森もりさんが言っていた『浦島太郎』には不可思議な力があるというのは、わりと有名な話だったようだ。

  　言こと霊だまは、あからさまに人知を超えた力だとばれてはまずいため、物語形式にしてカモフラージュすることが多いらしく、『浦島太郎』もその一種だったようだ。

  　もともと『浦島太郎』という物語は、浦島太郎が蓬ほう莱らい山さんという仙人がたくさん住む場所に行って、仙人の力を手に入れるという内容だった。

  　どうしてそんな内容かというと、そもそも『浦島太郎』という物語は仙人の力をたやすく手に入れるために考えられた言霊だかららしい。

  　物語形式にすることでカモフラージュしているが、言霊としての力は魔法の呪じゆ文もんのように暗号として文章の中に混ざっているとか何とか。

  　うん、すごく内容が難しい。投げ出したい。

  　僕からしてみればそんな話自体疑わしいが、現状を見るに笑えない。じゃあ、藤森さんは仙人の力を使って僕に何かしたのか。願い事が叶かなうと噓うそをついて？　それとも読んだ人の願い事を叶えるのが仙人の力なのだろうか。

  　どちらにせよ人間の理解を超える力を使おうとした結果、とんでもない事態を招いたわけだ。

  　絶望だらけだ。頭の悪い僕じゃどうしようもないことだらけだ。

  　ただ希望もある。『浦島太郎』の言霊によって発動した仙人の力は、玉手箱みたく取っかかりさえあれば容易に効力を失うらしい。

  　つまり一度かかったら最後絶対に解けないということではないらしい。

  　とはいえそんなオカルトちっくなことって本当に存在するのだろうか。

  　言霊が本当にあるのかないのか。

  　藤森さんは本当に言霊の力を使ったのか。

  　今回の件が本当に言霊の仕業なのかどうなのか。

  　それがわかったからといって、本当に今回の事件の解決に繫つながるとは到底思えない。

  　でも、と僕は考える。

  　希望にすがりたい。少しでもそんなものが存在するのなら。

  　どうにかできる可能性が少しでもあるなら行動するべきだろう。

  　何とかしなきゃ。何とかしたい。

  　取っかかりさえあれば効力を失うなら、その取っかかりを僕は作りたい。

  　じゃあ、その取っかかりを何とする？

  　──そうだ。僕は携帯電話を取りだした。電話帳を開くと日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんの連絡先が載っている。彼女たちの中から僕の存在はなくなってしまったけど、こうして消えずに確かに残っているものもある。そう、人間の中から消えたとしても、いろんな場所に、ものに、僕の痕こん跡せきが残されているはずなんだ。

  　だったらその痕跡を捜してみたらいいんじゃないか。

  　とりあえずふたりに僕のことを思い出してもらおう。そのために行動しよう。

  　だんだん状況もわかってきたし、やるべきことも見えてきた。どんな形でも目的が見えて何とかなりそうに思えてきたら心もほんのりと明るくなるものだ。

  　僕は集めた資料を返却用本棚に返すと、そそくさと教室に戻った。やるべきことができて先が見えたら、自然と足取りも軽くなる。

  　教室にはまだ石いし原はらが残っていた。今まで普通に交流できていたからこそ、どう対応したらいいのかわからないので、愛想笑いをするしかない。僕はキョドりながら自分の席に向かう。

  「よう、友達を作ろう作戦は順調か？」

  　急に石原から声をかけられた。ん？

  「なに、それどういうこと？」

  　僕が聞き返すと石原は不思議そうな顔をしたあとにげらげら笑った。

  「だって、おまえいきなり友達だよね、そうだよね、とか言い回っているんだろ」

  　わあ、一日経過したら僕が変なキャラ付けされている。というか、[image: ]うわさに尾ひれがついて事実が捏ねつ造ぞうされている。

  　見ようによっては苛いじめな気がするけど、でもずっと無視状態だったのでどんな形でも構われて嬉うれしい。はいはい、僕はマゾですか。

  　こうなったら失うものなど何もない。マゾでいい。何でもできそうな気がしてきた。

  

  　△▼△

  

  　次の日から、僕は早速行動に移すことにした。

  　題して『ふたりの記憶を取り戻そう作戦』だ。何のひねりもない。

  　まずは日向さんだ。まずは外そと面づらが良くて交流しやすい日向さんのほうがまともに話を聞いてくれるのでは、と期待したのだ。

  　親しくなってたので忘れていたが、日向さんは学校内ではかなりの高たか嶺ねの花だ。

  　さらに基本、取り巻きと一緒にいるし、ふたりきりになるのはとても難しい。

  　だが、だからといって負けてはいられない。尻しり込ごみしては始まらないから。

  　そこで僕は日ひ向なたさんを捕まえるために、三年の教室がある廊下の隅っこでずっと日向さんを待ち続けていた。

  　やがて日向さんがやってきた。僕は前方から歩いてくる日向さんをしっかり見つめる。

  　日向さんが近づいてきたので、僕はさっと廊下の中央に躍り出た。日向さんの前に立つ。

  「こんにちは、日向さん、実はちょっと話があって……」

  　はあ、と日向さんは目を点にして生返事をしそうになっていたが、すぐに柔らかい笑えみを向けてきた。

  「どうしたんですか、えっと、昨日の？」

  　そう言う日向さんの表情はあからさまに僕のことを胡う散さん臭くさく思っている。

  　意訳。急に来て、気持ち悪い、この人。

  　僕にしては珍しく空気を読む能力が発動している。どうしてだか日向さんの心の声が同時に聞こえるような気がしてきた。

  　違う、これは空気を読む能力が発動したわけじゃない。僕は今まで日向さんとそれなりに親しくしてきたから彼女の本音と建前が何となくわかるようになったのだ。

  　そう、僕は彼女の本性をいやというほど味わっている。彼女は僕を奴ど隷れいにするために策略を巡らせたという腹黒い一面がある。それを忘れてはならない。

  　今の彼女はあきらかに僕に対して赤の他人モードで接している。

  「急に目の前に来られるとびっくりしちゃいます。もう少し心の準備をさせてくださいませんか？　それにしてもわざわざ三年の教室まで来たんですね」

  　意訳。つぅか、何で一年がこんな場所にいるんだよ。変態か。

  「一年生がむやみにここをウロウロするのはあまり感心しません」

  　意訳。もし昨日みたいに訳のわからないことを言い出したらこっから追い出すくらいはするぞ、変態一年が。

  「とはいえ、わざわざ私に会いに来たんですから、話くらい聞きますよ？　生徒会長ですから生徒の面倒を見るのは当然ですし。……もうすぐ授業が始まっちゃいますけど」

  　意訳。「わざわざ」を使うのは二回目だ。この二回目の意味を考えろよ、空気読めよ、話し出すんじゃねーぞ、時間ないんだからな。変態！

  　何な故ぜかニコニコ笑っている日向さんの後ろに阿あ修しゆ羅らが見える。

  　日向さんは僕にすごく優しくしてくれている。でも同時に早く逃げ出さなきゃいけない、と思うくらいには僕は追い詰められていた。

  「そ、その、僕が悪かったよ。急に話しかけてごめんなさい」

  　最後は涙声だ。

  　弱い、弱すぎる。僕は駄目人間すぎる。

  　僕は日ひ向なたさんの心の声を優先することにした。いや、しなきゃいけないと感じた。そうしないと僕の身の危険が危ない。わざと二重表現だ。そのくらい混乱しているのだと読み取ってほしい。

  　撤退します！　戦略的撤退です！

  　僕は無様に敗走した。

  　よくよく思い起こせば、日向さんと僕が知り合うことになったのは、あの一週間ぶんの記憶がなくなった事件が発生してからだ。そのときは日向さんのほうから僕に対して積極的に、それが作られた好意であっても寄せてきてくれたのだった。

  　僕が何かをしたわけじゃない。

  　こんなふうに赤の他人として、親しくもないのに軽々しく近づくなと牽けん制せいされて初めて、自分がいかに何もできないのか、ということを知った。

  　だからショックを受けているし、悲しくもある。

  　甘く見ていた。

  　僕は日向さんの存在が、どれだけ高たか嶺ねの花であったのかを改めて実感した。

  　ていうか他人になると日向さん、まじ怖いです。
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  　△▼△

  

  　放課後である。

  　さっきは日ひ向なたさんとの距離感を間違えてしまって失敗したけれども、今回こそはその失敗を踏まえて再挑戦だ。

  　僕は待ち伏せはやめて日向さんのいそうな場所に向かうことにした。

  　生徒会室に行けば日向さんに会えるのではないか。そしてそこには僕が日向さんに買ってあげた戦利品（同人誌）の数々が存在しているはずだ。それを説明しつつ、僕がどのように日向さんと交流したのか熱意をもって伝えれば、もしかしたら彼女が記憶を取り戻す取っかかりになるかもしれない。

  　──かもしれない。

  　そうに違いない！

  　こうなったら勢いである。

  　僕は生徒会室のある棟までやってきて、そこに忍び込もうとした。

  　生徒会室まで続く廊下に人ひと気けはない。今がチャンスなのかもしれない。

  　僕は忍び足で生徒会室に近づいていく。扉が見えてきた。

  　生徒会室の戸の近くまでやってきた。扉を開けようとしたが、やはり鍵かぎがかかっているようで開かない。

  　しばらく待っても、誰も出てこなかった。

  　仕方ないので僕は扉の前で日向さんに向かって呼びかけることにした。

  「日向さん、聞こえてる？」

  　生徒会室からは何も返答はない。

  　人の気配はするので無視されているだけなのかもしれない。

  　これはこれで辛つらいと感じながらも、その気持ちに負けないように僕は言葉を続けることにした。

  「日向さんからしてみればおかしいことかもしれないけれど、僕は日向さんのことを知っていて……日向さんはそれを忘れているだけなんだ。だから、できれば僕はそれを日向さんに思い出してほしくて……」

  　僕は首を横に振った。これじゃ駄目だ。こんな曖あい昧まいな内容じゃきっと日向さんに伝わらない。相手からしてみれば変なことを言っているようにしか思えない。もっと日向さんのことを僕は知っているのだとアピールしなければ。

  　そうだ、僕が日向さんの趣味を知っているということを言えばいいのでは。もしかしたらそういった彼女の秘密を突くことが、日向さんを刺激することに繫つながるかもしれない。そうすることで、日向さんが何か僕のことを思い出してくれるかもしれない。

  「実は僕、日向さんの趣味のことも知っていて……」

  　さて、どこまで話そう。僕は躊ちゆう躇ちよする。生徒会室にいる人たちは日ひ向なたさんの仲間だからある程度まで口にしていいと思うけれど。

  「妖よう怪かいとか日向さん好きだよね。特にぬらりひょんが好きで……。妖怪が好きだからそれに関する創作物にも興味を持っていて、池袋の店にも行っていたよね」

  　たぶん、ここまで言えば僕が彼女のことを知っているというのが伝わるはず。こういうふうに昔の記憶を絡めて日向さんを刺激すれば、いつかきっと彼女は僕のことを思い出してくれるだろう。

  「こら！　そこで何をしているんだ！」

  　誰だ!?　僕に言っているのか？　僕はすぐさま声のした後方を振り向く。

  　まずい、先生だ！ 　体育担当の竹たけ内うち先生が、がに股またで僕に近づいてきている。

  「何もしていません！　怪しくありません！」

  　ちょっと生徒会室の前で日向さんに呼びかけていただけだ。

  　僕は必死に弁解した。汗かん腺せんが壊れたかのように、額ひたいから汗がだらだら流れていた。

  「怪しくない奴が怪しくないなんて自己申告するか！　そこで何をしている？」

  　僕の必死の弁解を先生は一いつ蹴しゆうした。

  「生徒会の女子から連絡があったんだ。怪しい男子生徒が生徒会室の扉にへばりついているとな！」

  　怪しい男子生徒だって？

  「それは誰のことですか？」

  「おまえしかいないだろ！」

  　一瞬思考が停止して、びっくりする。僕のことか！

  「何で僕なんですか？」

  「何な故ぜそんなコソコソしながら扉の前に立っているんだ！　見た目からおかしいだろうが！」

  　そりゃそうか……それにしても先生が来るの早すぎないか？

  　僕は視界に入った機械に気づいて口をぽかんと開けた。

  　やばい！　そういえば監視カメラがあるんだった！　忘れていた！

  「でも……僕は日向さんに大事な話があるんだ！」

  　先生に腕を摑つかまれる。

  「それなら何でコソコソしてるんだ！」

  　そうだ。普通の人が見たらそう言うだろう。

  　僕は背中から先生に羽は交がい締じめにされながらも、必死で声を振り絞った。

  「僕は日向さんと話したいんだ、ちゃんと僕の言葉を聞いてほしいんだ！」

  　きっと生徒会室に日向さんがいる！

  「日向さん、僕はここだ！　ここにいるんだ！　日向さん！　日向さーん！」

  「こら！　大きな声を出すのはやめなさい！」

  　生徒会室からは何の反応もない。

  　僕は日ひ向なたさんと会うこともできずにここで終わってしまうのか。

  　一気に身体からだから力が抜け落ちた。先生に引きずられながら、僕の身体が生徒会室から遠ざかっていく。

  　日向さんからも遠くなっていく。

  　二回目の日向さんとの接触作戦は最悪の結果に終わった。一回目から学んだことがまったく生かせないままに。

  　こんな状態で僕は本当に日向さんに思い出してもらえるのだろうか。

  

  

  　既に空は茜あかね色いろから暗くら闇やみに近づきつつある。僕は重い足を引きずるようにして校内を歩いていた。校門までが酷ひどく遠く感じられた。

  　僕の気持ちはぐちゃぐちゃだった。

  　すべて空から回りだ。

  　携帯電話を鞄かばんから出し、電話帳を開く。日向さんと幡はたヶが谷やさんの名前がある。

  　電話をかけることは切り札だ。できれば、もう少しふたりの様子を見てからいざというときに使いたい。

  　今日は大人しく帰ろう。

  　戦略的撤退だ、うん。

  

  　△▼△

  

  　今日も夢を見た。

  　周りは海の中のように透き通った青が広がっている。

  　泡に包まれて視界が悪いが、遠くのほうに日向さんの背中が見えた。

  　ああ、僕と日向さんとの距離はこんなに遠いんだ。

  　この夢は二回も彼女との接触に失敗した現実を表現しているのか。僕の自意識が現実をもっと自覚しろと告げているのか。だから夢の中までも現実を見せつけようとしているのか。

  　ふと背後に視線を感じて振り向く。

  　日向さんの浮かんでいる場所の反対側から誰かが近づいてくるのが見えた。

  さんだ。彼女の背後にそびえ立つのは珊さん瑚ご礁しようのような装飾がちりばめられた、赤や青や緑など色彩豊かな豪華な城だ。僕の中の竜宮城のイメージなのだろう。夢の舞台が海中なのは、やっぱり言こと霊だま『浦島太郎』を模しているのだろうか。

  　漆しつ黒こくの傘かさをくるくると回しながら、幡はたヶが谷やさんは神妙な顔つきで僕に告げる。

  「生徒会長、怖いわよね。私にはよくわかるわ、あなたの気持ちが」

  　ふたりして泡に包まれながらぷかぷか浮いている様は、滑こつ稽けいだった。

  　そして夢だとわかっているのに、幡ヶ谷さんと会えて嬉うれしい。

  　幡ヶ谷さんは僕にしなだれかかってきた。

  　だけど、さすがにこういうのは都合がよすぎる。僕は自然と距離を置こうとするが、そのぶんだけ幡ヶ谷さんは身を寄せてくる。

  「もうやめようよ」

  　幡ヶ谷さんにというより、僕は僕自身に、こんな夢を見てしまう弱さに告げる。

  「駄目だ、僕が悪かったよ、だから」

  　幡ヶ谷さんの温ぬくもりを感じながら、僕は必死に彼女を振り切ろうとする。知らなかった。着物の上から感じる女の子の身体からだは意外に柔らかいんだ。どきどきしてしまいそうになるけど、こんなのは、全部僕の弱さが生み出した幻想なんだ！　こんな幻想を見ないと現実に耐えられないくらい僕はとっても寂しくて最悪な奴なんだ！

  　幡ヶ谷さんが僕の耳に息を吹きかける。

  「……私じゃ駄目かしら？　あの女みたいに怖くはないわ」

  　確かに幡ヶ谷さんは日ひ向なたさんと比べて二面性のある、きつい性格ではない。

  　こんな夢を見てしまう理由はわかる。僕は日向さんとの交流に失敗して、思った以上にダメージを受けているのだ。だから、どうにか次の目的、行動意識を夢という形で模索しているのだ。

  　結局、この状況下、絶望するだけ絶望して何もしないままでいるのが嫌いやだから、何か目的を持たなければと必死で動こうとしている僕がいる。だけど、そんな僕は、心の一番下にいる僕──どうしようもないことをしてしまったと後悔しかできない僕を直視したくないからそんなことをしているのだ。

  　目的を持って行動することも、ある意味、現実逃避みたいなものだ。

  　つまり日向さんは予想以上に恐ろしい存在だった。だから日向さんと比べるとまだ優しそうな幡ヶ谷さんに逃げたいと僕は思ってしまっているのだ。

  「何も躊ちゆう躇ちよすることないじゃない、あの女が嫌いやなら私にしましょう。そんな感じで辛つらいことがあれば逃げ出してしまえばいいの」

  　辛い現実、何もできない自分から逃げ出したい。

  「すぐに次の目的を探せばいいでしょう？　わざわざひとつの方法にこだわる必要なんてないのよ」

  　だから行動しようとするのだ。

  「幡ヶ谷さんは優しいな。ちゃんと僕が自覚しなきゃいけないことを口にしてくれる」

  　僕の言葉に夢の中の幡はたヶが谷やさんは一瞬だけ目を見開いた。僕は言葉を続ける。

  「でも幡ヶ谷さんが言っていることは、僕自身が心の奥底で思っていることだろう」

  　僕の内面意識の具現化なはずだ。

  「それは違うわ」

  　え？

  「まだ現実を認めたくないから、こんな私ゆめを見ているのでしょう？　とても優しくて奥ゆかしくて、あなたの理想である幡ヶ谷月つく夜よを」

  

  

  　そこで僕は目を覚ました。

  　胸の中に気持ち悪さがある。今見た夢のせいだ。

  　僕は、夢に現れた幡ヶ谷さんの言葉は僕自身の甘さから出ているものだと思っていた。だけど幡ヶ谷さんは微妙に違うことを最後に言い残したのだ。現実を認めたくないからこんな夢を見ているのだと。

  　結局、二人とうまくやりたい、どちらとも仲良くやりたいという僕の願望こそが、単なる現実逃避でしかないんじゃないのか？

  　僕は結局、自分の都合のいいように目的を決めているだけなんじゃないのか？

  　夢で彼女が言った通り、まだそんな迷いは僕の中にあるのだけれど。

  

  　でも、いくら夢をどう解釈しようとも現実に行動しない限りは何も変わらない。それは真実のはずだ。

  

  　△▼△

  

  　学校に行ったら、僕は周囲からストーカーの烙らく印いんを押されていた。日ひ向なたさん目当てで生徒会室に行ったことがクラスメイトたちにばれてしまったらしい。まあ、そうだ。先生も巻き込んでの大騒ぎになってしまったのだから。

  　クラスメイトたちの僕への視線レベルは、赤の他人からストーカーの変態にグレードアップした。

  　感情のない瞳ひとみを向けられるよりはましだと思う。

  　はいはい、マゾですから仕方ないです。

  

  　そうこうして放課後だ。ひとりぼっち状態だと時間の流れが遅すぎて死にたくなる。死なないけれど。

  　意外とひとりだけでできることって少ない。

  　ちなみに今日は日ひ向なたさんに接触していない。昨日あんなに大騒ぎになったし、先生にも目をつけられているだろう。そんななかで日向さんに近づくとか自殺行為すぎる。

  　今日のターゲットは幡はたヶが谷やさんだ。

  　僕はモチェの資料館前にやって来ていた。

  　唾つばをひとつ飲み込んで、そのまま資料館内に踏み込む。今日は日向さんのときとは違って、失敗しないはずだ。準備もしてきているし、それに今では記憶がなくなってしまっているが僕が幡ヶ谷さんと初対面したのは、このモチェの資料館だったんだ。この場所ならきっと幡ヶ谷さんは僕と話してくれるはずなんだ。

  　──と、信じたい。

  　僕の馬鹿さ加減を加味すると、この程度で大丈夫だろうという油断は間違いなく失敗フラグな気もする。

  　自動ドアが開いて少し歩いたその先に、受付があった。訪問者が記帳するために用意されているのだろうか。

  　そしてそこに、幡ヶ谷さんがいた。

  　真っ黒い髪に、漆しつ黒こくの傘かさ、薄暗い室内にぼんやりと、不健康なまでに白い肌が浮かんでいる。相変わらず現実離れした美少女ぶりだ。資料館に漂う幻想的な雰囲気がさらにそれを際立たせていた。

  　声をかけないと。

  　幡ヶ谷さんは明らかに僕に気づいているようだが、顔を真っ赤にしながら頑張って無視している。

  　僕はもうある程度、幡ヶ谷さんのことがわかっている。人と交流するのに慣れていないうえに人に対して強い警戒心を持っているから、こんなふうにちぐはぐな反応をしてしまうのだ。

  「幡ヶ谷さん」

  　緊張しながらもそれがばれないように、僕は声をかけた。

  　無視された。

  「幡ヶ谷さん」

  　もう一回無視された。

  「は、幡ヶ谷さん」

  　僕のほうが泣きそうだ。これ以上無視しないでください。頼みます。

  　かなりの間、沈黙があった。

  　やがて幡ヶ谷さんはものすごく小さな声で話しだした。

  「……何か用事……モチェの資料館に……」

  　ぶっきらぼうだし、聞き取りにくい。人と会話する態度じゃない。

  　いや、でも、それでも幡はたヶが谷やさんが反応してくれたことは嬉うれしい。

  　僕は満面の笑えみで答える。

  「実は幡ヶ谷さんに用があってここに来たんだ！」

  　すごい。

  　あっという間に幡ヶ谷さんが僕の視界から消えた。

  　幡ヶ谷さん、どこだ？　どこにいる？

  　しかし、どうしてだ？　僕の行為は何も間違っていないはず。実際、過去の僕はモチェの資料館で幡ヶ谷さんと知り合い、仲良くなったのだから。やり方は間違えていない、と思いたい。

  　僕は過去に見た幡ヶ谷さんの日誌を思い返す。

  　はっと気づいた。

  　過去の僕は、モチェの資料館に世界史の宿題をするために来たんだ。誰も来ないモチェの資料館に初めて勉強しにやってきた人間だから幡ヶ谷さんは興味を持ったのだ。

  　つまり、ここは「何をしに来た」という幡ヶ谷さんの質問には「勉強しに来た」と返すのが正しい選択肢だ。当然だろう、普通、資料館に「女の子目的でやってきたんだ」なんて、当の女の子本人に言ってしまえば不審感をもたれるに決まっている。もっと演技をするなり噓うそをつくなりして、幡ヶ谷さんには日ひ向なたさん以上に慎重にならなければいけなかった。

  　だが、まだ諦あきらめない。幡ヶ谷さんと接触できる機会は残されているはずだ。
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  　そのとき背後にぞっとするような視線を感じた。

  　これはもしや、幡はたヶが谷やさんなのか！

  　そこだ！

  　僕が素早く振り向くと、ずっと離れたその奥、リラックスコーナーと書かれた給湯器や自動販売機が置かれた場所で、給湯器の陰にしゃがみ込んで不審げな眼まな差ざしを一心に向けている幡ヶ谷さんがいた。闇やみと同化している。

  　僕を観察している。だが、まだ僕の声が聞こえる範囲にいてくれる。

  　ふふん、と僕は笑った。実は万が一失敗したときのために準備はしてきている。

  　僕は鞄かばんの中からとっておきのものを取り出した。

  　幡ヶ谷さんに向かって大きくそれを振った。

  「ほら！　幡ヶ谷さんの大好きな呪のろいのわら人形だよ！」

  　幡ヶ谷さんが僕の鞄に詰め込んだやつだ。

  　ちなみに何な故ぜアイテムを使用することに思い至ったかというと、過去の幡ヶ谷さんの行動を分析したからだ。いくら人見知りの激しい幡ヶ谷さんでも、前回僕がラブレターをあげたときは自分から食いついてきた。つまり彼女は自分が強い興味を持つものであれば、こっちがびっくりするくらいに距離感を詰めてくる性質なのだ。人との距離感を取れない子だからこそ、人との交流に慣れていないからこそ、人見知りするときは極端だし興味のあるものには必要以上にぐっと近づいてしまうのだろう。

  　とにかく、ちゃんとした手順をもって焦あせることなく交流すればきちんと友達にもなれるはず。

  　だからこその呪じゆ術じゆつアイテムなのだ。

  　しかも、元はといえば幡ヶ谷さん自身が徹夜で作った、入魂のアイテム！

  　あ、あれ？

  　でも無反応だ。

  　それどころか、幡ヶ谷さんを取り巻く空気が悪化しているようにも見える。

  「これじゃ駄目かな？　幡ヶ谷さんってば、こういう呪いのアイテムに興味があったよね？」

  　幡ヶ谷さんの眉まゆ根ねに深くしわができた。

  　彼女はぱくぱく、と口を開閉している。え？　聞こえない。

  「ごめん、遠くて聞こえないのでもう一度繰り返してほし……」

  「私を呪うつもりなの！」

  　幡ヶ谷さんはいきなり変なことを叫びはじめた。

  「……呪いというのは自分にも降りかかってくるものなのよ。そんなに軽々しくやるものではないわ」

  　おそるおそるといった様子で幡ヶ谷さんは僕に話しかけている。だけど別に僕は幡ヶ谷さんを呪うつもりなんてないのだ。

  「いや、だから、幡はたヶが谷やさんは呪のろいとかそういうものが……」

  　好きだったよね、と言いかけた言葉は、幡ヶ谷さんの表情を見て飲み下すしかなかった。幡ヶ谷さんの表情が凄すさまじいものへと変化していたからだ。

  　眉まゆ毛げは吊り上がり、目の縁にぷっくりと涙をためて、鼻息を荒くしている。唇くちびるは強く嚙かみすぎているのか、白くなってしまっていた。

  「……あなた、呪いを何だと思っているの？」

  「え？」

  「そんな簡単に人前で見せるものじゃないわ。私を呪うにしても、もっとわからないようにやるのがセオリーなのよ。あなたのそれは自殺行為にしか見えないわ。何を考えているの？」

  　こういった内容のことを前にも言われたような気がする。僕は必死で記憶をたぐり寄せる。

  　よくわからないけれど、会話は成立した。これは幡ヶ谷さんとの交流がうまくいきかけていると判断していいのか？

  　僕は幡ヶ谷さんを見つめた。しかし、彼女の視線は僕にではなく呪いのわら人形に注がれている。

  「そのわら人形、調査しなければいけないわ。中に私の髪の毛が入っているのならば取り除かないと……！」

  　いや、うまくいってない。むしろ誤解されている。どうしよう。これはどう考えても幡ヶ谷さんに「私に呪いをかけようとしている危ない奴」だと思われてる。まさか、幡ヶ谷さんにそんなこと思われる日が来るなんてね。

  　いや、そんなことを考えてる場合じゃない。

  「えっと別に幡ヶ谷さんを呪いたいとか、そういう目的じゃないんだ」

  「どうでもいいから、その呪いのわら人形を渡しなさい！　投げなさい！」

  　何な故ぜ彼女にこのわら人形を渡さなければいけないのだろう。

  　調べるとか言っているけど、これ、幡ヶ谷さんが作ったやつだからね。

  　とりあえず一歩、幡ヶ谷さんに近づいてみる。

  「近づかないで！」

  　幡ヶ谷さんに怒ど鳴なられた。

  「放り投げなさいって言っているの。聞こえなかったの？」

  「聞こえていたけど、でも僕は幡ヶ谷さんと近くでお喋しやべりしたいから……」

  「いいから、それを私に渡しなさい！」

  　幡ヶ谷さんは嚙みつかんばかりの勢いでまくし立てる。

  「……その呪いのわら人形、必ず調べてみせるわ。覚えてなさい」

  　幡ヶ谷さんはそう叫ぶと、僕の視界から消えてしまった。

  

  

  　今日の戦果を振り返る。

  　作戦はどう考えても失敗だ。思い出してもらうどころか、幡はたヶが谷やさんを呪のろうためにアイテムを持ち歩いてる奴だと思われただけだった。

  　でも、幡ヶ谷さんは気になることを言っていた。

  　僕は手に持っているわら人形を見た。彼女はこれを自分のものにすると。と、いうことは今後彼女が僕に接触しようとする可能性があるということか。

  　今日はこれまでにしておこう。あまり欲張っても仕方ない。

  　学校から出るとき、背後から強い視線を感じたので振り返ってしまう。

  　誰もいなかったけど、きっと視線の正体は幡ヶ谷さんだ。

  

  　ほんのちょっとでも進展があったように思いたい。

  　僕は僕なりに前に進めていると思いたい。

  　とりあえずは呪いの力に感謝しようか。

  　そう考えてしまうのが僕の弱さだとしても、今はその弱さを認めて前に進む材料にしたかった。

  

  　△▼△

  

  　今日の夢にも幡ヶ谷さんが出てきた。

  　夢の中の幡ヶ谷さんは遠くにいた。泡に包まれているので、僕は彼女に触ることはできない。

  　幡ヶ谷さんの口が動いていた。

  　だけど僕は、夢の中の彼女が何を言いたいのかわからなかった。声が聞こえないからだ。

  　だから口の動きを見ようとする。彼女の表情を読み取ろうとする。

  「げんじつをみて」と彼女は言っていた。

  　それも、僕の心の声なのだろうか。

  　夢の中だというのに彼女に触れなかったのは、今日の交流を終えた時点での僕と彼女の距離だからだろうか。幡ヶ谷さんと会話できたのだから、ある程度距離が縮まったのだと思ったのだけれど。

  　もっと頑張らなければいけないという示し唆さなのだろうか。

  　言われなくてもやるしかないんだけどね。

  

  　△▼△

  

  　酷ひどい雨の日だ。

  　今日の朝もひとりきりだ。

  　母さんが心配して、今日は早いのね、それと最近女の子たち来ないけど何かあったのか？　と聞いてきた。僕は別に何もないよと笑うと、何な故ぜだか母さんは難しい顔をして一度家の中に引っ込むと僕に何やら手渡してきた。

  　毎月貰もらっているぶんよりだいぶ多めのお小遣いだった。

  　これで次の女の子をデートに誘いなさい、と母さんは言った。

  　いやいや、母さん、けっこうドライだな！　知らなかったよ。

  　それに彼女たちにフラれたわけじゃないんだ！　そもそもフラれる、フラれないとかいう関係になっていなかったし。

  　だけど僕は遠慮せずに受け取るのだった。それとこれとは話が別で、お小遣いは欲しい。

  　さて、今日のやることを考える。昨日の幡はたヶが谷やさんとの交流はうまくいったようなそうでないような、微妙な結果だった。夢でも僕に対してもっと頑張れって言っているように思えたので、さらに積極的に彼女に近づくくらいがちょうどいいのかもしれない。そういうことで、僕は昨日よりは積極的に会話できるように作戦を立てることにした。

  　僕は早速、幡ヶ谷さんの家に向かった。

  　間違えちゃいけない。学校じゃない。幡ヶ谷さんの家だ。ここがポイントだ。

  　今日の僕の作戦はこうだ。

  　雨が降っているので、幡ヶ谷さんの家の前で待つ。

  　これは過去の僕が幡ヶ谷さんと一層親しくなったきっかけが、彼女を自分の傘かさに入れたからだ。雨の中でも傘を差さずずぶ濡ぬれの彼女のことだ。今日も雨の日は濡れたまま登校するのだろう。

  　そこに、颯さつ爽そうと僕が現れ、彼女を自分の傘に入れる。

  　幡ヶ谷さんは僕に対して心を開く。

  　結果、幡ヶ谷さんは僕に関しての記憶を取り戻す、かもしれない。

  　おそらく。たぶん。そうなってほしい。

  　その作戦を実行するためには、こうして幡ヶ谷さんを待つしかない。彼女が自分の家から出てくるタイミングを捕まえるのだ。

  　彼女の家の前の電信柱の陰で待機だ。

  　そこはかとなく犯罪臭がするが、細かいことを気にしていたら何もできない。

  　──勢いだ！　勢い！

  　だってほら、前の幡ヶ谷さんも僕の家の前で待機していたわけだし！

  　しばらく待っていると、幡ヶ谷さんが家から出てきた。家の外まで歩いて、そこで止まって振り返る。心配そうな瞳ひとみで自分の家を見つめていた。

  　幡はたヶが谷やさんの両親は事故で亡くなり、彼女の家族は祖母ひとりきりだ。

  　家に置いてきたおばあさんのことが心配なのだろうか。

  　やっぱり幡ヶ谷さんは優しい子だ。その優しさが多くの人たちに知られれば、学校でもひとりぼっちでいることなどないだろうに。

  　幡ヶ谷さんが僕に背を向ける形で歩き出す。学校に向かおうとしているのだろう。

  　彼女を追いかけようとして、どきりとした。

  　こうして遠くから見ると、雨で濡ぬれてぴったりと肌にくっついた衣服が艶なまめかしい。

  　そんな彼女の後ろを、少し離れて追いかける。

  　この構図は、凄すさまじく変態の匂においがする。

  　だけど、この絶妙なギリギリアウトさ加減はくせになりそうだ。なかなかできる体験じゃない。

  　もう少し味わっておきたいと思うが、僕は僕でやることがある。

  　そうだ。彼女の近くに駆け寄って、濡れている幡ヶ谷さんを僕の傘かさに入れるのだ。

  　タイミングを見定める必要がある。彼女は用心深い。普通に近づいただけでは、すぐさま逃げてしまうだろう。彼女に気づかれたら終わりなのだ。幡ヶ谷さんに警戒されないように、彼女に接近する必要があるのだ。

  　一番いいのが、彼女が道を曲がった瞬間だろう。彼女は完全に背後にいる僕の姿を捉えることができない。

  　僕はその瞬間を待った。根気よく幡ヶ谷さんをストーキングする。

  　とうとう、彼女が曲がり角を曲がろうとする。

  　今だ！

  　ダッシュだ！

  　幡ヶ谷さんに近づいて、ずぶ濡れの彼女に僕の傘を差し出すんだ！

  　僕は全力で駆けだした。幡ヶ谷さんと同じように角を曲がろうとして。

  　目の前には誰もいなかった。

  　雨音だけが虚むなしく響きわたる。

  　おかしい。僕の予想では、すぐ目の前に幡ヶ谷さんがいるはずなのに。

  「動かないで」

  　背後から声がした。

  　幡ヶ谷さんの声こわ音ねだ。

  　そんな馬鹿な。

  　後ろを取られている、だと？

  「こちらを向けば命はないわ」

  　幡ヶ谷さんのことだから本気のように思えて怖い。しかしいつの間に。

  　まあ、僕のことだから隙すきだらけだったのかもしれないけれど。というか、その可能性はかなり高い。

  　僕の背中にひんやりしたものが押しつけられている。どうか、刃物でないことを祈る。

  「あなた、昨日の不審者ね。ちょうどよかったわ」

  「いや、不審者って」

  「やはり私に呪のろいをかけようとしているの？　やめなさい。あなたみたいな素しろう人とが扱っていい領域じゃないわ」

  「し、素人って」

  「見たらわかるわ。わら人形の持ち方でね」

  　持ち方でプロか素人か判別がつくのか。幡はたヶが谷やさんすごすぎる。

  「何が目的で私を呪うの？　私があなたに何をしたというの？」

  　やばい。凄すさまじいまでに幡ヶ谷さんは勘違いしている。そしてさっきから会話が呪いについてしか出てこない辺り、やっぱりうまく交流できていない。呪いのことから話題を逸そらさないといけない。

  「違う、待って、幡ヶ谷さん、君は誤解をしているんだ」

  「誤解？」

  　幡ヶ谷さんの声音が冷気をまとう。

  「人の家の前で数時間待ち伏せした挙げ句、あとを追い回して……この状況で私が何を誤解するの？」

  　ごもっともだ。

  「じつは理由があって……」

  「だから、その理由を言いなさい」

  「ぼ、僕は幡ヶ谷さんと話したいだけなんだ！　その取っかかりに呪いのアイテムを……」

  「取っかかりの呪いのアイテム？　他にも何か持っているっていうの！　そしてそれを私に使用しているっていうの？」

  　いや、違う。そういう意味じゃない。幡ヶ谷さんと会話したくて、そのきっかけ作りに呪いのわら人形を使ったというだけの話だ。

  　何だか、幡ヶ谷さんの誤解がますます広がっている気がする。

  　首に冷たいものが当てられる。僕はそろりと目だけ動かして視界の端にそれを捉えようとする。

  　小刀だ！

  　彫刻用小刀だよ、これ！

  　さっきから僕の背中に突きつけられていたのはこれだったのか！

  　幡ヶ谷さん、危ない！　それはアウトだ！

  　僕は叫んだ。

  「違う、呪のろいのわら人形だけだ！」

  　墓穴を掘っている気がする。

  「いや、違う、そうじゃない！」

  「どっちよ！　他にも持っているの、持っていないの？」

  「いや、だから所持しているのは呪いのわら人形だけだ！　間違いない！　でも僕が言いたいのはそんなことじゃなくて……」

  　僕は幡はたヶが谷やさんとちゃんと話したいんだ。

  「それならば、あなたがしようとしていることを必要なぶんだけ述べなさい。無駄口はいらないわ」

  　あれ、何かうまい具合にきちんと僕のことを話せる流れになった気がする。

  　この状況は怖いけど、ここで僕の誠意を伝えれば、幡ヶ谷さんは記憶を取り戻すかもしれない。僕の熱意で。

  　よし。

  　僕は息を吸い込んだ。

  「僕は幡ヶ谷さんと友達に……」

  　ゆっくりと喋しやべる。

  「僕は幡ヶ谷さんと話がしたいんだ」

  　気持ちのひとつひとつを言葉に込める。

  「僕は幡ヶ谷さんともっとコミュニケーションを取りたいんだ！」

  　吐く息もだんだん荒くなってきた。

  「僕は幡ヶ谷さんと一緒にいたいんだ！」

  　興奮してきた。

  「僕は幡ヶ谷さんと仲良くなりたいんだ！」

  　熱が込もってきた。

  「僕は幡ヶ谷さんを必要としているんだ」

  　そして、僕のことを思い出してほしいんだ！

  「もう、いいわ」

  　え？

  　幡ヶ谷さんが金切り声を上げた。

  「もういいって言っているのよ！　それは何かの暗号なの？　その言葉のひとつひとつに呪じゆ言げんが隠されているとでもいうの？」

  　何だそれ。どういうことだ。

  「そうだわ、確かに呪いの発動条件として本人を目の前にして、そして本人に気づかれないようにして呪じゆ言げんを聞かせるという内容のものがあったわ。私が詳しく知っているのはモチェの呪術が大半だけど、大体呪術というのは根本的な部分は似ているものだから、わら人形を用いる呪術にそんなものがあっても不思議じゃないわ」

  　幡はたヶが谷やさんの電波は突拍子もないタイミングで出てくるから困る。

  「ごめん、何言っているのか、わから……」

  「あなたが何を言っているのか理解できないのは私のほうよ！　よくも私に気づかれないように呪術を発動するなんておかしな真ま似ねをしてくれたわね！」

  　彼女の脳内では呪術バトルのシナリオが進行しているようだった。取り返しのつかないくらいに誤解されてしまった気がする。

  「いいわ、あなたが何のために私を呪のろっているのか、あなたが話さないというのであれば、私は私なりの方法で暴いてみせるわ！」

  　暴いてみせるってどういう方法で何をするつもりなんだ、幡ヶ谷さんは。

  　対面で、相手の顔を見ながら話さないから誤解を生じさせてしまうんだ。僕は思いきって振り向くことにした。

  　僕が急に動いたので幡ヶ谷さんは刃物を引っ込めたのだろう。怪け我がをしなくてラッキーだった。目を大きく見開いて驚いている彼女の表情を間近で見る。

  　僕と幡ヶ谷さんは真正面から見つめ合う。

  　数秒の沈黙ののち、僕の視線に耐えきれなくなった幡ヶ谷さんの顔が、首筋から頭のてっぺんまで真っ赤に染まった。

  　あ、幡ヶ谷さんが消えた。

  　誰もいない。

  　またもや幡ヶ谷さんは逃走してしまったようだ。

  　僕は幡ヶ谷さんと交流できていないのは顔を合わせて会話していないからだと思ったけど、事実はその逆で、幡ヶ谷さんがまともに喋しやべることができていたのは、僕と目を合わせていなかったからか。

  　次に幡ヶ谷さんと話すときには気をつけることにしよう。

  

  　もう少し幡ヶ谷さんと会話したかったけれど、モチェの資料館に明かりはついていなかったし、彼女の教室に向かうのも抵抗があった。それに彼女の姿をその日一日、学校で見かけることはなかったので、これ以上のコンタクトは諦あきらめることにした。

  

  　帰宅途中、僕は携帯電話を取りだした。

  　アドレス帳には日向さんと幡ヶ谷さん、ふたりの名前がある。

  　こうしてふたりと実際に会話できる道具があるならば迷っていないで使うべきだ。

  　電話をしたほうが、いいのだろうか。

  　それに、電話をすれば動かぬ証拠を見せることもできる。だって着信を見て電話帳に僕の名前があることに気づけば、いやでも過去に関係があったとわかるはずだから。

  　だからいつまでも使わないままでいるほうがもったいないんじゃないか。

  　だけど使い方を間違えればどうなるかわからない。

  　たくさんの迷いが僕の中にあった。

  　──いいや。

  　やっぱり駄目だ。気持ち悪がられるだけかもしれない。

  　──いいや。

  　使えるものは使う。もう僕の中に何も残っていないのに、失うことを恐れてどうするんだ。何を失うっていうんだ。最初から八はつ方ぽう塞ふさがりなのに、どうして自分から道を狭めようとするんだ。

  　そう一度考えてしまうと焦しよう燥そう感かんにせき立てられる。結局、僕はその気持ちを堪こらえることができなかった。

  　まずは少なくとも説明を冷静に聞いてくれそうな日ひ向なたさんに電話をかけることにした。

  　電話を耳に当てると何度もコール音が鳴り響く。

  　すぐに出てくれないところをみると、やはり僕のことを警戒しているのか、それとも電話に気づいていないだけなのか？

  　そこで僕はふっと思った。待て、今電話をかけるのはまずくないか。

  　相手の気持ちになって考えてみよう。僕が見知らぬ人に付きまとわれるとする。そんなときに不審な電話が携帯にかかってくる。電話のディスプレイを見ると、着信に登録した覚えのない人の名前が映っている。

  　もしかして気づかないうちに携帯電話を見知らぬ人に盗まれて、勝手に登録されてしまったのではないか。

  　これはホラーだ！

  「駄目だ！　不審者以外の何者でもない！」

  　僕は慌てて電話を切った。

  　着信拒否をされてしまえば終わりだ。

  　でも時すでに遅し。日向さんの携帯電話には、彼女が入れた覚えのない男の名前がディスプレイされてしまっただろう。

  「これじゃまた誤解されるのがオチだ」

  　僕は呟つぶやくと歩く速度を速めた。今日は早く家に帰りたい。そしてこの失敗を踏まえたうえで明日の作戦を練ろう。

  　着信音が、鳴った。

  　僕は驚いてその場で飛び跳ねる。きょろきょろと辺りを見回して音の出どころを探る。

  　僕の携帯電話だった。

  　慌てて電話のディスプレイを見る。神み谷たに日ひ向なたと表示されていた。

  「日向さんから？」

  　衝撃だった。

  　僕は電話を取って耳に当てた。彼女からの言葉を待つ。

  「……仁じん……庄しよう助すけくん、ですか」

  　強い警戒心を含ませて日向さんは喋しやべった。声こわ音ねは硬い。

  「何な故ぜ、私の携帯電話の番号を知っているんですか……いいえ」

  　一呼吸置いたのち、日向さんは語気を強める。

  「何故、私は仁くんの電話番号をアドレス帳に登録しているんですか？」

  　日向さんが僕の番号をアドレス帳に登録している理由、それは僕と日向さんが知り合い以上の関係だからだ。だけど、どう口にしたらいいものか逡しゆん巡じゆんする。

  「それに、前に言ってたぬらりひょんって……仁くんは一体何者なんです？　私の何を知っているんです？　私とどう関わりがあるんですか？」

  　これは良い機会だ。今話さないでどうするんだ。

  「何だか変な話をするんだけど、信じてもらえないかもしれないんだけど……」

  　勇気を出して僕は日向さんに自分の身に起こった不思議な出来事を説明することにした。

  「実は、僕は今、とてもおかしな状況に置かれていて、藤ふじ森もりさん……あ、僕のクラスメイトなんだけど、その子の仕掛けた言こと霊だまの力のせいで、学校の人たちの僕に対する記憶がなくなったみたいなんだ。いや、それは違うのかな。まるで僕がいなかったみたいになっちゃったんだ。僕自身はみんなの記憶はそのままなんだけど、今まで僕がみんなと築き上げた時間がリセットされちゃったみたいなんだ」

  「……」

  　あれ、日向さんからの反応がなくなった。だけど一度話してしまった以上は最後まで喋り通すしかない。

  「日向さんからも僕の記憶がなくなっちゃっているんだ。本当は僕と日向さんはかなり親しい仲だったんだよ。一緒に登校するくらいには。それが言霊のせいで全部おかしくなっちゃったんだ」

  「……」

  「この言霊は『浦島太郎』っていって、本当は読んだ人の願いを仙人の力を借りて叶かなえるものだったみたいなんだけど、藤森さんの作ったものだから不十分だったらしくて、僕の願いを拡大解釈してしまったみたいなんだ」

  「……」

  「だけど希望はあるんだ！　調べたら、この言こと霊だま『浦島太郎』は取っかかりさえあれば、簡単に効果がなくなるんだって。だったら、ひとりでもいいから僕のことを思い出してくれたらって思うんだ！」

  「……」

  「日ひ向なたさん！　どうか僕のことを思い出してくれないかな。あんなに仲良くしたじゃないか！」

  「……」

  　日向さんは何も言わない。

  　いきなり不思議なことを言われて理解に時間がかかっているのか？　そうだと思っていいのか？

  　それとも単にスルースキルが高いだけか？

  「何とか言ってくれよ、日向さん」

  「中二病？」

  　え？

  「あっ、失礼しました。つい本音が」

  　今、日向さんは何て言ったんだ？

  「中二病というより妄もう想そう逞たくましい人なんですね。そういうのは自分の脳内だけにしておいたほうがいいですよ」

  　妄想だって？

  「違うよ、そんなんじゃ……」

  「それとも新手のナンパ？　ストーカーなんですかね？　手法が新しすぎて、危あやうく騙だまされるところでした」

  　どうしよう、話が通じていない。

  「このあとはどうするんですか？　前世で因縁があるとでも言い出しますか？」

  　また失敗か。だが、ここで諦あきらめていては意味がない。

  「違うんだ、前世に因縁があるとかいうわけじゃないんだ、僕は……」

  「それはそうとして！　あなたがどこまで私のことを調べているのかは確認しなければいけません。私を脅すつもりなのかどうかを確かめるためにも」

  　僕の言葉が日向さんに遮さえぎられる。駄目だ、聞いてくれない。

  　どうして、こんなにも僕は失敗してしまうんだ。

  　まるで、あらかじめ未来が決められてしまっているかのようだ。

  「別にあなたに興味があるわけじゃないんです、私のためです」

  「日向さんの言いたいことはわかるけど、僕は脅すとか、そのつもりはなくて、言霊が……」

  「なんとなく、あなたが噓うそをついていないことはわかります。でも、そんな不思議な力のことなんて信じられないし、仮に本当のことだとしても──」

  「……」

  　僕は日ひ向なたさんの勢いに呑まれて言葉を封じ込まれてしまう。

  「私があなたに興味を持つことはありません。ましてや、仲良くすることなんて想像もできません。だから、もう電話もかけてこないでください」

  「待ってくれ、日向さん！」

  　電話が切られてしまった。

  　何をやってもうまくいかない。

  　日向さんの言葉がリフレインする。

  　──私があなたに興味を持つことはありません。

  　わかってる。最初からそうだった。振り出しに戻っただけなのだから。

  　ちょっとした事件で、間違いで、僕たちは仲良くなっただけなのだから。

  　もしかしてそれすら僕が見ていた夢だったのかもしれないけど。

  　僕は立ち止まって嘆息した。

  　だがすぐに電話がかかってくる。

  　もしかして日向さんから？　少しでも僕の言いたいことが伝わったのだろうか。

  　僕はディスプレイを見た。

  　幡はたヶが谷やさんからだった。

  　何だって？　こんなタイミングで？

  　僕は電話を取って耳に当てる。

  　息づかいが聞こえてくる。だが、声は聞こえない。

  「幡ヶ谷さん？」

  　呼びかけても反応しない。

  　え？　なにこれ？　どういうこと？

  　しばらくして、ツーツーと電話が切れた音がした。

  　無言電話？　幡ヶ谷さんが？

  　本当に幡ヶ谷さんからの電話だったのか？

  　ディスプレイを確認しながら、僕は自分に言いきかせる。

  　そうだ、夢なんかじゃない。

  　事態は最悪のままだけど、まだ、糸は切れていない。

  　──考えろ。

  　日向さんはどうして電話に出てくれたんだろう。

  　幡ヶ谷さんはどうして無言電話なんかしてくるのだろう。

  　わからない。

  　僕はどうしたいんだろう。がむしゃらに行動してどうにもならない現実を認識したいだけなのか。

  

  　△▼△

  

  　今度の夢は日ひ向なたさんだった。日向さんはイメージ通りの『浦島太郎』に出てくる乙おと姫ひめの衣装を着ていた。

  　現実では日向さんとの交流に失敗したから、また逃避したいがためにこんな夢を見てしまっているのだろう。何てわかりやすいんだ、僕は。

  「みんな、あなたのことを忘れてしまいました。でも、だから何だと言うんですか？」

  　日向さんは僕の腕に自分の腕を絡ませ、柔らかい胸を押しつけてくる。

  　本気で僕はどうしようもない。夢の中でしかちゃんと女の子と向き合えないのだ。

  　本当に、この夢は僕らしい。僕の心をよく具現化している。

  「しょせん、忘れられてしまえば、そんなものはゼロと同じです」

  　ゼロなのは嫌いやだ。忘れてほしくなかった。

  「ゼロであるならば、その辺にうち捨てられている空き缶みたいにどうでもいいものです」

  　空き缶なんてものと一緒にしてほしくない。

  「どうでもいいものなら、なくなっても全然痛くも悲しくもないでしょう？」
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  　そんなことはない。痛くて苦しい。悲しい、辛つらい。

  「いいじゃないですか。仁じんくんを誰も覚えていない、私ですら覚えていない。でも、仁くんが私の想いを覚えていればいいんです」

  　日ひ向なたさんが知らない彼女の想いなんて意味はない。

  「誰も知らないなら、それは仁くんだけのものです」

  　僕だけのものだけど、とても一方的な支配だ。

  「誰も知らない私の想い、仁くんが独り占めにしちゃっていいんです」

  　それは独り占めとはいわない。すごく孤独なだけで。

  「とても素晴らしいことじゃないですか」

  　素晴らしくないよ、日向さん。

  「一体、仁くんは何が不満なんですか？」

  　日向さんの言葉を否定する僕に気づいたのか、夢の中の日向さんが僕を責める。

  「僕は、日向さんの想いが何なのか知らない。わからない」

  　あの唇に残った感触が何を意味するのかが、わからない。

  「僕が勝手に決めつけるものじゃない」

  「そんなことを気にしてるんですか？　──本当の私の気持ちは……」

  「やめよう。本当にそんなことを、言葉にしても意味がないんだ」

  　目の前にいる日向さんは僕が創り出した都合のいい幻想だ。

  「だって、それは本当の日向さんが言った言葉じゃないんだ」

  「本当って何ですか？　あなたの心にいる私も本当でしょう？」

  　日向さんの言葉に僕は首を横に振る。だけど、日向さんは寂しそうに笑いながら僕に向かって告げた。

  「……忘れてしまえばゼロと同じ。だから、何が本当でもいいでしょう？　どうして何もないのにそんなに苦しむんです？　意味がないでしょう？」

  　それこそ弱い僕が認めたくない現実だったのか。

  　なくなってしまったものを求めることの何て意味のないことか。

  　だってなくなってしまえば、ゼロなんだ。どうしようもないんだ。

  　何もないものに、何かしたところで、本当に何もならないんだ。

  　わかっていても、それでも。

  　何もしないままでいるのだけは嫌いやなんだ、絶対に。

  　同時に僕は理解していた。どうして僕がこんな都合のいい夢を見るかを。

  　僕は自分に甘えているだけだった。

  　楽なほうに逃げだそうとしているだけだった。

  　幡はたヶが谷やさんの夢は、現実が辛くて認めたくない僕の想いを意味している。無様に泣きわめいていたいのだ。

  　日ひ向なたさんの夢は、とにかく僕は悪くないんだって、無理にでも思いたい僕の気持ちを意味している。楽なほうに考えていたい。僕が辛つらくならないようにするにはどういうふうに現実を曲げればいいか、ずっと頑張っている。

  　でも、そんな弱い僕の気持ちを僕自身が受け止めたくないから、こうやって自問自答を続けている。

  　認めてしまえば楽になれるのか。

  　それともずっと苦しみ続けるのか。

  　それすらも僕にはわからない。

  　僕は日向さんに話しかけた。

  「そこに何もなくても、ゼロでも、あがくしかないんだよ」

  「あがくということは、苦しみ続けることを選ぶんですね。でも──」

  　ゼロってそんなに悪いことじゃないと思うんですけどね、と日向さんは僕に笑った。

  　その笑顔を覚えている限りはまだ頑張れると思うんだ。

  

  　だけど、そんな僕の想いとは逆に、事態はとんでもない方向に展開する。



  


   第三章　天あまの邪じゃ鬼くな乙姫様

  

  　今日の朝もひとりきりだ。

  　いつもの道、いつもの風景、少しだけ重い足取りで進む。

  　ん？

  　何だか背後に突き刺さる視線を感じる。

  　僕は振り向いた。

  　そこに幡はたヶが谷やさんがいた──いや。

  　幡ヶ谷さんが隠れていた。いや、幡ヶ谷さん自身はきっと隠れているつもりなのだろう。

  　だけど違うんだ。幡ヶ谷さん。

  　それじゃ隠れても意味がない。

  　頭隠して傘かさ隠さず。電柱の後ろに隠れても、黒い傘がはみ出ているんだ。

  　僕は気づかないふりをして前方を向いてゆっくりと歩き出す。

  　しばらく歩いたところで僕は立ち止まってぱっと振り返った。

  　開いたままの黒い傘が道ばたに落ちている。あれは幡ヶ谷さんの傘だ。

  　駄目だ、そんなことをしても意味がない、幡ヶ谷さん。

  　日光に当てられて、傘を僕のほうに向けてしゃがみ込むことで姿を隠しているつもりの幡ヶ谷さんの影がうっすらと見えた。

  　間違いない。幡ヶ谷さんがずっと僕の後ろをついてきている、明確な意志を持って。

  　何のつもりなんだ？　幡ヶ谷さんの行動意図がわからないけれど、これは話しかけるチャンスなのか？

  　僕はそろそろと幡ヶ谷さんに近づこうとした。

  　瞬間、傘がぬるりと動いた。僕の視界から消えてなくなる。

  　何だ？　近づくのは駄目なのか？

  　いなくなってしまえば接触する術すべがなくなるので僕は諦あきらめて学校に行くことにした。

  　そしてしばらく歩いて、僕は立ち止まった。頭を抱かかえる。

  　おい、また鋭い視線が背中をちくちくしているんですけど。

  　僕は頭を動かさないように後方へ視線を向けた。

  　黒い傘がちらちらしている。

  　ちらちら、ちらちら。

  　僕は理解した。これは今までの僕の姿だ。幡ヶ谷さんを追いかけていた僕自身だ。

  　幡ヶ谷さんはかつての僕がしたことを自分からすることによって、身をもって僕に「ストーカー行為はよくない」ということを教えようとしているのか？

  　いや、と僕は思い直す。そういえば先日、幡はたヶが谷やさんは気になることを僕に言い捨てていた。その言葉を思い出す。

  

  『……その呪のろいのわら人形、必ず調べてみせるわ。覚えてなさい』

  

  　どうも僕は幡ヶ谷さんの中にある変なスイッチを押してしまったようだ。間違ってるよ、その行動力！

  　本気で幡ヶ谷さんのことがわからない。

  　いや、幡ヶ谷さんはもともと人との交流の仕方がわからない子だった。だからこんなふうに変なことをしだすのはむしろ彼女にとっては普通なのか。だったら僕は彼女のそんな行動を受け止めるべきなのか？

  　いやいやいや、まてまてまて。言うのは簡単だが。

  　どうやって？　受け止めるって、具体的に何をするんだ？

  　ここ最近の夢のおかげで僕の自問自答が独り言にまで発展するレベルだ。

  　やばい、本気で対応方法がわからない。幡ヶ谷さんの行動は確実に僕の精神にダメージを与える。わかった、もう僕自身は人に対してストーキング行為はしない。されてみてわかる。これは本気で困ってしまう。

  　いくら僕が自分の行動を省かえりみたところでそれが幡ヶ谷さんに伝わるわけがなく、幡ヶ谷さんのストーキング行為は僕が学校に到着してからも続いた。

  　教室に着いてからも続いた。

  　先生が出欠をとりに来て、ようやく終わりを告げた。

  　どうにかして僕から呪いのわら人形を盗み出せないか隙すきを窺うかがっているのか。

  　結論。逃げられてもどうしていいかわからないけど、追いかけられてもどうしていいかわからない。

  

  　△▼△

  

  　昼休みも幡ヶ谷さんのストーキング行為は続いていた。

  　僕の教室、入り口に黒い傘かさが見える。

  　今回の立ち位置はあそこか。黒い傘のおかげで彼女の姿が見えなくても彼女がどこにいるのか一発でわかる。

  　話しかけようにもすぐに逃げ出すので会話することすら不可能だ。

  　何なんだ、これは。僕にどうしろっていうんだ。それとも何もしないままでいろっていうのか。

  　ある意味生殺しだ。

  「仁じん……だっけ、人が待っているんだけど」

  　石いし原はらに話しかけられた。やばい、嬉うれしい。基本、ここ最近は空気のように無視されていたので、少しでも構ってもらえると満面の笑えみだ。はいはい、マゾマゾな構ってちゃんだ。

  　しかし、人が待っている、だって？

  　入り口付近にいる幡はたヶが谷やさんのことを言っているのか？　他の人たちに迷惑をかけてしまっているのは申し訳ないのでさっさと謝ってしまうことにする。

  「幡ヶ谷さんのことだよね？　ごめんね、実は僕のせいで……」

  「いや？　あの傘かさ女おんなのこと？　違う、違う」

  　石原の言葉に僕は目を見開いた。違うのか？　じゃあ何の用事だ？

  「神み谷たにさんがおまえのこと呼んでいるんだけど」

  　日ひ向なたさんが！

  　僕は驚いて教室の入り口を見た。そこには柔らかな笑みで手を振っている日向さんがいた。

  　日向さんから僕のほうに接触しにきてくれるなんて。

  　僕の現状を話したかいはあったのか？

  　期待に胸が膨ふくらむ。僕は慌てて日向さんへと駆け寄った。

  「日向さん、僕は……」

  「はい、わかっています。私もあなたに用事があるんです。ふたりきりで話しませんか？」

  　日向さんの言葉に僕は大きく頷うなずいた。願ってもない機会だ。

  　場所を変えましょうと日向さんが言う。日向さんの少しあとを僕は歩く。彼女が案内する方向へ進んでいく。

  「あなたに聞きたいことがあって」

  「僕が電話したこと？」

  「……それもあるんですけど」

  　日向さんの言い方は歯切れが悪い。

  「とりあえず誰もいないところでちゃんと話しませんか？」

  　そう言う日向さんの声にはどこか媚こびと艶つやを感じる。

  　僕の気のせいだろうか？

  　いいや、気のせいじゃない。彼女の心の声が聞こえる。

  　意訳。──そろそろこの件に関して決着つけようや。

  　そうだ、僕も日向さんに同感だ。僕はきりり、と気持ちを引き締める。

  　しばらく歩いたところで僕は日向さんがどこに向かおうとしているのか気づいた。

  　生徒会室だ。

  　あそこといえば、とても汚きたない場所だった。何かよくわからない薄い本や食べかけのお菓子が散らばっていた。あんな場所を僕に見せてくれるっていうことは、やはり何か思い出したのか？

  　生徒会室の前に到着すると日ひ向なたさんがどうぞ、と扉を開けてくれた。

  　僕は緊張しながらも生徒会室に足を踏み入れた。

  　恐ろしいくらいに綺き麗れいだった。

  　整理整頓されていた。

  　僕がかつて見た生徒会室の光景はどこにもなかった。

  　気のせいだったのか。僕は夢を見ていたのか。

  　今は誰も覚えていない僕の過去を僕自身がそう思ってしまうくらいに、目の前の景色は信じられなかった。

  「どうしたんですか」

  「……いや、いいや」

  　僕は戸惑うしかない。そんな僕の困惑した表情を日向さんが不思議そうに、どこか余裕のある眼まな差ざしで見つめている。

  　──やっぱり日向さんは思い出していない。

  「ようやく誰にも邪魔されずに話ができますね。いきなりですけれど質問していいですか？」

  　彼女の記憶が戻っていないとすると、僕がどうして日向さんの秘密を知っているのかを聞かれるのだろうか。何と答えればいいのだろう。僕の心の準備はまだできていない。

  「あの設定は、あなたが考えた自分主人公のお話か何かですか？　漫画やアニメの見すぎですか？」

  　だけど日向さんからの質問は予想もしないことだった。

  「ち、違うよ」

  　逆に僕から尋ね返してしまう。

  「僕が何な故ぜ、日向さんがぬらりひょんを好きなことを知っているのか、それを聞きたいんじゃなかったのかな」

  「それは、そうなんですけど」

  　言いにくそうに日向さんが耳元で髪をかきあげた。

  「いきなり本題に入ってもあなたも話しにくいでしょう。いきなりこんなところに呼び出されて混乱もしていると思いますし。あなたは不思議な人で、変なことばかり言ってるんですけど、どうしても私には悪い人には見えないんですよね。だから、まずは雑談から始めて、お互い心がほぐれたあとのほうがいいと思うんです。……そうです、それにこの間、生徒会室に来てくれたときもうまくお話しできなくてすみませんでした。先生を呼ぶような大騒ぎになってしまって。あのあと大丈夫でしたか？」

  　僕のことを心配してくれている、だって？

  　やばい、僕は感激している。

  　今の日ひ向なたさんはとても優しかった。

  　日向さんは二面性を持っている。優しい生徒会長モードと妖よう怪かい大好きオタク全開モードの二種類だ。これは生徒会長モードなのだろうか。

  　同時に僕の本能に黄信号がついている。

  　それでも、彼女の優しさに裏があるのだとわかっていても、今の僕の荒すさんだ心にその優しさは染みいってしまうのだ。

  　ああ、騙だまされている。たぶん、僕は騙されそうになっている。

  「気を遣ってくれて嬉うれしい、ありがとう。日向さん」

  　日向さんはきっと社交辞令だ。だって、さっき心をほぐすためにまずは雑談をするんだって言っていたし。

  　わかっているんだったら騙されるな、素直にお礼を言ってどうするんだ、と僕の本能が警鐘を鳴らしているが、どうしてだかうまく僕の耳に届かない。

  「僕は辛つらかったんだ。友達がひとりもいなくなって、誰も彼も僕に赤の他人みたいに接して、元の状態に戻したくてあがいてもどうにもならなくて……」

  「もう、本当に仁じんくんの言っていることはよくわからないんですけど」

  　日向さんは、ぽんと優しく僕の腕を叩たたいた。

  「私の言っていることは一般論なんですけど」

  　と釘を刺してから、

  「自分のことを逃げていると勝手に決めつけているから辛くなるんじゃないですか。自分ではそう思っていても端はたから見たら違っていたなんてよくある話です。もう少し自分に優しくなってみてはどうですか？」

  　日向さんは棒読みでニコニコと話してくる。

  「優しくって言われても……」

  　僕は実際どうにも失敗ばかりしている駄目人間だ。

  「例えば、少しだけ考えを変えてみるんです。今はとても辛いです、だけど辛いだけじゃなくてこれから先、いいことがあるかもしれない。希望を持てば心が軽くなったりします」

  　希望なら持っている。それが次々と打ち砕かれているだけなんだ！

  「自分で自分を追い込んでも深みにはまるだけでなかなか本来どうあるべきかなんて見えてきません。だったら一度顔を上げて、何か別のものを見てみるんです。気分転換にもなって本来隠されていたものに気づくかもしれませんよ」

  　でも、日向さんはどこまでも優しい。人の心をあっという間にほぐす力を持っている。

  「日向さんのおかげで少し楽になれた気がするよ！」

  　日向さんは、基本的には人を思いやる女の子なんだ。だから生徒会長をこなすことができるんだ。

  「やっぱり日ひ向なたさんと知り合えて良かった。たとえどんな状況下でも、日向さんは優しいんだ。僕は本当に日向さんのことが好きだよ。ありがとう！」

  「えっ……!?　好きって……。何だかよくわからないし、そういう意味じゃないのでしょうけど、そんな女の子の前で堂々と言うような言葉じゃないですよ」

  　日向さんは恥ずかしがって頰ほおを赤く染めている。

  「と、とにかく、これであなたの悩みは聞いてあげました。気は済みました？」

  　日向さんの声がわざとらしく上がった。僕はその変化に少しだけ不安を覚える。

  　ほら、だから言ったのに、おまえ騙だまされていただけだぞ、と僕の理性が告げてくる。

  「じゃあ、これからは私の悩みを聞いてくれますか？　もうひとつの本題いいですか？」

  　次に出てきた彼女の言葉は予想通りのものだった。

  「何な故ぜ私がぬらりひょんを好きなことを知っていたんですか？　他に何を知っているんです？」

  　ぼんやりとしている僕をはっきりさせるかのように、日向さんがこほん、と咳せき払ばらいをした。

  　はっとして顔を上げる僕の瞳ひとみに、蛇へびのように目を細める日向さんの姿があった。

  「さっき、私は気づいたんですけど」

  　日向さんの声が下がると同時に僕の背筋も寒くなる。

  「生徒会室を見たとき、あなた、少し落胆していましたよね？　自分じゃ気づいていないみたいでしたけど、深いため息までついて。どうしてあんな顔をしたんですか？」

  　それは生徒会室が僕の知っている場所ではなかったからだ。だけど、僕はため息をついてしまっていたのか。

  「もしかしたら、自分の知っている生徒会室と違ったから、とか？」

  　僕は少しだけ身を引いた。

  「その顔は当たりですか？　今日の私は勘がよいようですね」

  　ん？　あれ？

  「そうじゃなくてあなたがわかりやすいだけなんですかね」

  　もしや生徒会長モードから移行しつつある？

  　というか、さっき日向さんが咳払いした瞬間に切り替えた？

  「やっぱり僕からそれを聞き出すためにこんな場所に呼び出したんだね」

  　生徒会長モードを解除した日向さんに僕はどうやって責められてしまうのだろうか。怖すぎる。さっきまでの生徒会長モードは僕を油断させるためにやったことなのだ。一気に落として攻め込むために一瞬だけ僕に優しくしてくれただけなのか。よくよく思い起こせば、雑談してお互いの心をほぐしてから、とか日向さんはあらかじめ言葉をオブラートに包んだだけで、とりあえず本題に入る前にある程度優しくして油断させますね、とちゃんと言ってくれていた気もする。残念ながらその言葉の本意は、僕の本能しか気づかなかったのだけれど。

  「それもそうなんですけど。こんな話を知っています？」

  　そう言って日ひ向なたさんは関係のない話をしはじめた。

  「……中国ではお茶の実践販売は危ないんですって。一度店に入ったら最後、鍵かぎを閉められてお茶を買うまで決してお客を店から出すことはないんですって」

  　日向さんは黒い雰ふん囲い気きを出したまま、丸い目を輝かせる。

  「ところで、先生にはあらかじめ言ってあるんです。生徒会の仕事があるから午後の授業には出られないかもしれないって」

  　つまり今の話は。

  「私も、中国のお茶屋さんと同じようにしちゃおうかな、って考えちゃっているんです。……あなたがいつまでも本当のことを喋しやべらないならば」

  　本当のことなら既に喋っているんだ！

  「ぼ、僕は……」

  「妙な不思議話でごまかさないでください。私にとっては死活問題なんです。さあ、どうか吐いてください」

  　ごまかしているつもりはないんだ！

  　だけどその気持ちを僕は日向さんに伝える手段を知らない。自然と沈黙してしまう。

  　僕が黙り込んだままなので、だんだん日向さんが苛いら々いらしてきてしまったようだ。あきらかに口調が荒々しくなってきている。

  「どうして何も言わないんですか。私の秘密を知っているからそんな態度なんですか？」

  　徐々に詰問するような態度に変化している日向さんを、僕は黙って受け止めるしかない。

  「もし知っているなら、その情報をどうするつもりなんですか？　私を脅すつもりなんですか？」

  「脅すなんてそんなこと！」

  　そこだけは否定しなければいけない。僕は慌てて目の前で手を横に振った。

  「僕は日向さんのことを周囲にばらしたりしないよ。悪意をもって脅したりなんて、絶対に！」

  「その返答は」

  　日向さんの目に深い闇やみが宿る。

  「逆にあなたがある程度の情報を、少なくとも周囲の人にばらしたら私が損害を受けるようなレベルの情報を知っているんだって主張しているのと同じだって、理解していますか？」

  　あっ。

  　しまった。そう言われればそうだ。

  　日向さんの視線が痛い。ものすごく睨にらんでいる。

  「違う。僕はただ日向さんを悪いようにはしないって……」

  「それ、悪役がよく言うセリフですよね。私があなたの言葉を信じることができると思います？　もう話すことはありません！」

  　日ひ向なたさんが僕を押し出そうとする。僕はどうにか日向さんの誤解を解こうと、彼女の腕を摑つかんでしまう。

  　日向さんが甲かん高だかい悲鳴を上げた。

  「何するんですか！　やめてください！」

  「あ、違う、これはつい……！」

  「つい、じゃありません！　触らないでください！」

  　日向さんが勢いよく僕の手を払いのけようとする。その衝動で日向さんがバランスを崩し後方に倒れ込もうとしていた。

  　まずい！

  　僕は日向さんを助けようと前のめりになって手を伸ばす。だが、間に合わない。

  　盛大な音がして、僕と日向さんが一緒に倒れ込んだ。

  　転倒した瞬間、思わず目を閉じてしまった。僕は頭の鈍痛を振り払うように首を横に振った。ゆっくりと目を開けて日向さんが無事かを確かめる。

  　もんのすごい微妙な顔をした日向さんが、僕の身体からだの下にいた。やがて日向さんの視線が僕の左手に寄せられる。

  　あ、この感触、嫌いやな気がする。間違いなく当たっている、僕の左手が。
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  「ち、ちちちち、違うんだ、僕は別にそういうわけじゃなくて」

  「そういうわけでも、どういうわけでもいいですから、どいてくれますか？」

  　顔を真っ赤にした日ひ向なたさんが少し涙目で僕を見上げてきている。

  　その表情はまずい。何かぐっとくる。いろんなところに。駄目だ、僕のためにも一刻も早く日向さんから離れないと！

  　だけど左手を意識するあまり、僕は立ち上がろうと足を動かした瞬間、妙な方向に足首を捻ねじ曲げてしまった。

  「痛い！」

  「ちょっ」

  　僕と日向さんの悲鳴が被かぶさった。僕がさらに深く前に倒れてしまい、日向さんと身体からだが密着する。

  「いやっ！　何でもっと身体を近づけてくるんですか、やめてください！」

  「ごめん、違う、わざとじゃなくて……」

  「わざとじゃないなら、早く離れてください！」

  　日向さんの顔の色がやばい。首まで紅潮している。気のせいか身体全体赤くなっちゃっている感じがする。

  　そして同時に僕もやばい。だけど焦あせれば焦るほど、うまく身体が動かせない。

  　危機的状況なのは僕も同じだ。

  　日向さんがこの状況に我慢できなくなったのか、強い力で僕の顔を押しのけようと暴れ始めた。大きな声で叫ぶ。

  「皆さん、早く助けてください！　見てないでこっち来てください！」

  　え？

  　皆さん？

  「痴ち漢かんだ、痴漢を発見した！」

  「撃退だ！　今すぐ部屋から追い出すのだ！」

  「誰か！　ここに犯罪者がいます！」

  　え？　え？　え？

  　生徒会室の扉が開いて廊下から数人の女子たちが室内に入り込んできた。しかもそれぞれ箒ほうきやらちりとりやらモップやらを手にしている。

  　この子たち生徒会役員？　日向さんのお友達か？

  「あれ？　ふたりきりじゃなかったのか？」

  　日向さんの目が吊り上がる。

  「まさか本当に私とふたりきりだと思っていたんですか？　廊下に友達にいてもらったんです！　あなたとふたりで会うなんて、警戒するに決まっているじゃないですか！」

  　僕は納得してしまう。

  「でも言動が変な人でも、こんなことまでする人じゃないって信じていたのに。だからちゃんと話せばわかってくれるはずだって思ったから機会を作ったのに！」

  　僕の身体からだは女子たちによって日ひ向なたさんから引きはがされる。意外と女子たちの力は強くて、僕は乱暴に床に放り投げられてしまう。

  　日向さんが乱れた衣服を整えながら、立ち上がって僕を見下ろしてくる。

  「こんな行為に及ぶなんて最低です！」

  　日向さんの言う通りだ。

  「日向ちゃんの弱みにつけこむなんて！」

  「退学だ！　今すぐ退学させるのだ！」

  「犯罪者で女の敵だ！」

  　女子たちはそれぞれ持っている箒ほうきやらの先っちょを向けながら僕に迫ってきつつあった。

  

  　ボコボコにされた、それは心身ともに。日向さんと生徒会役員の女子たちは、僕を箒で叩たたきながら生徒会室から追い出した。箒で叩かれながら、僕は女の子たちから犯罪者だの痴ち漢かんだの、冤えん罪ざいを着せられ続けた。身体をなぶられるのはある程度耐えられるけど誤解なのに責められるのって意外と辛つらいと、それこそ身にしみて実感したのだった。

  

  　放課後。

  　僕は疲れた身体を引きずって早々に帰ることにした。

  　過ぎたことを悔くやんでも仕方ないのだが。

  　日向さんとも結局うまくいかなかった。

  　彼女の与えてくれた機会を無駄にしてしまった。そのうえで彼女の僕に持っていた小さな信頼を完全にぶち壊してしまった。

  　日向さんの友達にも悪い印象を与えてしまった。実際女子たちに、今後日向さんに近づかないよう約束させられてしまった。これからは日向さんと話すことすら難しくなるだろう。

  　つまり詰んでしまったのだ。

  　これからどうするか。

  　馬鹿だからと開き直るのも終わりにしなきゃいけない。

  　でも、もうふたりに物理的に近づけなくなってしまったのに、どうすればいいのか？

  　考えても答えは出なかった。取っかかりさえあれば、誰かが僕のことを思い出してくれさえすれば、何もかも元通りになると思っていた。だけど、それがうまくいかない。どうにか現状を変えたい。

  　その一心でここまで来たのに。

  　下駄箱まで来た僕は、自分の靴くつ入れに一枚の紙が入っていることに気づいた。

  『呪のろいのわら人形はどこにあるの』

  　差出人は書いていないが、間違いなく幡はたヶが谷やさんだろう。筆跡に見覚えがあるし。

  　まだ彼女は僕が幡ヶ谷さんを呪おうとしているのだと思い込んでいるのだ。日ひ向なたさんだけでなく、幡ヶ谷さんとの関係も、こじれるだけこじれてしまっている。

  　校舎入り口から外に出ると僕の気持ちを表わすかのように地面がぬかるんでいた。昼間は雨が降っていたが今はもうやんでいる。

  　携帯電話が鳴った。僕は立ち止まる。

  　今、僕にかけてくる相手は限られている。ディスプレイを見ると見慣れた名字が表示されている。

  　幡ヶ谷さんだ。

  　僕は急いで電話に出る。

  　無言電話だ。出ても相手からの反応は返ってこない。このまま沈黙を押し通しても仕方がない。僕はゆっくりと口を開けた。

  「少し話をしようよ、幡ヶ谷さん」

  　幡ヶ谷さんは何も言わない。彼女がこうやって無言電話をかけてくる真意はどこにあるのだろうか。

  　もしかしたら単純に、幡ヶ谷さんからしてみれば僕は親しくない他人なので、どうやって話したらいいのかわからなくて戸惑っているだけなのかもしれない。

  　だってほら。

  　直接対面して会話するのと電話で話すのでは勝手が違う。直接喋しやべっているぶんには平気だったのが、いざ電話をするとなると緊張してしまったという経験は僕にもある。

  　だったらもっと話しやすい状況やきっかけを作ってあげれば、幡ヶ谷さんも電話で僕と会話をしてくれるかもしれない。

  「幡ヶ谷さんは自分の携帯電話に僕の電話番号が登録されているのに気づいたんだね」

  　彼女が僕に電話をかけてくれるというのは、そういうことだ。

  「幡ヶ谷さんは何な故ぜ僕に電話しているのかな」

  　彼女は沈黙をもって返答した。

  「僕に付きまとっているのは何故？　呪いのわら人形が欲しいってどういうこと？　口にしてくれないとわからないよ」

  　幡ヶ谷さんは何も言わない。

  　僕はとりあえず帰ることにした。校庭で立ち止まっていても仕方ない。

  　僕が歩きだしたそのとき、ようやく幡ヶ谷さんが声を発した。

  「今日は私に付きまとわないのね。このまま帰るつもり？」

  　どうして今、僕が帰ろうとしていることを知っているんだ。歩きだしたことがわかるんだ？

  　僕が見える位置に彼女がいるってことなのか？

  　校舎から出たばかりで校庭にいる僕を見渡せる場所はひとつしかない。

  　僕は振り返って空を見上げた。

  　屋上の金網の向こう側、幡はたヶが谷やさんが黒い傘かさを差して立ち尽くしている。僕を見下ろしている。

  　彼女の背後には空気に溶け込むような、それでいて透き通るような色彩をした虹がかかっていた。儚はかなさと色鮮やかさを併あわせ持った風景は、幡ヶ谷さんの雰ふん囲い気きによく馴な染じんでいた。虹の色彩に黒色は見えないので幡ヶ谷さんの漆しつ黒こくは一見浮いているようだけれど、欠けていた最後の色を補っているようで、釣り合っているのか不釣り合いなのか、そのバランスの曖あい昧まいさが彼女の可か憐れんさを引き立てている。

  　彼女の背後にかかった虹がいい具合に幡ヶ谷さんを飾り立てている。

  　傘の黒色も暖かな日光のおかげで、うっすらと虹色に見える。

  　僕の口から感嘆の声が自然と漏もれる。

  　幡ヶ谷さんに最初に会ったときにも思ったけど、やっぱり彼女はとても綺き麗れいな子だ。

  　何かが変わろうとも、どれだけあがこうとも。おかしなことが起ころうとも。

  　そうだ。

  

  　変わらない何かは確かに存在するんだ。

  

  　僕はとても都合のいいことを考えていたんだ。

  　一度起こってしまったことをなかったことにしたいとか、失敗したことが嫌いやだったから失敗していないことにしたいとか、こんな現実を受け入れたくないからどうにか僕にとって受け入れやすいように考えようとか、不思議な力が発動したのならそれを取り消しにしたいとか。

  　変えたい気持ちばかりが先行してそれがうまくいかないから嘆いていた。

  　今の状況を否定するのと同じだ。だから苦しかった。

  　だってそれは今の僕や幡ヶ谷さんや日ひ向なたさんを否定する行為だ。確かにそこに存在している現実を、今、僕が生きている事実を土足で踏みにじる行為だ。

  　一度起こってしまったのなら受け入れる。それが僕のスタンスのはずだ。

  　実際に、前に一週間ぶんの記憶を失ったときもそのときの現状を受け入れたじゃないか。

  　それが前より辛つらい状況になったからって、どうしてその気持ちが変化するんだ。

  　ようやく僕は、言こと霊だまをどうにかすることにやっきになるんじゃなくて、不思議な力に固こ執しつするんじゃなくて、ちゃんと現実の世界の中で自分のできることをしないといけないんだって気づけた。

  　変わらない幡はたヶが谷やさんの雰ふん囲い気きを見ることによって。

  「幡ヶ谷さん」

  　僕は彼女に呼びかける。屋上にいる幡ヶ谷さんを見上げながら。

  「ありがとう」

  　感謝の気持ちが少しでも彼女に伝わるように。嚙かみしめながら告げる。

  　校庭にいる僕と屋上にいる幡ヶ谷さんとの距離、それが僕の受け入れるべき状況だ。

  

  『自分で自分を追い込んでも深みにはまるだけでなかなか本来どうあるべきかなんて見えてきません。だったら一度顔を上げて、何か別のものを見てみるんです。気分転換にもなって本来隠されていたものに気づくかもしれませんよ』

  

  　今日の昼休み、日ひ向なたさんが僕に告げた言葉を今になって理解する。

  　僕が気づくべきものはすぐ傍そばにあったんだ。そしてそれに気づけたことでこんなにも気持ちが楽になったんだ。

  　日向さんの言っていたことは正しかったんだ。

  　同時に藤ふじ森もりさんのことを思い出す。現状を変えたいと望んでおきながら、いざ変わったら急に元通りにしたいと言い出した僕に、さぞや腹が立ったことだろう。だから彼女はあんなにも僕に対してきつい態度を取ったのだ。

  　ちゃんと藤森さんにも謝らなければいけない。

  　それで区切りをつけなければいけない。

  　これで不思議な出来事に対して言い訳をするのは終わりだ。

  　藤森さんに謝るのは自己満足なのかもしれない。

  　だけど僕の中で次に進む段階をきちんと作りたい。

  　僕は屋上にいる幡ヶ谷さんに背を向けた。

  「僕はありのままの現実を受け入れたうえで、一から始めるよ。幡ヶ谷さんとスタート地点から関係を築き上げていくよ」

  　幡ヶ谷さんからの返答はないけど少しでも僕の気持ちが伝わればいい。

  　僕は電話を切った。

  　地面は歩くたびにべたついて泥で靴くつが汚れるけど、僕の気持ちは清すが々すがしかった。

  

  　△▼△

  

  　今日の夢には幡ヶ谷さんも日向さんも出てこなかった。

  　舞台も海中ではなかった。僕は砂浜の上にいた。玉手箱らしきものを持って、海のずっと向こうを眺めていた。

  「うん」

  　僕は目を細める。

  「もういらないよ。僕は大丈夫だよ」

  　都合のいい夢を見ようとしていた。それは竜宮城という形で僕の夢に現れたけど、本当は僕がいるべき場所じゃなかったから苦しいだけだった。夢の中の幡はたヶが谷やさんの姿や日ひ向なたさんの言葉も、僕を甘やかそうとしていたものだったけど、現実を捻ねじ曲げたものだったから到底受け入れられるものじゃなかった。

  　自分で自分の首を絞める行為をずっとしていたんだから、辛つらいのも当然だった。

  　今までの夢は僕の内面変化だった。だからこの夢は、僕の現実を受け入れた姿勢を表わしているんだろう。

  　地上に立てば普通に呼吸ができる。それが自然だ。

  　あとはこの玉手箱を開くだけだ。それで『浦島太郎』の物語は終わりを告げる。

  　結果、僕がどうなろうともそんなのは気にしない。ただ受け入れるだけだ。

  　僕はしゃがみ込んで玉手箱を砂浜に置いた。ゆっくりと箱を開けていく。

  

  　玉手箱の中身を見る前に僕の目が覚めた。夢なんてそんなものだ。

  

  　△▼△

  

  　仲良くなれば何かが変わるかもしれない作戦は断念。

  　日を変えて、僕は藤ふじ森もりさんと話をすることにした。

  　ちゃんと謝罪して、元に戻らなくていいと告げればそれで終わりだ。

  

  　教室に着いた僕は藤森さんの席を確認した。

  　藤森さんは学校に来ていた。いつも通り座って大人しく読書している。

  　藤森さんにひどいことを言われたあの日から自然と藤森さんを避けるような形になっちゃっていたけど、一度気持ちが切り替わると何な故ぜ藤森さんと話し合わなかったのだろうと後悔するくらいになってくる。

  　無意識に藤森さんと話をしない僕を、藤森さんのことだから面白がってそれすらも観察していたのかもしれないけれど。

  　だから急に話しかけても変に思われないだろう。

  　僕は藤森さんの席まで歩いていく。

  「藤森さん、話があるんだけど、いつなら時間取れる？」

  　藤ふじ森もりさんは僕の声にゆっくりと顔を持ち上げた。くるりとした無邪気な瞳ひとみを僕に向けてくる。

  「今からでもいいよ。まだ朝礼まで時間はあるしね」

  　藤森さんは微ほほ笑えみながら僕に告げると首を傾けた。

  「ようやく藤森さんの言っていることが理解できたんだ」

  　僕の言葉に藤森さんは目を少しだけ見開くと、へえ、と声に出した。

  「ぶっちゃけると、僕が悪かった」

  「悪かったって、いきなり言われてもね」

  「藤森さんが怒るのも当然だと思ったんだよ。都合のいいことばかり口にして楽なほうに逃げようとしていたわけだから」

  「君はようやく過去の自分の価値に気づいたってわけ？　そう」

  　頷うなずいた僕を見て藤森さんが目を細めて言葉を続ける。

  「だからこうしてボクと向き合うだけの余裕ができたってわけ？　なるほど」

  「そうなんだ。藤森さんは単に事実を述べていただけだった。僕は甘えていただけだったんだよ」

  　僕は藤森さんに頭を下げた。

  「藤森さん、本当にごめん」

  「そういうことに気づいたのはいいんだけど」

  　藤森さんは喋しやべりながら不思議そうな顔をした。

  「だからボクに謝るってさ」

  　藤森さんは自分自身を指差した。

  「それって、謝る相手を間違えていないかな？」

  　え？

  「謝るんなら前回リセットになったのにもかかわらず良い結末まで持っていけるように頑張ってくれた相手にだよね？　そうやって考えるんなら確かにボクも含まれているっていわれればそれまでなんだけど、ボクなんかよりも優先する相手いるんじゃないかな。……謝ってどうなるんだって話なんだけど」

  「確かにそうだ。だけど一度区切りをつけたくて……」

  　藤森さんはストップ、と僕に言った。

  「君の気持ちはよくわかったよ」

  　彼女は席を立った。不敵な笑えみを浮かべながら僕に目を向けてくる。

  「場所を変えようか。君も人のいないところで話したいことだろうし」

  

  

  　僕と藤森さんは人ひと気けのない階段まで来ていた。

  　僕たち一年の教室があるのは一階なんだけど、藤ふじ森もりさんはずかずかと階段を上っていく。

  　屋上まで行くつもりなのか？　だが、彼女は三階まで上がって、屋上に向かう途中で足を止めた。

  「そこでストップ」

  　彼女がそう言ったので、僕は彼女から少し離れたところで歩くのをやめた。藤森さんを見上げる形になる。

  　ふわ、と広がる彼女の髪の毛は、いつもは日光に照らされて眩まばゆく光っているのに、こんなふうに光が届かない薄暗い場所では、沈んだ色に見える。

  　藤森さんは振り向いた。後ろで手を組んで、僕を見下ろしてくる。

  「じゃあ、ボクに謝ってくれた君にボクが酷ひどいことを言ってあげようかな」

  　酷いことって何だろう？

  　藤森さんは目を閉じた。再度瞼まぶたを開いたときには、双そう眸ぼうにいつか見た悪意の影がちらついている。

  「君は自分に酔っているんだよ」

  　藤森さんの言葉は僕の考えていた以上に厳しいものだった。

  「悲劇の主人公ぶっているだけなんだよ」

  　藤森さんは笑顔だ。だけど、その笑っている口から紡つむがれる言葉が果てしなくきつい。

  「だって君のボクに対する謝罪って、自己満足以外の何物でもないよね。だって謝ったからってボクに何か利益があるというわけでもなし」

  　そうだ。それは僕も自覚がある。だけどこのまま藤森さんと何も話さないでいるのは嫌いやだったんだ。藤森さんとちゃんと話したうえで区切りをつけたかったんだ。

  「君がそれを理解したうえでボクに話しかけているのだとしたら、それはそれで面白いけどね。それともまだボクに対して施ほどこしを望んでいるってことなのかな」

  　それは違う。

  　それだけじゃない！　元の状況に戻らなくていいんだって、このままでいいんだって僕は藤森さんに告げたいだけなんだ。ちゃんと現実を受け止めたうえで行動したいんだって──。

  　そう僕が答える前に藤森さんが言葉を続ける。

  「だけどそうだね。謝罪してくれたことに免じて、今回のことに関するボクなりの解釈を話してあげようと思う」

  　藤森さんの解釈だって？　藤森さんはまだ何か言こと霊だまについて隠していることがあるっていうのか？

  「『浦島太郎』のことは調べた？　調べたとしてどこまで？　あれが簡単に効力を失うものだってところまで知っている？」

  　頷うなずいた僕を見て藤森さんは満足そうに頰ほおを弛ゆるめた。

  「もともとの『浦島太郎』は仙人の力を借りて願いごとを叶かなえるという言こと霊だまだ。だけど、みんながよく知る『浦島太郎』は玉手箱を開けることで元の年齢に戻ってしまうよね。それはつまり箱を開ける程度のことで簡単に神しん仙せんの力を失うことができるという暗あん喩ゆでもあるんだ。時を経ても形を変えてもなお言霊の力は言葉に含まれているというわけさ。……つまり今回の件も同じように何かきっかけさえあれば元に戻るかもしれない」

  　そこまでは理解している。取っかかりを摑つかむために僕はあれだけ行動したのだ。

  「ここから先は、君の状況に置き換えたうえで、さらにボクの自己解釈なんだけど。君にとっての時を巻き戻すっていうのかな、おかしくなった状況を元に戻す『玉手箱』がどこかにあるはずなんだ」

  　僕にとっての『玉手箱』だって？

  「それが取っかかりだっていうの？　僕の望んだことを解除するための？」

  　藤ふじ森もりさんは肩をすくめた。

  「もう少しボクの話を聞きたまえ。一般的に知れ渡っている『浦島太郎』の『玉手箱』には本来浦島太郎が過ごすべき時間が入っていた。何な故ぜそんなものが入っていたかというと浦島太郎が時を忘れるくらい長い間、竜宮城で享きよう楽らくを甘かん受じゆしていたからだ。老いてしまえば楽しめるものも楽しめなくなるからね。だから乙おと姫ひめは浦島太郎の時間、命を『玉手箱』に封じた。……つまり、こんなふうに因果関係が存在するはずなんだよ」

  「僕には藤森さんの言っている意味が……」

  　やばい、徐々に僕の頭が藤森さんの話についていけなくなっている。

  「だから因果関係だよ。原因、結果。君はどうして願いを叶えようと思った？　何故『浦島太郎』に頼ろうとした？」

  「それは幡はたヶが谷やさんと日ひ向なたさんが僕を振り回して悪い空気にするから嫌いや気けがさして……」

  「それじゃあ、どうしてそのふたりは君の前で悪い空気を出すようになったんだろうね？　何故？」

  「それは」

  　僕は口ごもる。

  　過去、僕は幡ヶ谷さんと日向さんにほぼ同時にキスされたことがある。あの日から明らかにふたりは今までより酷ひどい形で僕を振り回すようになってしまった。

  「何かきっかけがあったはずだよ。そのきっかけ……原因がおそらく君にとっての『玉手箱』だ」

  　確かにきっかけはあった、と僕は藤森さんに話した。ふたりに同時にキスされたと。

  　藤森さんは含みを持たせた笑えみで僕を見つめた。

  「キスの行為にはいろんな意味がありそうだけどね。今、その意味を深く解析するつもりはないよ。そうだ、なら話は簡単じゃないか。おそらくそれが君の『玉手箱』だ」

  　は？

  　キスの行為が？

  「同時にキスされて状況が、ふたりの仲が悪くなったというのであれば、同時というのが駄目だったんだろうね。おそらくどちらかだね」

  　藤ふじ森もりさんが自分の唇くちびるを指でそっと触れた。

  　その行為にどきりとした僕を見透かしたのか、藤森さんは一歩だけ階段を下りた。思わず身を引く僕の後頭部を摑つかんで、がっと引き寄せてきた。

  　彼女の呼吸が鼻にかかる。ち、近い。

  「幡はたヶが谷や月つく夜よか神み谷たに日ひ向なたのどちらかに同じことをしたまえ」

  「何だって？」

  「理解が悪いな。こう言い換えたほうがいいかな？」

  　藤森さんの双そう眸ぼうが嫌いやらしくきらめいた。

  「幡ヶ谷月夜か神谷日向、どちらかとキスしたまえ」

  　選ぶ、だって？

  　僕が幡ヶ谷さんか日向さんのどちらかを？

  「そうしたらキスした相手が記憶を取り戻すんじゃないかな、確実にね。君のクラスメイトの辺りは……さてどうだろう。まず間違いなく言えるのは選ばれなかった片方は、きっと永遠に記憶を取り戻さないだろうけど」
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  　それはどうして、と聞き返す僕に藤ふじ森もりさんが眉まゆ根ねを寄せて笑った。

  「浦島太郎の玉手箱には彼にとっての老いが入っていた。老いてしまえばもう二度と竜宮城にたどり着けないだろう。それで終わりだ。玉手箱は取っかかりでもありきっかけでもあり、願いごとを叶かなえなきゃいけないような状況を潰つぶすキーでもある。また竜宮城に行かれても困るからね。君の場合は三角関係に戻ったら意味がないということだ。そうしたらまた幡はたヶが谷や月つく夜よと神み谷たに日ひ向なたの仲が悪くなるんだろう。君はそうならないために、君の玉手箱を開ける必要があるんじゃないかな。だからどっちかを選ばなければいけないんじゃないかな」

  　藤森さんの言葉は既に自己解釈が入りすぎて僕にはちんぷんかんぷんだ。だけど酷な選択を僕に強しいているのは理解できた。

  「さて、君はどちらを選ぶんだ？」

  　さらに藤森さんが顔を近づけてくる。

  「幡ヶ谷月夜？」

  　瞳ひとみを輝かせる。

  「神谷日向？」

  　楽しそうに唇くちびるを動かす。

  「さぁ、どっち？」

  　藤森さんが僕をまっすぐ見つめてくる。

  　長い沈黙ののち、僕は深く息を吐き出した。

  　僕は藤森さんの額ひたいを手で押し返して彼女の顔を自分から離すと、数段、彼女を見上げたまま階段を下りた。

  

  「それじゃ、また同じことの繰り返しじゃないか」

  

  　僕の言葉に藤森さんの笑顔が強こわ張ばった。

  「今の藤森さんの言葉に従ったら、また不可思議で曖あい昧まいな力に頼ってしまうということだろう？」

  　藤森さんの質問に対しての答えなんて、藤森さんと話す前から既に出ていた。だからこうして口に出すまでもないことなのだ。

  　考えるまでもなかった。

  　藤森さんは僕の言葉を信じられないというように唇を震ふるわせる。

  「その言い方だと」

  　彼女は睫まつ毛げすら震わせながら僕を見上げる。

  「まるでボクの助言を無視すると言っているように聞こえるな」

  「……そうだよ」

  　僕は唾つばを飲み込みながら大きく頷うなずいた。

  　藤ふじ森もりさんは急に早口になりながら僕にまくしたてた。

  「いいのかい？　今、君はせっかく得られるかもしれない奇跡をドブに捨てようとしているんだよ？」

  　彼女の瞳ひとみは限界まで見開かれていた。こんなに感情豊かな藤森さんは珍しい。

  「このチャンスを逃のがせば次はないかもしれない」

  　藤森さんは一段階段を下りる。そのぶん、僕も下りた。

  「それでも君はボクの助言をいらないと言うのかな？」

  　彼女との距離は変わらない。

  「いらない」

  　きっぱりと。

  　僕は告げた。

  「僕は誰も選ばないよ」

  　僕は決めていた。変わらぬ幡はたヶが谷やさんの綺き麗れいさを見たときから。

  　今さら藤森さんに説明するまでもないことだった、僕の気持ちなんて。

  「だって、藤森さんの解釈だって、本当にそうかどうかなんて誰にもわからないじゃないか。藤森さんがそう考えているだけで、それを行うことで実際に藤森さんの言う通りになるだなんて誰も証明してくれないじゃないか」

  　藤森さんの言葉は本当に曖あい昧まいだ。

  「全部藤森さんの推測じゃないか」

  　僕の言葉に藤森さんが徐々に身を引いていく。

  「そもそも確かにタイミング的には藤森さんの言こと霊だまに頼った次の日に、僕は友達がいなくなってしまった状態になったけど、本当に言霊のせいか証明できたわけじゃない。全部状況証拠で、それが真実なのかなんてわからない」

  　根本的なところで何が真実なのかわかっていない。

  「きっとこれから先も、誰も不思議な力が原因だって確実に証明できないよ」

  　不思議な力なんて、本当はどうでもいい。

  「不思議な力はすごく曖昧で不安定だ。だったら、もうそれでいいよ」

  　それが存在するかしないかなんて、それが原因かそうでないかなんて、どうでもいい。

  「そんな不思議な力なんて頼りにしないよ！」

  「どうしていきなりそんなふうに考えが変わったのさ」

  　驚いている藤森さんに僕は答える。

  「きっかけは些さ細さいなことだったんだ。すごく綺麗な虹を見たんだ」

  　虹を背景にした綺き麗れいな幡はたヶが谷やさんを見たんだ。

  「僕がうだうだ悩んでいても、綺麗なものはいつまでも変わらず綺麗なものだったんだ。変わらないものがあるんなら、それを綺麗だって僕が思えるんなら、それで良かったんだ」

  「そんな虹なんて大したことないよ。人工的にいくらでも作れるものなのに」

  「違う、僕が言いたいのはそんなことじゃない」

  　変わらない何かがあるんだ。その何かに意味を見いだすのは僕自身だったんだ。

  　重要なのは虹の存在そのものではなくて。

  　変わらないものを見て、それを僕が意味のあるものだと感じて。

  「僕はありのままの現実を受け入れるよ。受け入れたうえで次に進みたいんだよ！」

  　僕がどうしたいかが大切なんだ。

  「もしかして君はボクの言葉が信用できないって、そう言っているのかな？」

  「というよりもう言こと霊だまがどうのこうの、とかお腹なかがいっぱいだ。そんなのに付き合うつもりはないよ！」

  「……」

  「さっきも言ったけど、変に曖あい昧まいなことを曖昧なまま頼りにすると、同じ轍てつを踏むことになっちゃうよ。今度こそ何が起こるかわからないよ」

  　藤ふじ森もりさんは脱力したような表情で、どこか疲れの見えるような感情を瞳ひとみに含ませて、虚こ空くうに目を向ける。

  「わあ」

  　藤森さんは彼女らしからぬ間抜けな声を発した。

  「信じられない。君は本当に学習したんだね」

  「僕の勘違いだったら申し訳ないんだけど」

  　僕は額ひたいに手を当てた。

  「その言葉、全力で僕を馬鹿にしていないかな」

  「うん」

  　素早く藤森さんは頷うなずいてきた。

  「ああ、いや、そうだ、それはそうなんだけど」

  　そうなのか。そこは否定してほしかった。

  「困ったな。そう返されるとは思わなかった。その展開は予測していなかったので、ここから先、ボクは君に対して何を言えばいいのかわからないよ」

  　え、何だそれ。

  「ちょっと時間をくれないかな。ボクにも準備があるんだ。次はどうしようかな」

  　何がどうするんだ？　どういうこと？　準備って何？

  　藤森さんは困ったように笑いながら僕を見ようともしなかった。

  　彼女から、これ以上話しかけるな的オーラが出はじめたので僕は嘆息して彼女から離れた。そのまま教室に戻る。これで一応、区切りをつけたことになるのだろうか。

  　だが本格的に考えなきゃいけないのはこれからだ。僕はどうするべきなのか。現状を受け入れて、次はどう行動するか。

  　僕は日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんと新しく関係を築き上げればいい。友達になれるよう努力しよう。

  　自分の席についた僕は、再度深く息を吐き出した。

  　だけど、その行為は以前と比べて軽やかに感じられた。

  　きっともう不思議な力に振り回されながら行動しなくて済むからだ。結局、自分の気持ちは自分次第だったんだ。わかってしまえば、すっきりした。これからのことを考えても暗い気持ちにはならなかった。

  

  　△▼△

  

  　僕は明るい気持ちで放課後を迎えていた。

  　不思議なものだ。一度曖あい昧まいな力に頼らないと決めたら、どれだけ今まで友達だった人たちから冷たい対応を取られようとも、これから頑張ればいいという気持ちになってくる。それにリセットされた関係で話しかけると新しい発見もあって、それはそれで新鮮な気持ちになれて楽しい。

  「おい」

  　僕が帰りの支し度たくをしていると隣の席にいた石いし原はらが話しかけてきた。

  「あの入り口の黒い生き物、おまえの知り合いじゃないのか」

  　黒い生き物？　何のことだ？

  　僕はそっと廊下の様子を窺うかがう。

  　──いる。

  　ひとりの少女が教室の戸の近くでしゃがみ込んで、ずっと僕を睨にらみつけている。

  　怖い。夢に見そうです。黒い髪が床に伸びて彼女の周りで渦を作っている。

  　黒い生き物……幡ヶ谷さんのことか！

  　まだ幡ヶ谷さんは僕をストーキングしているんだ。

  　新しく関係を築くには、あまりにこんがらがってしまった僕と幡ヶ谷さんの関係がそこにはあった。

  　幡ヶ谷さんは、終礼が終わってからすぐに僕の教室までやってきたのだろうか。

  　そんなふうに僕のために時間を費やして大丈夫なのだろうか。

  　モチェの資料館の管理は問題ないのだろうか。

  　幡ヶ谷さんの人見知りっぷり、人との距離感の取れなさは異常だ。対話することすら難しい。

  　どうにかまともな手段で彼女と話し合うことはできないものか。

  　考えても結論は出ない。

  　黙り込んで考え事をしている僕を石いし原はらが不思議そうな顔をして見つめている。このまま何も返答しないのもよろしくない。

  「黒い生き物ね。そう言われればそんな気もしなくもない」

  　そう僕は答えるしかない。ある意味事実だ。

  「……こんなことを君に言うのは何だけど、彼女は謎の黒い生き物じゃない。一応幡はたヶが谷やさんっていう名前があって……」

  「知っているよ、不気味な黒い傘かさ女おんなだろ」

  　彼の言い方を聞くに、僕がなかったことにされても幡ヶ谷さんに友達がいないのは変わらないみたいだ。

  「気持ち悪いよな。もともとあまりいい[image: ]うわさはなかったけど、接点なかったから噓うそかと思ってたのに本当だったみたいだな。どうかと思うよ、ああいうの。迷惑だよな」

  　しかも、だ。

  　ただでさえ悪い彼女の評判が、僕をストーキングする行為を人に見られることでどん底レベルにまで陥っている気がする。

  　原因を突き詰めれば、僕が彼女の中にある変なスイッチを押してしまったせいなので、僕の責任なんだろう。

  「おまえ、まさかあの女にしつこく追い回されているのか？」

  　どうなんだろう。石原の問いに僕はうまく答えることができない。

  「どちらかというと彼女は被害者だと思うよ」

  「じゃあ加害者は誰だ」

  「ぼ、僕かな？」

  「それならおまえ、責任とって何とかしろよ」

  　ごもっともだ。

  　だから、その何とかする方法を一生懸命、今考えているところだ。

  　この現実を受け入れたうえで、不思議な力に頼らないで、僕は彼女と友達にならなければ……いいや、なりたいんだ。

  　よし。

  　僕は引き出しからノートを取り出した。すらすらと紙片の上でペンを走らせる。

  　ちゃんと話をしたい、と書いた。

  　本当は幡ヶ谷さんと向かい合って交流したいけど、今までの彼女のパターンを見るに、僕が一定の距離まで近づくか、僕と目があっただけで逃げてしまうだろう。だからこその筆談だ。

  　僕はすっくと立ち上がると教室の入り口まで近寄った。

  　僕の思った通り、幡はたヶが谷やさんは僕が近寄っただけですぐにどこかに逃げてしまった。僕は、今まで幡ヶ谷さんが隠れていた場所に、ノートの切れ端を置いた。

  　ちっぽけなメッセージだけど幡ヶ谷さんに届くといい。

  　本当は話がしたいよ。呪のろいの言葉を吐いてばかりの彼女だったけど、そんな彼女との思い出は僕にはかけがえのないものだったんだ。今すぐ幡ヶ谷さんを追いかけていきたい気持ちに駆られるけど、そんなことをしても今の幡ヶ谷さんが僕に心を開いてくれるとは思わないから。

  　ゆっくりでいいんだ。

  　僕は自分の心に言い聞かせる。

  　今の幡ヶ谷さんを受け止めて、徐々に歩み寄っていこうよ。

  

  　そのあと彼女がいなくなってから教室の入り口に向かったら、ノートの切れ端は放置されたままだった。少しでも目を通してくれたらいいのだけれど。

  

  　△▼△

  

  　僕は教室から離れることにして廊下を歩いていた。確かに幡ヶ谷さんはクラスメイトの邪魔になってしまっているので。彼女が僕のあとについてくるのであれば、誰もいないところに移動するべきだ、僕が。

  　しかし、どこかひとりになれる場所があったか。

  　空き教室がいくつかあったけど、わざわざそこまで行ってひとりで考え込むのは、あまりに寂しい行為すぎる。少し離れたところに幡ヶ谷さんも存在しているんだろう。

  「どうせひとりになったらなったで、今度は僕から見えない位置に幡ヶ谷さんいそうだしな。どうしようかな……」

  　ひとり言を言ってしまったようだ。僕は慌てて口を閉ざした。

  　大人しく今日は帰るか。こうして僕が学校にいるから幡ヶ谷さんを振り回してしまうんじゃないか？

  　打開策が何も浮かばない以上、諦あきらめて切り上げることも大事だ。無駄に時間を費ついやすだけだ。

  　僕は空き教室に向かおうとしていた足を方向転換させようとして。

  「……幡ヶ谷さんって、一年五組の？」

  　隣から声をかけられた。

  　僕は信じられない気持ちで声のしたほうを向く。そこには少しだけ開いた教室の戸からこちらを見つめて、難しい顔をした日ひ向なたさんが立っていた。

  「日向さん、どうして」

  「あなたに用事があったからです。この間も私からあなたに会いに来たのに、そんなに驚くことはないと思いますが」

  　僕は日ひ向なたさんのいる教室を少しだけ覗のぞき込む。空き教室みたいだ、知らなかった。ここは一年の廊下だから、この教室で日向さんは僕が通り過ぎるのを待っていたのだろうか。

  「今日はひとり？」

  　そう僕が声をかけると日向さんは神妙な顔つきで頷うなずいた。

  「友人は私があなたに近づくのをよしとしませんから。……あなたも、だからあれから私に近づきもしなかったのでしょう？」

  　そうだ。僕は日向さんの友達にボコボコにされた。女の子って集団だとものすごく怖い。

  「あなたのひとり言」

  「はい？」

  　日向さんの呟つぶやきが聞き取れなかったので、僕は尋ね返した。

  「ひとり言です。さっき、幡はたヶが谷やさんがどうとか言っていましたよね」

  「んー、ええと、あれ」

  　僕は、振り向かないで背後を指差した。

  「後ろのどこかに黒い傘かさが見えると思うんだけど」

  「見えます」

  「あれが幡ヶ谷さん」

  「知っています。有名ですよね」

  　やっぱり有名なんだ。幡ヶ谷さんは。

  「いろいろあって、彼女がああなっちゃって。それは僕のせいだから」

  「あなたがこの間話していた、ちゅうに……妄想に関係することなんですか」

  　僕は答えない。もうその話を蒸し返すつもりはないからだ。

  「それよりも、僕に用事って何かな」

  　僕は日向さんに問いかける。

  「私が納得できないからです」

  　日向さんは僕の腕を引っ張って、空き教室に引きずり込んだ。あんまりに突然だったので僕は転びそうになりながらも無抵抗で彼女のされるがままになる。

  「結局、私はなにひとつあなたから答えをもらっていません」

  　日向さんは僕の腕を離した。その手で自分の腕を摑つかんで、僕から顔を背そむけた。

  　陽射しだけが教室内を照らしている。

  「何な故ぜか気になるんです」

  　え？

  「それは、一体」

  　僕の問いに日向さんが力なく頭を振る。

  「私にもわからないんです。あなたから変なことばかり言われていて、確かにおかしな人だ、関わりたくないと思っているのに、それでもどこか気になってしまうんです」

  　日ひ向なたさんは弱々しい眼まな差ざしを僕に向けた。

  「あなたのことが」

  　日向さんの唇が吐く息とともに震ふるえる。

  「きっと、まだあなたから私の疑問に対する納得のいく返事をもらえてないから、だと考えます」

  　日向さんは困惑を瞳ひとみにためて告げた。

  「だから、こうして私は」

  「それは、もう気にしなくていいよ」

  　なくなってしまったものに固こ執しつしても仕方のないことだ。辛つらいだけだ、きっと。

  「どうしてですか」

  「……え」

  「ついこの間まであなたは何か私に対して必死でした。……それなのに、どうしてそんなことをいきなり言い出すんですか？」

  　どうしよう。答えられないわけじゃない。だけど、僕の事情を何も知らない人にはうまく説明できない。

  　不思議なことが起こったようで僕の状況が変化したけど、その変化を受け入れて前に進むということを。

  　変化したことを自覚していない人に、どうやって納得させるんだ？

  　無理だ。

  　それがわかっていても、僕は僕なりの言葉を紡つむぎ出す。

  「こんなことを急に言い出されても戸惑うかもしれないけど」

  　僕の吐き出す息が、ため息になりませんように。

  「僕は今の日向さんでいいし、それが当然だと思う」

  　日向さんは僕の言葉を聞いて僅わずかに顔をしかめた。やっぱり僕の言っている意味を捉えかねたのだろう。

  「気にしなくていい、という言葉が気に障さわったのなら謝るよ。もし何かもやもやすることがあるなら、手伝えることがあったら手伝うよ」

  「それじゃあ」

  　日向さんは双そう眸ぼうを揺らめかせながら僕を見上げた。

  「あなたは私の何を知っているんですか？」

  　単純な質問だ。だけど、僕には答えられない。

  　噓うそをつけばいいのか。今まで君に言ったことは、君と交流したかったから口にしてしまったことで、本当は日ひ向なたさんの秘密なんて何も知らないんだって。ぬらりひょんだって、スマートフォンのアクセサリとしてつけているから、そうだと推測しただけなんだって。

  　不思議な出来事を蒸し返しても意味はない。わかっていた。だから僕は心で考えたことを口にしようとして。

  「もしかして、あなた、今困っていますか？」

  　日向さんに遮さえぎられた。

  「おかしいですね、私」

  　困っているだって、この僕が？　そういう表情をしてしまっているのか？

  「困っているあなたを見ていると、とても辛つらいんです」

  　日向さんを困らせたくないとは考えているけれど。僕自身は別に大丈夫だ。だから辛いと言われても僕も戸惑う。

  　僕がちゃんと彼女の納得する答えを口にすればいいのか。そうすれば日向さんから不安は取り除けるのか。

  「日向さんの秘密は知らないんだ。日向さんに憧れていたから会話のきっかけを摑つかみたかっただけなんだ。たまたま日向さんのスマートフォンを見る機会があって……。面白いアクセサリがついていたから、好きなのかなって……ごめん」

  　もう、彼女を振り回すのはやめにしたい。だから、僕はここではっきり言おうと思う。

  「今の僕を……」

  　見てくれればいい、一からやり直したいんだ。

  　そう言おうとした矢先、ぽろりと、日向さんの目から涙が零こぼれ落ちた。

  　え？　え？　え？

  「……わかりません」

  　僕の表情を見て、日向さんが答える。

  「どうしてだか、涙が出てきちゃうんです」

  　日向さんが自分の指先で頰ほおを伝った涙を拭ぬぐい取る。

  「……もういいです。わかりました。納得しましたから。付き合わせてごめんなさい」

  　日向さんは俯うつむきながら僕の横を素早く通り過ぎようとした。彼女が突然動き出したものだから、僕は慌ててしまう。

  　僕と日向さんがぶつかった。

  　また、この展開か。お互い倒れ込むのはなしにしたい。僕は日向さんの腕を摑む。僕が無様に床に転がるのはいいけれど、また彼女に不快な思いをさせたら。彼女だけでも立ち上がらせて、無事でいさせないと。

  　日向さんが僕のほうに首を向けた。

  　僕は彼女に言いたいことがある。

  「よくないよ」

  　僕は彼女の手を摑つかみながら、ゆっくりと首を横に振った。

  「僕は納得できない。僕は今の日ひ向なたさんが好きだ。好きだよ。怖いけど、本当は優しい日向さんなんだ。そんな日向さんと……何もなくなっちゃった日向さんだとしても」

  　変わらない何かはあるのだから。

  「僕は、ちゃんと向き合っていきたいんだよ」

  　日向さんは僕の言葉を聞いて頰ほおを僅わずかに染めた。少しだけ首を傾ぐ。

  　え？

  　いや？

  　その位置で、僕に顔を近づけたら。

  　日向さんの柔らかい唇くちびるが僕に覆おおい被かぶさった。

  　え？

  　おい、いや。

  　まって、だから。

  　ふわりとした感触と匂においがした。甘いやら柔らかいやら、僕の唇にいろんな感覚がない交ぜになって僕の中に注ぎ込まれるかのようだ。胸の中がぐっと苦しくなる。絶え間なく流し込まれた優しい感覚と僕の中からわき上がってくる熱が混ざり合ってぐちゃぐちゃになった。だから息ができなくなるのだ。もっと味わっていたいという気持ちとこれ以上は恥ずかしくて死んでしまいそうになる気持ちが僕の心を斑まだら色いろに変化させる。

  　僕は足を踏ん張った。日向さんをゆっくりと僕の顔から離していく。

  　一瞬の余韻が残る。だけど事実だと、夢ではないのだと、その温ぬくもりが伝えてくる。

  「もしかして」

  　日向さんが唇に手を触れた。

  「今、仁じんくんからキスされたんですか？　私？」

  　違う、どう見ても日向さんからだ。あえて客観的になるとしても事故だ。

  　瞳ひとみから喜びが[image: ]あふれていく。ぼろぼろ、絶え間なく明るい感情が零こぼれていく。それは彼女の声こわ音ねとなって表に出る。

  「仁くん、やっぱり私のことを……」

  　待て待て待て。

  「それとも私の気持ちが伝わって、それで？」

  　いやいやいや。違う、それは本気で違うんだ。

  「ごめん、日向さん確認していいかな」

  　その言動で何となく理解はしているんだが。

  「僕のことを覚えている？　誰だかわかる？」

  「私の奴ど隷れいである仁じんくんです！」

  　その瞬間、藤ふじ森もりさんの言葉が脳裏に思い浮かぶ。

  

  『幡はたヶが谷や月つく夜よか神み谷たに日ひ向なた、どちらかを選びたまえ。そうしたらキスした相手だけが記憶を取り戻すんじゃないかな、確実にね』

  

  　藤森さんの言っていたことは本当だったのか！

  　日向さんは僕のことを思い出してくれた。だからこうして、僕のよく知っている日向さんと同じ態度をとってくれるのだ。

  「仁くん、私、嬉うれしいです」

  　日向さんが僕の腕に自分の腕を絡めてくる。

  　頼む、ちょっと待ってくれ。展開についていけない。

  　よく考えよう。確か藤森さん、もうひとつ大事なことを言っていなかったか。

  「穢けがらわしい！」

  　え？

  　僕は声のしたほうを振り向いた。

  　幡ヶ谷さんが教室の戸を僅わずかに開けて白い爪つま先さきをこちらに向けている。開いた戸から彼女の黒々とした瞳ひとみが見えた。


  [image: ]


  　幡はたヶが谷やさんの双そう眸ぼうにはいろんな感情がどす黒く渦を巻いているようだった。

  　彼女の瞳からそっと涙が零こぼれ落ちる。本人すらそれに気づいていないようで、涙を流していても幡ヶ谷さんは憎しみの表情を顔に貼はり付けたままだ。

  　まさか幡ヶ谷さん、ずっとそこで僕たちのことを見ていたのか？

  　嫌いやな予感がする。よく思い出せ、藤森さんは何て言った？

  

  『まず間違いなく言えるのは選ばれなかった片方は、きっと永遠に記憶を取り戻さないだろうけど』

  

  　それじゃ、幡ヶ谷さんが？

  　教室の戸が閉まった。幡ヶ谷さんの瞳が見えなくなる。彼女の気配も遠のいていく。

  

  　これが、本当に僕の望んだ状況なのか？

  　受け入れなければいけない現実なのか？

  　まだ僕は不可思議で曖あい昧まいな力に囚とらわれ続けているんじゃないか？



  


   第四章　辿りつけない竜宮城

  

  　その日、僕はまた夢を見た。

  

  　僕には気になっている子がいた。

  　黒くて長い髪の女の子だ。

  　強い感情を目に潜ひそませながら、どこか儚はかなさを併あわせ持っている。毅き然ぜんとした姿勢なのに一瞬で壊れそうになるガラスのように透明な雰ふん囲い気きを持っている。こんな万まん華げ鏡きようのような少女を僕は今まで見たことがなかった。

  　たまたま世界史の宿題で何かネタになるものはないかな、と探していたとき、面白い外観の資料館があったので入ってみた。そこにいた女の子だった。

  　僕はむきになって資料館に通った。

  　女の子の傍そばにいたいと思ったから通っているくせに、世界史の宿題があるから資料館に来ているんだという照れ隠しみたいな理由を用意して。

  　最初、女の子は僕にきつく当たっていたけど、彼女の瞳ひとみはとても嬉うれしそうに輝いていたのが印象的だった。

  　女の子には変な[image: ]うわさがいっぱいあるみたいだけど関係なかった。

  　僕にとっては、そんな形のない何かより、目の前にいて生きている存在のほうが大事だったし、信じることができた。

  　女の子が徐々に僕に心を開いていくと、彼女のいろんな新しい一面を知ることができた。

  　万華鏡にはたくさんの色彩がある。そして、それらすべてが綺き麗れいだ。

  　だから万華鏡にそっくりな女の子が、僕にとって惹ひきつけてやまない存在なのも当然なんだ。

  　僕は女の子に素直に自分の気持ちを伝えたいと思ったけど、女の子は僕が友達だという言葉に淡い喜びを示してくる。

  　そうか、この子は友達が欲しいんだ。

  　女の子にとっての友達になれればそれでいい。

  　彼女が僕に、友達だから嫌いやだと思うことも許してあげると言ってきて、その言葉が僕に鈍い胸の痛みを与えてきても、うまく笑えなくても、彼女が僕の友達でいることで毎日が楽しく過ごせるのであれば、それでいい。

  　それ以上は何も望まないし、何もいらない。

  　──だけど彼女を泣かせてしまって、彼女が笑顔でいられなくなったのならば、僕は自分の気持ちを最後に女の子に伝えるよ。

  

  『玉手箱』の中身だった。

  　それが誰の気持ちで、どんなふうな色をしていたのか何もわからないまま、僕は箱を閉じた。

  　きっと大切なものだろうから、他人が勝手に見るのはよくないと思ったからだ。

  　でも僕は同時にどうしてこんなものが自分の『玉手箱』に入っているのか疑問に思っていた。

  　何な故ぜ？　僕はこんな記憶、覚えがないというのに。

  『玉手箱』には因果関係でいうと原因、きっかけ、最初のトリガーが入っていると藤ふじ森もりさんは言っていた。

  　それじゃ、僕にとって覚えのないこれが、何もかもを元に戻すための何かだというのか。

  

  　△▼△

  

  　翌朝、日ひ向なたさんが僕の家に来てくれた。

  　日向さんを出迎えた母親は、暗い顔でいる僕の代わりに明るい笑顔だった。日向さんもそうだった。

  　外に出た僕たちはふたり肩を並べて歩いていた。さっきから日向さんは僕の顔をちらちら見ては何も言わずに俯うつむく仕草を繰り返している。僕に話しかけようとしているのだろうか。そう思って僕が日向さんの顔をじっと見つめると、日向さんは小さく笑えみを漏もらしながら決して僕のほうを見ようとしない。口も開かない。

  　沈黙が重たい。いや、重苦しいのは日向さんにどう接していいのかわからない僕の気持ちだ。

  　元気いっぱいの日向さんの足取りは弾んでいる。

  　僕との記憶を取り戻した日向さんの気持ちがさっぱりわからない。前みたいに積極的に戻るのかと思いきや、こうして一緒に登校している彼女の姿はものすごく恥ずかしがっているように見える。

  　それから数十分、僕たちは黙り込んだまま歩き続けた。こうして日向さんと一緒にいる状態で静かに登校するっていうのも新鮮で悪くはない。

  　そんなふうに考えていたら、

  「手を繫つなぎましょう」

  　僕の隣を黙って歩いていた日向さんが突然変なことを言い出した。

  「へっ」

  「いろいろ考えたんですけど」

  　もじもじ恥ずかしそうに日向さんは告げた。

  「奴ど隷れいに戻った仁じんくんに最初にしてもらいたいことはどうしようって悩んでいて」

  　してもらいたいこと、だって？

  「ほら、そのキ、キスはしてもらったけど、こいび……じゃなくて奴隷として初歩的なことをしてもらっていないなって」

  　ちょっと待ってくれ。

  　キスは事故だ。少なくとも僕はそう思っているんだ。

  「だから仁じんくんと手を繫つなぎたいなって」

  　日ひ向なたさんは僕から顔を背そむけたまま、そっと柔らかそうな白い手のひらを差し出してきた。

  　どうしよう。手を繫ごうだなんて急に言われても。

  　そもそも奴ど隷れいってご主人様と手を繫いだりするのか？

  　宙ぶらりんになった彼女の腕を僕はずっと見つめている。

  　今まで日向さんから絡んでくることばかりだったから、こうして僕に選択を委ゆだねられるとすごく困ってしまうのだ。

  　単純に恥ずかしいだけだったりするが。

  「仁くん？」

  　いつまでも手を繫ごうとしない僕に日向さんが不安そうにそっと視線を寄こしてくる。

  　瞬間、視界の隅に黒い傘かさが映った。

  　そうだ、まだ後ろから黒い傘がずっとついてくるんだ。

  　日向さんは気づいているのか？

  　僕が振り向いたので日向さんも少しだけ後方に視線を移したようだった。だが、すぐに視線を元に戻す。

  「仁くん」

  　日向さんに呼ばれたので僕は肩を跳ね上がらせた。

  　彼女は僕のほうを見ないで、アスファルトで覆おおわれた地面を見つめながら、瞳ひとみに奥深い感情を潜ひそめて呟つぶやいた。

  「ふたりきりですね」

  　そうやって僕を見つめてにこりと笑った。

  「私はとても嬉うれしいです」

  　あ、これは日向さん気づいている。幡はたヶが谷やさんの存在に。

  　あの、と僕は日向さんに話しかけた。

  「幡ヶ谷さんのことも覚えているのかな」

  「覚えていますが、それが何か？」

  　怖い、その笑顔がものすごく怖いです、日向さん。

  

  　△▼△

  

  　お昼休みだ。僕はひとりでご飯を食べようとした。母親の作ってくれた弁当があるから食堂でひとり飯めしという惨状にはならない。一度それをやって、思った以上にたくさんの人たちに囲まれてひとり飯は辛つらいのだと痛感したからだ。

  　教室がざわつく。僕はどうにも嫌いやな予感がしたのでその方向を見た。

  　日ひ向なたさんだ。

  　え？

  　僕はもう一度彼女を凝視した。昼休み、わざわざ一年の教室に何の用だ。

  「何しに来たのかな？」

  　その想いを、目の前までやってきた日向さんに向かって口にする。

  　日向さんは小さな鞄かばんから薄い黄色の包みを取り出した。

  　袋の膨ふくらみの形を見るに日向さんの弁当箱が入っているのだろうか。自分の弁当箱を持ってきて、何をしでかそうっていうんだ。

  「手を繫つないでくれなかったですよね、今日」

  　僕は噴ふき出した。

  　公衆の面前で何を言い出すんだ！

  「だから私、今日はおしおきとして」

  　日向さんは頰ほおをほんのり赤く染めてもじもじ腰を揺らしている。

  「お昼休みも、仁じんくんと一緒に過ごすつもりなんでよろしくお願いしますね」

  　おしおきって何だ、それは！

  　ざわり、と教室がざわめき立つ。

  　今、この瞬間、僕はかなり目立ってしまっている。クラスの注目の的だ。悪い意味で。

  　いろいろあって空気キャラになってしまった僕、日向さんのストーカー扱いされて邪険にされた僕、日向さんの記憶が戻ってもクラスメイトの記憶は戻っていなかったためやっぱりぼっちキャラのままな僕。

  　そんな紆う余よ曲きよく折せつがあった僕が、今ではクラスメイトから嫉しつ妬との視線を浴びる状況になってしまった。嫌なレベルアップ加減だ。こうも立場が移り変わるのであれば、いい加減ついていけなくなる。最初からついていけてなかった気もするが。

  「一緒にご飯を食べましょう？」

  　そう言いながら日向さんは僕の前の席の椅い子すを借りると、僕の前に座った。

  　柔らかく微ほほ笑えんでいる日向さんの顔が間近にある。

  　そうして一緒にお弁当を箸はしで突ついていたら、ぽつりと日向さんが言った。

  「何だかいいですね」

  「え？」

  「こうやってたくさん人のいる前で一緒に過ごすのも」

  　何な故ぜ、と僕が尋ねると日向さんがはにかんだ。

  「だって、こうして仁じんくんと私、奴ど隷れいとご主人様の関係を見せつけているわけでしょう？　きっと、みんな、私たちのこと、複雑ながらも羨うらやましいと思っているわけでしょう？　人からそんなふうに思われるというのも新鮮だし、心地よいなって思うんです」

  　僕がどうやって答えようか迷っているうちに日ひ向なたさんは悪いた戯ずらっぽく僕に笑いかける。

  「私は、覚えているんですよ？」

  　小さく日向さんは肩をすくめた

  「仁くんのことが頭からなくなっちゃったときのことです」

  　日向さんは目を閉じて、口ずさむように言葉を紡つむいだ。

  「仁くん、私にすごく一生懸命になってくれていましたよね。私はその姿を鮮明に思い出せます」

  　そう言ってふんわりと瞼まぶたを開ける。丸くて可愛かわいらしい日向さんの瞳ひとみが感情豊かに揺れ動く。

  「だから仁くんが私に言こと霊だまについて話してくれたときのことも記憶にあります」

  　再度僕に視線を移す。彼女の視線に僕はどきりとした。

  「仁くんのクラスの人たち、まだ仁くんのことを思い出せていないんですか？」

  　すぐに日向さんは僕から視線を逸そらした。周囲のクラスメイトたちを見渡している。

  「仁くんのことを思い出したのは、私だけですか？」

  　日向さんの言葉を聞いて僕がこくりと頷うなずくと彼女が破顔した。

  　胸の前で手と手を合わせて、ほっこりとした笑えみを向けた。

  「すごいですね」

  　頰ほおを紅潮させて僕を見つめてくる。

  「私は仁くんを独り占めしているんですね。本当に仁くんは、私だけの奴隷なんですね」

  　後ろのほうの言葉に、どうしてか嬉うれしいと思うよりも先に不安が沸き立つ。

  「今、こうやって仁くんと過ごした時間、世界にいるのは私だけなんですよね」

  　日向さんの言葉にはどこか蜃しん気き楼ろうのような危あやうさが込もっている。

  「そのことなんだけど」

  　このまま彼女を喋しやべらせてはいけない。その前にちゃんと僕は僕の気持ちを伝えなければ。何だか、日向さんがずっと前を走り続けているように思えて、僕の知らないところに行ってしまったような気がして、僕はそんな彼女に追いつきたいという想いで言葉を紡ぐ。

  「僕は、この状況を受け入れようと思っていて」

  　僕の言葉を聞いて間かん髪はつ容いれずに日向さんが告げた。

  「それはつまり私の、この関係を受け入れてくれるってことですよね」

  　彼女の声に僕は息を短く吐き出した。

  「だって、今の仁くんの世界にいるのは私だけです」

  　そうだ。彼女だけが僕のことを思い出してくれている。

  「ふたりきりの世界ですね。ロマンチックです」

  　そんなふうに表現できるほどいいものなのだろうか。

  　だって、この状況は。

  「言こと霊だまなんて不安定なもので創り上げられたものなんだ。もしかしたらこのままの状態だと何が起こるかわからな……」

  「私は怖くありません」

  　日ひ向なたさんは緩ゆるやかに、淡々と、僕の気持ちを否定した。

  「こうやって奴ど隷れいとご主人様の関係でいられるのなら、一緒にいられるのならば、私は幸せです」

  　真ま面じ目めな顔をして日向さんは話す。

  「私、仁じんくんと過ごした記憶が戻ってからずっと考えていたんです」

  　苦しそうに、日向さんの眉まゆが歪ゆがんだ。

  「仁くんと一緒にいたい気持ちが本当なんだって」

  　そう言いながら日向さんは自分の胸を強く手で押さえた。

  「私は記憶がなかったとき、ずっともやもやしたものを抱かかえていました」

  　ぎゅっとそのまま制服を摑つかんだので、彼女の胸の辺りに皺しわができる。

  「苦しくて、苦しくて、自分でもどうしたらいいのかわかりませんでした」

  　ふるふる、と弱々しく日向さんは首を横に振っている。そして素早く顔を上げたと思うと、僕に力強い笑えみを見せてきた。

  「だけどこうして仁くんと話していて、そのもやもやがなくなっていくのが実感できたから」

  　日向さんは幸せそうだった。

  「私は仁くんの傍そばにいたかったんです、ご主人様として」

  　僕をしっかりと見つめて、感情の渦を口にする。

  「私は私の気持ちを持ったまま、仁くんと一緒にいたいんです」

  　ぽろぽろと零こぼれる日向さんの感情の塊に、僕は押し流されそうになる。

  「私はこのままでいたいです」

  　日向さんの双そう眸ぼうには強さと危あやうさが潜ひそんでいる。ちらちらと見え隠れしている。

  「不安定だとしても曖あい昧まいだとしても、ようやく手に入れたこの現実を、一瞬を、大事にしたいんです。ありのまま受け入れたいんです」

  　その言葉は僕と同じだ。

  　僕も現実を受け入れたい、けれど。

  　日向さんと僕の言葉には、明らかなずれがあるような気がするんだ。

  「どうか私のことを裏切らないでくださいね」

  　日向さんは微ほほ笑えんだ。

  「裏切るとか裏切らないとか、そういった考えはどこにもないよ」

  　日ひ向なたさんの気持ちの強さに押し潰つぶされそうになりながら、僕はようやくそれだけ答えた、

  「それならいいんです」

  　日向さんが満足そうに笑った。

  「変なお話をしてごめんなさい。ほら、お弁当を食べましょう。見てください」

  　僕は日向さんの弁当に視線をやる。

  「今日は私が作ったんです」

  　僕は彼女の弁当にひとつ形の悪い卵焼きがあることに気づいた。思わずそれに注目してしまう。僕の視線に気づいた日向さんが恥ずかしそうに小さく身じろぎした。

  「た、卵焼きは失敗したんです。気にしないでください。他のはちゃんと全部美お味いしいですから」

  　その仕草があんまりに必死で、日向さんらしくなかったので、僕は怪け訝げんに思う。一体、何がそんなに彼女を慌てさせるんだろう。

  「ほ、ほら、食べてみてください」

  　日向さんは僕に自分のお弁当を差し出してきた。

  　僕はしばらく考えたのちに、彼女の弁当からひとつだけおかずを選んだ。自分の箸はしでおかずをつまむ。

  「あっ」

  　日向さんが小さく声を漏もらす。

  　そう、僕が選んだのは卵焼きだった。

  「卵焼き、美味しいよ。形が悪いとか関係ないから、気にしなくていいと思う」

  　僕が日向さんにそう言うと彼女は照れ臭そうに、そしてばつの悪そうな笑顔を浮かべた。

  　だけど、そんな笑顔を僕は直視できなかった。

  　気づいてしまったからだ。

  　だって日向さんの後ろにいるんだ。

  　幡はたヶが谷やさんが僕の教室の教卓の中に隠れているんだ。

  　黒い傘かさがちらりと見えているんだ。

  　取り残されているんだ。

  　幡ヶ谷さんだけが。

  　不思議で不安定で曖あい昧まいな力に押し流されて、幡ヶ谷さんだけが戻ってきていないんだ。

  　その状況を僕は受け入れられなかった。

  　現実を受け入れるとはいっても、再度不思議な力に翻ほん弄ろうされてできあがってしまった歪いびつな状況をそのまま受け入れることなんて、到底できそうにもなかった。

  　僕が受け入れたかったのはありのままの現実で。

  　こんな不可思議な力が介入して歪ゆがまされたものじゃ、決してないんだ。

  　日ひ向なたさんが僕の表情に気づいて、自分の後ろに視線をやった。

  「……」

  　少しだけ考え込むような素振りを見せたあと、

  「そんなに彼女が気になりますか」

  　そう、尋ねてくる。

  　ゆっくり頷うなずく僕に、日向さんはさっと目を伏せて、そうですか、と呟つぶやいたのだった。

  

  　△▼△

  

  　放課後、授業が終わるやいなや、僕の足は自然とモチェの資料館に向かっていた。

  　僕はぼんやりと空を眺める。清すが々すがしいくらいの青色だ。嫌いや気けがさしてしまいそうになる。こんなにも僕の気持ちは重く引きずってしまっているというのに。

  　日向さんが記憶を失っているときの気持ちを、もやもや、だと表現していたが、今の僕がまさしくそうだ。

  　もやもやしている。とりあえず幡はたヶが谷やさんと話がしたい。

  　だけど、と僕は憂ゆう鬱うつな息を吐き出す。

  　幡ヶ谷さんとは話したくてもちゃんと話すことができない。それが今の僕の現実だ。

  　僕は振り向いた。視線もない、気配もない。今、幡ヶ谷さんは僕をストーキングしていない。僕の傍そばにいない。

  　モチェの資料館の前で待っていれば、そのうち彼女がやってくるのだろうか。

  　いいや、駄目だろう。彼女は僕が近づくと逃げ出してしまうのだ。

  　どうすればいいのだろう。ただ、前を向いて話し合いたいだけなのだ。

  　僕は幡ヶ谷さんに電話することにした。電話ならもしかしたら会話の糸口が摑つかめるかもしれない。

  　電話を操作して耳に当てる。

  　着信音がすぐ近くから聞こえた。

  　コンコンコン、コンコンコン、まるでわら人形を釘で打つような不吉な音だ。

  　まさか、この着信音の相手は。

  　僕は戸惑いながら辺りを見回す。音は近くの茂みから聞こえてくる。

  　この茂みの陰に幡ヶ谷さんが隠れているのか？　そうなのか？

  　僕はそこに近寄ろうとしたが、やめた。せっかく彼女が近くにいるのに、距離を離すような真ま似ねを自分からしてどうするのだ。

  　彼女に気づかないふりをして僕は幡ヶ谷さんが電話に出てくれるのを待つ。

  　着信音が途絶えた。

  「幡はたヶが谷やさん？」

  　幡ヶ谷さんは電話に出てくれたけど、彼女からの返事はない。

  　だからといって諦あきらめちゃいけない。

  　僕はまだ彼女に対して本当のことを話していないのだ。

  「実は幡ヶ谷さんに言わなければいけないことがあって……」

  「知っているわ、私のことを呪のろっているのでしょう？」

  　声がすぐ近くから聞こえてくる。

  　間違いない、幡ヶ谷さんは茂みの中だ。

  「違う、そんなことはしていないんだ。お願いだから僕を信じて。これからちゃんと幡ヶ谷さんに接触しようとした理由を話すから」

  「信じられるわけがないわ。あなたの行動がすべてよ」

  　幡ヶ谷さんは即答した。

  　僕はその言葉に小さく息を呑む。確かに、最初、彼女をストーキングしているような真ま似ねをしたのは僕のほうだ。

  　それきり重たい沈黙が場を支配する。

  　幡ヶ谷さんの呼吸音が苦しげだった。

  「私が何かしたの？」

  　長い静寂を破った幡ヶ谷さんの声こわ音ねはとても弱々しい。

  「いや、別にそういうわけじゃ……」

  　幡ヶ谷さんを苦しめようと思ってとった行動ではない。だから彼女が傷ついたような様子を知るのは怖い。

  「私がここ最近、ずっと胸が苦しかったのはあなたのせいだったのね」

  　え？

  　彼女の言葉を聞いて僕は啞あ然ぜんとした。知らず身体からだが震ふるえてくる。

  　思わず電話が手から滑り落ちそうになるくらい、手が汗ばんできた。どうしてこんなに緊張してくるんだ、彼女の言葉を聞いているだけだというのに。

  「あなたが私を呪っていたからだったのね」

  　幡ヶ谷さんの声音に薄暗い怒りの念が込もる。

  「ようやくわかったわ。今すぐやめなさい」

  　日ひ向なたさんと同じように、幡ヶ谷さんも完全に僕のことを忘れてしまったわけではない？

  　だから身体に何らかの変化が？　日向さんも、そんなようなことを言っていた。

  　僕は思いきって尋ねる。

  「幡ヶ谷さん、言こと霊だまって知っている？」

  「知っているわ。それがどうしたというの？」

  「実は僕、言こと霊だまというものによって……」

  　僕は自分の置かれている状況を彼女に話すことにした。

  　もしかしたら幡はたヶが谷やさんなら、僕のことをわかってくれるかもしれないと感じたからだ。

  　だけど幡ヶ谷さんから返ってきた反応は無情なものだった。

  「あなたは、言霊の力を用いて私を呪のろおうとしているわけ？」

  　幡ヶ谷さんは悔くやしそうに言った。

  「呪いのわら人形はフェイクだったのね。何てずるいことを。そうやって本質から私の注目を逸そらして呪いを深めてきたのね。道理で日に日に苦痛が増していくんだって思っていたわ。あなたに騙だまされたわ」

  　違う。僕の話はだいぶ歪ゆがんだ形で幡ヶ谷さんに伝わってしまっていた。

  「怪あやしいと思ったからずっとつけ回していたのに。ひとつたりともあなたは隙すきを見せなかったのね。こんなことなら、もっとあなたに対して警戒するべきだったわ。あなたは毎日アホみたいな顔をして過ごしてばかりだったから。だけどそれも演技だったのね」

  　幡ヶ谷さんの中で僕が一流の呪じゆ術じゆつ師しになっているようだ。待て、それは間違っている。

  「演技じゃない。それは僕の素すだ」

  　どうして僕は自分でアホだと認めているのだろう。

  「それじゃあ、どうして私はこんなに苦しいのよ。あなたと話しているだけで、きりきり心臓が痛むのよ！」

  　それは僕にもわからない。

  「あなたが私を呪っているからでしょう？　もう呪うのはやめて！」

  　苦しいのよ、と幡ヶ谷さんはか細い声で続けた。

  　がさり、と幡ヶ谷さんが隠れている茂みが揺れ動いた、彼女の感情を表わしているかのようだ。

  「僕も」

  　僕はそれを一いち瞥べつしながら言葉を紡つむいだ。

  「幡ヶ谷さんと同じように苦しかったんだ」

  　どうか歪んだ形で彼女に伝わりませんように。

  　僕は強く願う。

  「だけど幡ヶ谷さんがいてくれたから、どうにか自分の心に納得のいく形で耐えることができたんだ」

  　事実だ。

  　そしてせっかく受け入れた現実がまた不思議な力で歪められようとしている。

  　それは嫌いやなんだ。こうして幡ヶ谷さんが苦しんでいることを知ったらなおさらだ。

  「幡はたヶが谷やさんのおかげだったから、幡ヶ谷さんだけが苦しんでいる現実は嫌いやなんだ」

  「あなたの言っていることはよくわからないわ！」

  　だんだん幡ヶ谷さんが興奮してきたようだ。彼女の呼吸音が激しさを増している。

  「私も今までの現実がいい。こんなふうに呪のろわれているのは耐えられないわ」

  　幡ヶ谷さんの言っている現実って何なんだ。僕のことを忘れているのに？

  「とにかく、もう私のことを呪うのはやめて」

  「君を呪っているというのは誤解なんだ。幡ヶ谷さんと話したかったからわら人形なんかを持ってきたんだ」

  「ふざけないで！」

  　とうとう彼女が立ち上がった。茂みを黒い傘かさが突き破った。黒い頭の上に緑の葉を数枚乗せて、幡ヶ谷さんが荒々しく肩で呼吸をしている。

  「あ」

  「あ」

  　ばっちり視線が合った。

  　声が被かぶった。

  　こうやって目が合ってしまえば、次に彼女が取る行動は予測できる。

  　うん、大丈夫だ。今、気づいたわけじゃない。さっきから僕は幡ヶ谷さんが茂みに隠れていることを知っていたので、そんなふうに驚かなくても大丈夫だ。

  　それからすぐさま逃げなくても問題ない。

  　取って食べたりしないのだから。

  　もう、僕の視界から消えているのだけれど。

  　せっかく彼女と交流できたのに、また台無しにしてしまった。

  

  

  　それでも僕は諦あきらめきれずモチェの資料館前に立ち尽くしていた。扉の前で何をすることもなく幡ヶ谷さんの姿だけを捜す。待っていれば、そのうち彼女が来るのだろうか。

  　だが、来たのは別の彼女だった。

  「やっぱりここにいたんですね」

  　声がした。

  　僕は驚いてゆっくりと振り向いた。

  　そこには吹く風に髪を乱して、日ひ向なたさんが立っていた。眉まゆを吊り上げている。じんわりとした暗い雰ふん囲い気きが彼女を包んでいるように見えた。

  「幡ヶ谷さんが気になって……」

  　どうして日向さんにこの言葉を口にするのを躊躇ためらってしまうのだろうか。別に悪いことをしているわけではないのに。強い風音が、言いかけた僕の言葉を打ち消す。

  　日ひ向なたさんは眉まゆ根ねを寄せて考え込むような表情を見せてくる。やがて彼女はゆっくりと口を開いた。

  「実は、仁じんくんに言わなければいけないことがあって」

  　何だろう。それを言いたいがために、僕を捜しにきたのだろうか。速くなる鼓動をもてあましながら、僕は日向さんの次の言葉を待った。

  「今日のお弁当、私の手作りじゃありません」

  　だが、彼女の口から出た言葉は予想外のものだった。

  「べ、弁当が何だって？」

  「だから、あのお弁当は私のお母さんが作ったもので、私の手作りじゃないんです。噓うそをついていたんです」

  　日向さんはそう言い切ったあとに、大きくため息をついた。

  　いきなりどうしたんだろう、日向さん。何が言いたいんだ。

  　目を丸くしている僕に、彼女は躊躇ためらいがちに告げてきた。

  「……もうひとつ、用事があって」

  　そのとき、僕の携帯電話が鳴った。

  　取るかどうか迷ったが日向さんが取ってください、とぽつりと言葉を漏もらしたので厚意に甘えることにする。

  「もしもし」

  　そういえば日向さんに気を取られて言われるがままに電話に出てしまったので、着信相手が誰かわかっていない。

  　沈黙だ。このパターンは。

  「幡はたヶが谷やさん？」

  　視界の隅に映っていた日向さんが僅わずかに身じろぎした。

  「僕の話を聞いてくれる気になったのかな？」

  「今晩、あなたを呪のろうわ」

  　え？

  「本格的にあなたのことを呪うって言ったのよ。目には目を、歯には歯を、呪いには呪いを」

  　幡ヶ谷さんがまた変なことを言い出してる。

  　でも、彼女は呪いの本質を見極めたいがために、基本呪うと口走りながらも呪じゆ術じゆつはしない性格の女の子だった。

  　追い詰められてしまったからこその言葉なのだろう。

  　じゃないと、こんな自分を傷つけるようなことを彼女は言い出さない気がするんだ。

  「もう意味のわからない気持ちが苦しくて死にたい。だけど死ぬのは嫌いや。ひとりで死ぬなんて嫌いや。どうせ死ぬのならば、あなたも道連れにするわ。冥めい府ふの底まで引きずり下ろしてすり潰つぶして呪のろい殺してあげるわ」

  　彼女をここまで追い詰めてしまったのは僕なのか。

  　僕の心が息苦しさとともに絶望という黒い色で塗り潰されてしまう。もう幡はたヶが谷やさんが呪わなくても僕の存在は潰される寸前だ。

  「既にあなたの髪の毛は入手済みよ」

  　モチェの呪じゆ術じゆつでもよかったのだけれど、あれを使うと研究していたお母さんたちを穢けがすようなことにもなるから、と囁ささやくような声が続いた。無意識に心の声を漏もらしてしまったかのような、苦しい吐息だった。

  　やっぱり、本当は幡ヶ谷さんは、呪術なんてしたくないんじゃないか？

  　もしそうだとしたら、絶対に止めなければいけない。

  　幡ヶ谷さんの電話が切れた。僕は呆ぼう然ぜんと電話を見つめていた。

  　髪の毛、そしてモチェの呪術は行使しないということを彼女は言っていた。ということはわら人形を使うつもりなのか？

  「今の電話は何だったんですか」

  　日ひ向なたさんの声がした。彼女にしては、とても静かな声だ。僕は彼女のその感情に戸惑いながらも返答した。

  「幡ヶ谷さんから電話があって……」

  「幡ヶ谷さん、ですか、やっぱり。……聞いていいですか？　仁じんくんは何がしたいんですか」

  　日向さんはまっすぐ僕を見据えてきた。彼女の瞳ひとみの奥に、深くは読み取れないけど強い意志が見え隠れしている。

  「僕は……」

  　僕は口にする言葉を探しながら言った。

  「このままじゃ駄目だと思ってるんだ。だって幡ヶ谷さんはまだ言こと霊だまに翻ほん弄ろうされて逃げ場がなくなってしまっているんだ。日向さんだって変な行動を取っている幡ヶ谷さんに気づいているだろう？」

  　僕は不思議な力で形作られて歪ゆがめられて、誰かひとりが不幸になるような現状が許せないのだ。

  「言霊で創り上げられた世界に僕だけが取り残されるなら受け入れるよ。それは自己責任のうちだけど、幡ヶ谷さんだけ取り残されて僕は知らん顔をするなんて、それは違うだろう。このまま幡ヶ谷さんを放置したままにはできないんだよ」

  「あの娘こは仁くんのことを思い出していないんでしょう？」

  　日向さんは風に弄もてあそばれる髪を手で押さえつけながら、低い声音を出した。

  　どうしてそこで、幡ヶ谷さんが僕のことを思い出していないという事実を告げてくるのだろうか。僕は日ひ向なたさんの気持ちが全くわからなかった。

  「私でいいじゃないですか」

  　唐突に。

  　日向さんは無表情に言った。感情が見えないのが逆に怖い。

  「私だけで構わないですよね」

  　再度、日向さんは同じような言葉を繰り返す。少しだけ俯うつむきながら、今度は自分に言い聞かせているような声音だった。

  「ふたりきりの世界の、何が不満なんですか？」

  　日向さんは自分の胸に手を当てた。眉まゆをひそめて僕を見つめてくる。

  「この世界は言こと霊だまというわけのわからない要素がしっちゃかめっちゃかにしたものだ。日向さんは、本当にそれでいいのか？　だって日向さんの気持ちが消えたり元に戻ったりして。そんなふうに弄ばれて、日向さんだって嫌いやだろう？　今も、そんな曖あい昧まいな力に僕たちは振り回されてしまっているんだよ。どこかで終わりにしないといけないじゃないか」

  「じゃあ、ここで終わりにすればいいじゃないですか。何が駄目なんですか？」

  　日向さんは心底不思議そうな顔をして問いかけてくる。

  「そういうのは駄目だよ」

  　僕は日向さんに自分の気持ちが伝わるように一生懸命に言葉を選ぶ。

  「何が駄目なんですか？」

  　全部だ。どうして不思議な力に振り回されるのをよしとするんだ。そんなものは間違っているんだ。

  「幡はたヶが谷やさんは僕が追い詰めたせいで、僕に対して呪のろいを行おうとしているみたいなんだ。でも本当は幡ヶ谷さんは、そんなことをしたくないと考えている人なんだ。僕の責任でそんなことをさせるんなら、僕が止めてあげないといけない」

  「そんなの、放っておけばいいじゃないですか。仁くんが気にする必要なんてどこにもないじゃないですか。どうして仁くんがあの娘こを止めないといけないんですか？」

  　日向さんが僕のほうに一歩足を踏み出した。そんな彼女とは違って、僕はまだ動けないでいる。

  「あの娘がそうしたいなら好きにさせてあげればいいじゃないですか。あの娘の痛々しい行動に、仁くんが振り回されることはないじゃないですか。私から見れば、もしあなたがあの娘の記憶を取り戻そうとしているにしても、その行為は無駄に思えます」

  　無駄に思えても無駄にしたくない。今まで僕はいろんなことをやってきたけど、結局無駄になったことばかりだった。そうならないためにも前に進みたい。何かを積み上げていきたいんだ。

  　僕は少しでもそんな気持ちが日向さんに伝わるように、声を上げる。

  「記憶を取り戻すだけじゃなくて、こんな歪いびつな状況に巻き込まれ、本来しなくてもいいことや苦痛になってしまうことをできるだけ彼女から取り除いてあげたいんだ」

  　日ひ向なたさんは俯うつむいた。

  「どうしてそれだけのことを彼女に……？　私にはそこまで配慮してくれないんですか？　私は記憶が戻ったから、もうそれでいいんですか？　終わりですか？　どうでもいいんですか？」

  　日向さんをないがしろにしたいわけじゃない。僕は喉のどの奥から声を振り絞って言った。

  「そういう意味じゃなくて……」

  「そういう意味じゃないですか」

  　日向さんが淡々とした口調で口にした。

  「私は今、とても辛つらいです。そんな私の気持ちは無視するんですか？」

  　無視したくない。だからこうして向かい合って会話をしている。どうしてこうもうまくいかないのだろう。

  「そんなにあの娘このことが気になるなら、私が仁じんくんの代わりにあの娘を止めてあげます。それなら仁くんの悩みも解消されるでしょう？」

  　日向さんの声に僕はすべての言葉を封じられてしまいそうになる。だけど、ぐっと口をこじ開けた。日向さんの望みを受け入れることはできないんだ。

  「ここで日向さんに僕のしでかしたことの不始末を任せるのは間違っているよ。今回のことは、僕の責任なんだ。僕の軽はずみな言葉がきっかけなんだ」

  　僕は眼に力を込めた。そのまままっすぐ、日向さんを見つめる。

  「だから最後まで僕が片をつけないと」

  　目を逸そらさない。顔を背そむけない。

  「僕自身だけがどうなろうが別にいいけれど、それ以外の誰かがこのまま本来しなくてもいいこと、やりたくないことを、不思議な力のせいでやらざるをえない状況になるのは駄目だ。僕のしでかしたことだ。だから僕は、僕自身で幡はたヶが谷やさんを止めたいんだ」

  　誰かに責任を押しつけてひとりだけ逃げ出すなんて嫌いやなんだ。

  　日向さんは何も返答しなかった。長い沈黙のあと、日向さんがため息をついた。

  

  「……そこまで自分でちゃんとわかって覚悟を決めているなら、いいんじゃないでしょうか」

  

  　え？

  　さっきまでの厳しい雰ふん囲い気きは既にない。

  　穏おだやかな笑えみを浮かべて日向さんは僕を見つめている。

  　どういうことなんだ？　さっきまであんなに僕を糾きゆう弾だんしていたのに。

  「ごめんなさい。ちょっと仁くんを試すような真ま似ねをしちゃいましたね。だけど、私は私なりに、仁じんくんの気持ちを確認したかったんです」

  「どうしてそんなことを？」

  　僕の戸惑いを見て日ひ向なたさんは苦笑した。

  「さっき、私、お弁当の話をしましたよね。あの話には続きがあるんです」

  　彼女は恥ずかしそうに俯うつむく。

  「あの卵焼きだけ、私が作ったんですよ」

  　あの形の悪い卵焼きのことか。

  「私は恥ずかしくて全部自分が作ったことにしちゃったんですけど、仁くんは卵焼きを美お味いしいって言ってくれました」

  　そこまで言って、日向さんは大きく息を吸い込んで顎あごを上げた。

  「噓うそをつかなくても、ごまかさなくても、卑ひ怯きようなことをしなくてもいいんですよね。仁くんは、そんなのしなくても、ちゃんと私自身を見てくれるんですよね。確か私のオタク趣味がばれたときも、そうでした。だから」

  　日向さんは僕の持っている携帯電話を指差した。

  「やっぱり、戦うのなら正々堂々とじゃないと。同じ土俵じゃないと！　幡はたヶが谷やさんを私と同じ土俵に引きずり出してください。仁くん」

  　きらきらとした双そう眸ぼうで日向さんは朗ほがらかに笑う。しかし、戦うって何を？

  　どちらにせよ、日向さんは幡ヶ谷さんの記憶を取り戻せと言っているのだろうけれど。

  「並大抵の努力じゃどうにもならないかもしれないけど。覚悟が甘いなら、このずるい状況のままでもいいかな、と思ったんですけど。……さっきのやりとりでわかりましたから。それだけの気持ちがあるなら、ちゃんとできると思います」

  　日向さんはにっこり笑いながらも僕に指を突きつけてきた。

  「これは、仁くんにしかできないことなんだと思います」

  「日向さん」

  　僕はじわりとした喜びを感じていた。

  　日向さんは一時的だけど彼女自身を悪者にして、僕の気持ちの整理をつけさせてくれたうえに、背中まで押してくれたのだ。

  　そういえば、と僕は思い出す。

  　僕が記憶を失った一週間の事件のとき、雨の中、幡ヶ谷さんをを捜し出そうとしていた僕の背中を、日向さんは同じようにそっと押してくれた。そのおかげで僕は前に進むことができたんだ。

  　──変わらないものは、ここにもある。

  　僕はなんだかすごく嬉うれしかった。

  「ありがとう。女の子に対してこんな言葉をかけるのは間違っているかもしれないけど、すごいかっこいいよ。何だか自信がついた気がする」

  「いいんです。この借りは、今度、放課後にいろいろ仁じんくんの身体からだで返してもらいますから。それじゃ、頑張ってください」

  　最後に笑いかけた彼女の表情は、声こわ音ねとは違って寂しげだった。

  　日ひ向なたさんは僕に背を向けて立ち去っていく。しっかりとした足取りだ。

  　途中、彼女は歩みを止めて僕のほうに振り向いた。

  「もし、今ここで、私が行かないでください、って仁くんに言ったらどうしますか？」

  「え？」

  「噓うそです、冗談ですよ。仁くんって、本当に引っかかりすぎです」

  　すぐに彼女は前を向いて、すたすたと早足で行ってしまった。

  　彼女の、不安定で繊細な笑顔が強く印象に残っている。

  　僕はしばらくうまく考えることもできず呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

  　既に彼女の姿の見えなくなった空に、そっと腕だけ伸ばした。だけど当然届くはずもない。

  　僕はその手を拳に変えた。日向さんが最後にどうしてあんな言葉をかけたのかはわからないけれど、そこまで僕を鼓こ舞ぶしようとしてくれた気持ちを裏切りたくはないのだ。

  

  

  「ずいぶん意い気き揚よう々ようと帰るじゃないか。何だい、何か心に決めたことでもあるのかい」

  　藤ふじ森もりさんだ。わざわざ僕を待っていたのだろうか。僕をからかうために？

  「うん、不思議な力でぐちゃぐちゃになった現状をどうにかしたいんだ」

  「現状をどうにかしたい？　この間と言っていることが違うじゃないか。それに説明したよね、ボクは」

  　藤森さんは僕を見上げてきた。

  「片方が記憶を取り戻したのなら、片方が永遠に君のことを思い出すことはないって。それなのに、どうして無駄なことをするのかな。君は何がしたいのかな」

  「幡はたヶが谷やさんを放ってはおけない」

  　それだけはわかる。僕はきっぱり言った。

  「既に定められたことに抗あらがったって無駄だよね」

  　藤森さんはくすくすと笑いながら口にする。

  「大人しく現実を受け入れるというのであれば」

  　藤森さんの口調は独特だ。感情が込もっていないくせに抑揚のある口調で喋しやべる。聞くほうの感情の持ちようによってはとても耳みみ障ざわりに聞こえるのだ。

  「この歪いびつな状況も飲み干すべきなんじゃないかな」

  　藤森さんは残酷な現実を口にする。

  「……藤ふじ森もりさんは、あんなふうになってしまった幡はたヶが谷やさんは放っておけって言うのか？」

  　もう歪ゆがみきった現実はうんざりだ。僕の言葉を聞いて藤森さんは柔らかく微ほほ笑えんだ。

  「あんなふうになってしまったって……」

  　僕の鼻先で、藤森さんは人差し指でくるりと円を描く。

  「そのきっかけを作ったのは、もとを正せば君のせいだよね？」

  　僕はうな垂れた。その通りだ。ぐうの音も出ない。

  「それを君が後悔して反省するのは、まあよしとしても」

  　藤森さんの言葉は続く。ころころと鈴を転がすような声で。

  「そんな彼女の現状を君が否定してしまうなんて」

  　愉ゆ悦えつを含んだ瞳ひとみで、僕の顔を覗のぞき込んでくる。

  「それっておかしくないかな？」

  　藤森さんの声は毒ほど刺激はないが、泥のように粘り着いて不快感を催もよおす。

  「君は彼女の現実を、ありのままの彼女を否定していることに繫つながらないかな？」

  「すごく楽しそうだね、藤森さん」

  　僕の言葉に藤森さんがざらついた声でははっと笑った。

  「言葉は素敵だ。すれ違い、矛盾、差異、ずれ、いろいろな音を奏でて、様々な色彩を見せてくれる。だからボクは日本語が好きで、そんな素晴らしい言葉で編み出された日本文学が好きなんだよ」

  　藤森さんは大きく両腕を広げて空を見上げている。

  「君の言葉は日本文学者の生み出す言葉には到底敵かなわないけれど、なかなかボクの満足するものを見せつけてくれるね」

  　そうして僕を見つめてきた。相変わらず奥深い双そう眸ぼうが彼女の顔に貼はり付いていた。

  「それはつまり」

  　僕は逡しゆん巡じゆんしながらも言った。

  「僕の言葉が矛盾だらけだと言いたいのか、藤森さんは」

  「どうだろう」

  　ところが藤森さんはあっさりと僕への追及の手を弛ゆるめた。おかしい、もっと酷ひどいことを言われると思っていたのに。

  　警戒していたので温かく頰ほおを弛ませた彼女の表情に、気をそがれる。

  「現実を受け入れたいと言いながら特定の個人に対しては、不幸に見えるがゆえに受け入れたくないと主張する」

  　藤森さんは目を閉じて人差し指の先を、今度は天めがけてくるくると回した。

  「それはとてつもなく単純な言葉で片付けられる想いだよ」

  「藤森さん、わかりにくいよ」

  「ボクからしてみればわかりやすいということさ」

  「僕は今、藤ふじ森もりさんの言葉を聞きながら逆に自分の気持ちがわからなくなってきたよ」

  「他人の音や色が混ざったら不協和音になるし黒く染まってしまう。それもまたわかりやすい道理だね」

  　藤森さんの言葉は難しい単語が混ざりすぎて呪じゆ文もんのようだ。

  「前の君よりは今の君のほうが好きだな」

  　話題を切り替えるように藤森さんは僕に言った。

  「は？」

  「だから少しだけ親切にしてあげることにするよ。君に対してね」

  　藤森さんは意地悪そうに目を細めた。

  「今の君のことをアホでもわかるくらいに容易な言葉で意訳してあげるよ。耳をかっぽじってよく聞きたまえ」

  　どうしてわざわざ藤森さんは僕を馬鹿にしながら言葉を口にするのだろう。とても傷つく。

  「つまり」

  　だが藤森さんはそんな僕の気持ちなど気にもとめず一方的に話しかけてくる。

  「自分が呪のろわれるのは構わない」

  　物理的な殴り込みに近い彼女の言葉は、僕の心に叩たたき込まれていく。

  「だけどある女の子が呪われるのは嫌いやだ。見ていられない」

  　ある女の子って誰のことだ？

  　幡はたヶが谷やさんのことか？　もしそうなのだとしたら。

  「ね？　わかりやすいよね？」

  　藤森さんはそう僕に話しかけながら可愛かわいらしく首を傾かしげた。

  　僕は顔を歪ゆがめてぽつりと言った。

  「それじゃあ」

  　まるで僕が幡ヶ谷さんを好きみたいじゃないか。

  

  　△▼△

  

  　その晩、僕は幡ヶ谷さんの居場所を捜し出すため、彼女の家付近にある神社を片っ端から調べた。

  　次の神社は僕の家から彼女の家に向かって、大きな川に沿って道路を数十分まっすぐに歩いた突き当たり、小高い丘を登って開けたところにある。とても見晴らしのいい神社だった。

  　神社の赤い鳥居に到着する。

  　ここもはずれだろうか。それとも幡ヶ谷さんはいるのだろうか、呪いの準備をしているのだろうか。

  

  

  　僕は幡はたヶが谷やさんを見つけることができた。

  　薄い灰色の霧に包まれて静せい謐ひつな雰ふん囲い気きを醸かもし出す境けい内だい、すぐ近くに崖がけがあるような隅っこ、大木の前に幡ヶ谷さんが立っていた。僕に背を向けている。左手には黒い傘かさを握りしめていた。

  　こんな状況でもお気に入りの傘を手放さない彼女に驚きながらも、僕は空を仰いだ。厚い雲に覆おおわれた空はいつ大粒の雫しずくを滴したたらせてもおかしくない。彼女が濡ぬれて風か邪ぜをひくようなことになってもいけないので、早くことを片付けなければいけない。

  「幡ヶ谷さん、やめよう」

  　さらさらと川の音が聞こえる。

  　幡ヶ谷さんが長い髪の毛を振り乱しながら振り向いた。

  「あなたが私を呪のろわないのならば、やめるわ」

  　真っ白い顔をして唇を震ふるわせながら幡ヶ谷さんは告げた。

  「そうじゃないなら、あなたを呪い殺すわ」

  「僕は幡ヶ谷さんを呪っていない。あれは誤解なんだ」

  「今さらそんなの言われても信じられないわ、あなたの言葉なんて」

  　悲しんでいるのか苦しんでいるのか困惑しているのか怒っているのか、様々な感情を幡ヶ谷さんは顔に貼はり付けている。

  　僕は幡ヶ谷さんに歩み寄る。幡ヶ谷さんはそんな僕を見ても動じなかった。ただ瞳ひとみの中にひとつ新しい感情が交ざったのか、ふわりと揺らいだ。

  「それに、あなたの言葉が本当ならばどうして私はこんなに苦しいの？」

  　はぁ、と、幡ヶ谷さんの苦痛に満ちた吐息が空気に溶け込む。

  「あなたを目にするたび、あなたのことを考えるたびに、胸が痛くなるのは何な故ぜなの？」

  　僕は答えられない。僕にもわからないからだ。幡ヶ谷さんは戻らなくなってしまった記憶を渇かつ望ぼうしているのだろうか。もうないものは手に入らないから苦しんでいるのだろうか。僕の推測でしかない。

  　彼女の苦しみがわからないから、僕は僕の想いを紡つむぐしかない。

  「幡ヶ谷さんは本当は呪じゆ術じゆつなんてしたくないんだよね。だったら無理してそんなことをする必要はない」

  　だけど一方的な想いを吐くだけではお互いの理解に繫つながらない。それはさっきまでの日ひ向なたさんとのやりとりが証明している。

  「苦しくて、苦しくて、何をしたらいいのか、自分が何をしようとしているのかすらわからないのに、あなたは私にもがき苦しみながら死ねと言うの？　このままだと死んでしまうからあなたを呪のろうと言っているのに？」

  「僕を呪っても苦しみが増すだけだ」

  「じゃあ、どうしたらいいのよ！」

  　幡はたヶが谷やさんのちょうど目線にある、大木の上部にわら人形が杭くいによって縫い付けられている。幡ヶ谷さんはそれに向かって釘を打ち付けようとした。

  　駄目だ！

  　僕は慌てて彼女の傍そばまで駆け寄ると、幡ヶ谷さんの細い腕を摑つかんだ。

  「離しなさい！」

  「駄目だ、それだけはやめたほうがいい！　本当は幡ヶ谷さんは呪いなんてしたくないはずなんだ！」

  　いくら力がないからといって暴れ回る幡ヶ谷さんを完全に押さえ込むのは難しい。彼女が手足を振り回すたびに持っていた傘かさや釘が僕の身体からだに当たりそうになる。

  　危ないので僕は避よけようと彼女から身を離した。

  　幡ヶ谷さんは息を荒らげながら僕を睨にらみつけている。後方にじりじりと下がる。それ以上は崖がけに落ちるかもしれないから危ない。実際に幡ヶ谷さんは暴れ回って疲れたのか、身体をよろめかせている。

  　強い風が吹いた。幡ヶ谷さんの細い身体がぐらりと傾く。

  「あっ」

  　瞬間、幡ヶ谷さんの手から黒い傘が零こぼれ落ちた。

  　傘は崖から落ちてその下を流れる川へと、風に乗って落下していく。それを僕はなす術すべもなく眺めていた。

  　傘は川の濁流に流されて、遠くへと消えてなくなってしまう。

  　僕は幡ヶ谷さんの腕を離した。幡ヶ谷さんはだらりと腕を下ろして、信じられないといった様子で、流れゆく川を見つめていた。

  　しばらく重たい沈黙が僕たちの間に横たわる。

  　ようやく幡ヶ谷さんは手を動かした。さっきまで傘を持っていたほう、何もなくなった手のひらを顔の間近まで持ち上げて、限界まで開いた目で凝視している。

  「あ」

  　ようやく彼女が声を発した。

  「あ、ああ、ああああ、ああああっ」

  　嗚お咽えつとは違う音が幡ヶ谷さんの喉から発せられる。

  　幡ヶ谷さんは激しく首を横に振ると、そのまま僕を放置して走って去っていってしまった。

  　僕は追いかけようとして、そのまま草に足を引っかけて、転んでしまう。

  　痛い。虚うつろな意識の中、遠くなっていく幡ヶ谷さんの気配と足音を感じていた。

  　同時に地面を濡ぬらしはじめた雨の匂においも。

  

  　幡はたヶが谷やさんのお母さんの形見である黒い傘かさは彼女の手から失われてしまった。

  　取り返しのつかないことをしてしまった。

  　僕がしてしまったことは、本当に、取り返しのつかないことだった。



  


   第五章　恋の玉手箱

  

  　僕は幡はたヶが谷やさんの家の前にいた。

  　激しい雨が地面を叩たたきつける中、僕は傘かさも差さずに立ち尽くしていた。

  　彼女が家から出てくるのを待っているのだ。

  　あれから、ありとあらゆる手段を使って幡ヶ谷さんと会話しようとした。だけど、幡ヶ谷さんは僕に会おうともしなかった。視界にすら入れたくないと僕を拒絶してしまった。だからどれだけ彼女に近づこうとしても、僕は彼女の姿を見ることすら難しくなってしまった。

  　僕はこうして幡ヶ谷さんの家の前で彼女を待ち続けることしか手段が残されていない。

  　幡ヶ谷さんからみれば嫌いやで堪たまらないだろう。本当は彼女の嫌がることをしたくはない。だけどきちんと会話もできないまま終わりにはできなかった。

  　もう駄目なのだろうか。

  　もう諦あきらめなければいけないのか。

  　不思議な力に屈して、それに歪ゆがめられたものを全部放置して、ひとりだけ安全な場所で何事もなかったように過ごせばいいのだろうか。

  　幡ヶ谷さんのことを諦めて、忘れてしまえばいいのだろうか。

  　それは駄目だと思った。まだできることもあるのに。

  　だけど、できることって何だろうか。こうしてただ立って待ち続けることなのだろうか。それしかできないのだろうか。

  　頭が朦もう朧ろうとしてきた。

  　気がつくとすっかり周囲が夜の闇やみに染まっていた。

  　時間感覚がない。手足も雨の冷たさに浸されて、感覚が麻ま痺ひしてきたようだ。

  　麻痺してきたくせに、何な故ぜか身体からだ全体が宙に浮いている感じがする。ふわふわと、僕の周りを覆おおい隠そうとする熱が冷え切った僕の手足に侵入しようとして力ちから尽ずくで体重を持ち上げようとしている感じだ。

  　何だかもう家に帰れと身体が訴えかけている気がするが、まだ僕は彼女を待ちたかった。

  　これが最後に残された手なら簡単に諦めるのはよくないと思った。

  　一方的な想いを吐き出しても無意味なのはわかっているのだけれど。

  　気がつくと、地面がとても間近にあった。

  　雨粒が僕の頰ほおをものすごい勢いで叩き続けている。反対側の頰は冷たいアスファルトに貼はり付いていた。

  　僕は倒れているのか。いつ気を失ったのか。それすらもわからないまま僕は再度立ち上がろうとした。

  　手足が小刻みに震ふるえてうまく動かない。震えを止める術すべすらわからない。どうしてこんなにも身体からだが言うことを聞かないのだろう。

  　身体全体に鈍い痛みが広がっていく。視界がぼんやりとした暗くら闇やみに満たされていく。

  　あれ？　これはまずいんじゃないか。

  　薄れていく視界の隅に、ひとりの少女が入る。流れるような長い髪の持ち主は誰だろうか。

  　幡はたヶが谷やさんに見えたのは、さすがに僕の願望だ。

  

  　△▼△

  

  　ふわふわと薄暗い景色の中で真っ白な天井だけが印象的だった。

  　ここはどこだろうか。僕はさっきまで幡ヶ谷さんの家の前で雨に打たれていたはずなのに。

  　視界が陰かげって見にくいので僕は眩まばゆい光を必死で探そうとした。だが身体が動かない。視線すら動かせない。

  「目が覚めたみたいだね」

  　ぽっかりと。

  　天井の白さを埋めるようにひとりの少女の顔が僕の目の前に出てきて僕に話しかけてきた。

  　僕を覗のぞき込んでいる。

  　藤ふじ森もりさんだ。瞳ひとみにはいつものように面白がるような感情が表われていた。

  　よく感じ取れば、僕の後頭部には柔らかい肌触りがあった。

  　もしかして僕は女の子に膝ひざ枕まくらされているのか？　だから僕の顔を藤森さんが上部から見下ろしているのか？

  　これは夢じゃないか？

  　何な故ぜならば、藤森さんは僕に膝枕をしてくれるようなキャラじゃない。

  　ここがどこだか知らないけれど、いきなり藤森さんが出てくるような空間だ。なら高い確率で現実ではない。

  　そう判断すると急に僕は安心した。夢の中なら僕は何か馬鹿なことをしても大丈夫だ。

  　最近、僕にとって都合のよい夢ばかり見ていたし、これもその類たぐいなのだろう。

  　辛つらいことばかりだったから、少しだけ甘やかしてほしいのだ。

  「おしおきが過ぎたね」

  　藤森さんは優しく僕に話しかけてきた。

  「それにボクは少し愉たのしみすぎたみたいだ」

  　猫なで声だ。彼女らしくない。

  「何事もほどほどが一番だしね」

  　藤森さんは人差し指を突き立てて、くるりと回した。

  「ボクが面白がっているばかりじゃ、アンフェアだ」

  　藤ふじ森もりさんは何を言っているのだろう。今回のことでいうならば、確かに仕掛けたのは藤森さんかもしれないけれど、彼女の忠告をよく考えもせず浅はかな行動をした僕が悪い。

  　優柔不断で、浅はかな、僕が。

  　僕はどきりとした。

  　徐々に藤森さんの顔が近づいてくる。

  　彼女の白くて柔らかな額ひたいが僕の額に優しく触れてきた。

  　一瞬だけふんわりした温度が僕の額にくっつき、そして少しだけ離れていく。

  　すぐそこに、彼女の呼吸音が聞こえる位置に、藤森さんの顔があった。

  「だから君に贈り物をしよう。本当の『玉手箱』をあげよう」

  　本当の『玉手箱』だって？

  「この『玉手箱』をどうするかは君次第だ」

  「『玉手箱』？　だって、あれは」

  　日ひ向なたさんにした事故キスがそうだったはずだ。

  「これは君が自分自身で頑張って創り上げた奇跡の産物だ。本来ありえるはずのなかった『玉手箱』。ボクが用意したまがい物ではなく言こと霊だまとも無関係だ。君だけの、君が本当にもらうべきだった『玉手箱』だ。この『玉手箱』をどう使うかは君にかかっているんだろうね」

  　言い終えた途端、藤森さんは笑った。彼女の息が鼻先にかかってくすぐったい。

  「どうして今、藤森さんは笑ったんだ？」

  「ボクだけが愉たのしむのは悪いから君への贈り物なのに、結局この状況を愉しんでいるボクがいてね。なかなか業ごうの深い性しよう根ねをしているのだと、実感したのさ」

  「……藤森さん、難しいことを言っているけど、ようは単に僕にむかついたからストレス解消ついでに僕を玩おも具ちやにしただけだろう。で、別にどのような状況であってもいつもニコニコしているのが藤森さんっていうイメージだし、別にそれでいいんじゃないかな」

  「言うね」

  「だってどうせこれは夢だろう。夢の中の藤森さんになら言いたいことを言うよ」

  　すると、藤森さんは驚いた表情をした。

  「他に言いたいことあるかい？」

  　僕は考え込む。ぱっと頭に思い浮かんだことを口にした。

  「近くで見ると藤森さんとても可愛かわいいね」

  　僕の言葉を聞いて藤森さんがきょとんとした。

  「あとすっごく柔らかい」

  　ふふっ、と藤森さんは恥ずかしそうに、可愛らしく声を立てて笑った。

  「無理して褒ほめなくていいんだよ？」

  「いや、逆にこういうのは現実の藤ふじ森もりさんには絶対に言わないね。こういうのも面白がるに決まっているしね。あと変な[image: ]うわさを立てられそうだから。そういう意味では無理して褒ほめているのかもしれないけれど」

  「ふーん、そう」

  　藤森さんは眉み間けんに皺しわを寄せて首を傾かしげた。

  「そうだ、それ！」

  　僕は息を苦しげに吐きながら言った。

  「藤森さんは笑っているときよりも、そんなふうに不思議そうな顔をしたり、さっきみたいに驚いたりしたほうが意外性があって可愛かわいい。普段あんまり見ないからかな」

  「君はその素直さだけが取とり柄えだね」

  　藤森さんが唇くちびるを緩ゆるく結んで何ともいえない表情をしている。

  「その顔も良いね」

  　と、僕が調子に乗って言うと藤森さんが這はうような声こわ音ねで答えた。

  「なるほど、素直さも馬鹿さ加減もいきすぎると毒になるね」

  「そんな現実の藤森さんみたいにストレートに言わないでほしい。夢の中なんだからもっとオブラートに包んでほしい」

  「もう一回言こと霊だまの力を使ってあげようか？」
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  「それは申し訳ないけどやめてほしいな。そういう遠回しに聞こえるけど実はかなりストレートっていうのもいつもの藤ふじ森もりさんらしいからいらない。もっと夢の中っぽくありえない藤森さんがいい」

  「……」

  　とつぜん。

  　藤森さんが僕の鼻先をかじってきた。

  　生なま温ぬるさと粘っこい感触が鈍い痛みとともに僕に襲いかかる。気持ちが悪いような、むずがゆいような曖あい昧まいな感情が僕の中に生じて、僕は混乱したまま声を出す。

  「あいたっ。何するんだ！」

  　藤森さんがぱっと僕から顔を離した。心の底から愉たのしんでいるような満面の笑えみを見せてきた。

  「夢の中でしかしないようなことをやったまでさ。君の望み通りにね」

  「女の子にかじられるなんて初めてだ」

  「それじゃ、ちゅうしてほしい？」

  「勘弁してください」

  　僕が自分にとって都合のいい藤森さんを創り上げたら、こんなふうに中途半端に甘えさせてくれる存在になるのだろう。

  「最後にひとつ忠告だよ。あんな真ま似ねはいくらなんでもやめたまえ」

  　あんな真似とは幡はたヶが谷やさんの家の前で彼女のことを待ち続けたことだろうか。

  「さてもうしばらくはおやすみ」

  　藤森さんは僕の目元を温かな手のひらで覆おおい隠した。

  「怖い現実はどうせまだしばらくは続くのだから。……もっとも怖くするかしないかは君次第なんだろうけど」

  

  

  　僕は目が覚めた。

  　さっきまでひどい夢を見ていたようだった。

  　身体からだ中じゆうがマグマのように煮立っている。僕は自分の額に手を当てようとして腕が動くことに安あん堵どした。

  　たぶん発熱している。雨に打たれすぎたのだろうか。僕は半身を起こして周りを見渡した。

  　学校の保健室だった。僕はベッドに寝かされているようだった。

  　見上げると真っ白い天井がある。夢の中と同じだ。だけど藤森さんはどこにもいないから、やっぱりあれは夢だったのだろう。彼女が膝ひざ枕まくらをしてくれるなんて、やはりありえない。

  　窓の外を見ると真っ暗だった。

  　しかし、それにしても一体誰がわざわざ僕をここまで運んでくれたのだろうか。僕はきっと幡はたヶが谷やさんの家の前で倒れてしまったはずなのに。

  　僕は視界の隅に映ったものに驚いて、その方向に首を向けた。

  　ベッドの横に置いてあるものを凝視する。

  「これは」

  　幡ヶ谷さんの傘かさだった。

  　彼女のお気に入りの、お母さんの形見である大事な傘だった。

  「どうしてここに」

  　まるで夢の中の藤ふじ森もりさんが告げた『玉手箱』のようだ。突然僕の前に現れた。親切な誰かが僕に渡してくれたのだろうか。

  　だけど僕は傘の惨さん状じようを見て顔をしかめた。

  　布は無残に破れていて、穴だらけだ。骨もバキバキに折れていて、ところどころ汚きたならしい泥も付着している。

  　これでは。

  　こんな状態では幡ヶ谷さんに返せない。

  　この傘を幡ヶ谷さんの目に入れてしまったら、彼女は今以上に傷ついてしまうのではないか。

  　もしかしたら、いつか無事な姿で見つかるかもしれないという一筋の希望でどうにか精神を保っているのかもしれないのに。

  　彼女に悲しい想いをさせたくない。そんなことのために行動したんじゃない。

  

  　夢の中の藤森さんは、怖い現実が続くのだとしてもそれは自分次第だと言った。

  　夢の中の藤森さんは、僕が自力で創り上げた奇跡の産物が本当の『玉手箱』だと言った。

  　本当はあれは夢じゃなくて現実だったのか？

  　藤森さんが僕に幡ヶ谷さんの傘を『玉手箱』として与えてくれたのか？

  

  　僕は目を閉じて素早く首を横に振った。

  　不思議なことや曖あい昧まいなことに惑わされてはいけない。ここに幡ヶ谷さんの傘があるなら、それがどうしてここにあるかなど気にしても仕方ない。

  

  　僕は今までの出来事を振り返った。

  　真っ先に思い浮かんだのが、黒い傘を差した幡ヶ谷さんの姿だった。

  　どれだけ変わろうとも変わらない何かがあった。

  　日ひ向なたさんだってそうだ。何もなくなった心の奥底に、もやもやがあったと言った。それは彼女にとっての変わらない何かだ。

  　幡はたヶが谷やさんだってそうだ。幡ヶ谷さんも苦しみを覚えていた。なくしたはずの記憶に大事にしたいものがあったからなのだろう。

  　だからどれだけ酷ひどい状態であっても、変わらない何かがあるはずだ。

  　僕が幡ヶ谷さんの変わらない綺き麗れいな姿を見て、救われたように。

  　僕は傘かさを拾い上げる。この傘は彼女に返さなければいけない。けれど、それだけじゃなく、僕は僕自身大切に思っているこの気持ちを、幡ヶ谷さんへの感謝を彼女に伝えたい。

  　彼女のおかげで僕は変われたのだから。

  　同時に時計を見る。外は暗いけど、まだ間に合う時間帯だ。

  　向かう先は決まっていた。

  

  　僕は自分でいろんなことを調べることのできる手段を既に手に入れている。図書館を利用すればいい。

  　僕は何がしたいのか、明確にわかっている。

  　あとは行動するだけだ。

  

  　藤ふじ森もりさんがかつて僕に言った言葉を思い出していた。

  　虹は簡単に作り出せるのだと。

  

  　△▼△

  

  　数時間経過した。

  　時間ぎりぎりだった。

  　でも、もう一度見たいものがあった。

  　それを再現したいと思ったんだ。

  

  　準備ができたので、僕は幡ヶ谷さんを呼び出すことにした。

  　手段はひとつしかない。電話だ。

  　彼女が僕を着信拒否していれば終わりだ。

  　僕はどうか繫つながりますようにと祈りながら電話を握りしめる。

  　コール音が鳴った。大丈夫だったみたいだ。僕はほっとした。

  　ここからだ。もしかしたら彼女は出てくれないかもしれないから。

  　体感時間にしてみれば長いコールのあと、プツリ、と音が鳴りやんだ。

  　そして、沈黙だ。間違いない、幡ヶ谷さんが出てくれたんだ！

  「幡ヶ谷さんの傘を見つけたよ」

  　もったいぶったことはしない。一度彼女が電話に出てくれたのならば、これがラストチャンスだ。

  　だから簡かん潔けつ明めい瞭りように用件を彼女に伝える。

  「それを返したいと思うんだ」

  「どこにあるの」

  　すぐに彼女の返答がきた。

  「学校で待っている」

  　舌と喉のどの奥が渇かわいて気持ちが悪い。僕は不快感を唾つばごと飲み込んだ。

  

  　学校の屋上は夜の空気で冷え切って、いっそう寒々とした空間に仕立て上がっていた。

  　空を仰げば、闇やみはところどころに散らばる暗雲すら真っ黒に染め上げてしまっている。

  　いつもなら心すらその闇に沈んでしまいそうになるのだけれど、今の僕は違っていた。

  　どんどん暗くなってしまえばいいとも、思っていた。

  　だってそのほうが、きっと綺き麗れいに見えるから。

  

  　学校の校門で幡はたヶが谷やさんを待っていると、しばらくして彼女の可か憐れんな姿がぽっと夜闇に浮かぶようにして見えた。

  　幡ヶ谷さんはいつもの漆しつ黒こくの服ではなくシンプルな薄着だった。少し寒そうだ。

  　僕は彼女を背にして走り出した。

  「あ、ちょっと！」

  　僕の姿を捉えた幡ヶ谷さんが急に走り出した僕に驚いて、僕のあとを追いかけてきた。

  「幡ヶ谷さん！」

  　そのまま階段を駆け上がり、屋上に続く扉の前まで来たとき、階段のだいぶ下にいる幡ヶ谷さんに向かって僕は呼びかけた。

  　幡ヶ谷さんは驚きよう愕がくした顔で立ち止まり、僕を見上げる。

  「最初にちゃんと謝らなければいけないんだ。ごめんなさい！」

  　僕は苦しげに言って、背後に隠していた幡ヶ谷さんの傘かさを差した。

  　無残に破れて傘と呼べなくなってしまったものを、幡ヶ谷さんに見せつける。

  　それを見た彼女の瞳ひとみが一瞬だけ大きくなり、やがて細くなったかと思うと感情の波に揺れだした。

  「こんなに……」

  　涙の代わりなのだろうか。幡ヶ谷さんは僕に叫んだ。

  「大事な傘だったのに！」

  　長い髪を振り乱して、感情を子供のように爆発させていた。

  「返しなさいよ！」

  　僕は素早く彼女に背を向けると、黒い傘かさを開いたまま屋上の扉を勢いよく開いた。

  「待ちなさい！」

  　彼女が激しい足音を立てながら追いかけてきた。

  　やがて屋上の中央で僕が立ち止まったのと同じに、彼女が屋上までやってきた。

  　僕はそこで、ようやく彼女のほうへと首を向けた。

  「汚きたなくしてしまったけど」

  　言葉に力を込める。それしかできないから。

  「綺き麗れいにすることはできるんだ」

  　僕は手を伸ばして黒い傘を空に掲げた。

  「例えば、こんなふうに」

  　そう、僕が。

  　虹色を背にした幡はたヶが谷やさんを綺麗だと思ったように。

  　僕は空を仰いだ。

  　いつの間にか暗雲は薄まって散り散りになっていて、星々がまるで僕にのしかかってくるように眩まばゆいばかりの輝きを主張していた。宝石みたいな白い光は今にも地上に降り注いでしまいそうなくらいに空に[image: ]あふれていた。

  

  　僕の掲げた傘の上に、小さな虹がかかっていた。

  

  　頼りなく、ぼんやりとした光だけれども。

  　白い光に照らされて、淡くきらきらとした海面のような半楕だ円えん形けいの虹が僕の上にかかっていた。

  　ボロボロになってしまう部分を覆おおい隠して、儚はかなく繊細な色彩が夜の闇やみを柔らかく飾り立てていた。

  　すぐにでも消えてなくなってしまいそうな、溶けてしまいそうなくらいの色だというのに、まるで虹自体が健けな気げな意志を持っているかのように、一生懸命に光り輝いていた。

  　傘の穴からは闇を彩る星々が見える。星のきらめきのなか、淡い虹色が重なり合う。様々な色が折り重なってできる奇跡は、まるで夏の陽かげ炎ろうのように神秘的で儚い。けれど、力強い。

  　僕は幡ヶ谷さんのほうに視線を移した。彼女は呆ほうけた表情で僕より少し上を眺めている。

  　星空にかかる虹に驚いているのだ。

  　そんな彼女の表情を見て、僕の心にほっこりとした感覚が生じた。白さ湯ゆのほんのりとした湯気が僕の鼻先をかすめているような、そんな自然でさりげない気持ちだ。気がつくと微ほほ笑えんでしまうような温ぬくもりだ。

  　僕は本当に、屋上にいた幡はたヶが谷やさんの姿に感動したんだ。虹と重なり合うようにして存在していた幡ヶ谷さんの姿がとても綺き麗れいすぎて、僕は彼女のことを可愛かわいいと思った最初の気持ちを思いだしたんだ。

  　どんなに状況が変わっても幡ヶ谷さんは輝いていた。

  　だから僕はそんな幡ヶ谷さんがいるなら、ありのままの現実を受け入れたいと、そう思えたんだ。

  　僕が前向きになれたのは、虹色の幡ヶ谷さんを見たからなんだ。

  　だから、その状況を再現したかったんだ。

  　どうかそんな僕の気持ちが。

  　少しでも幡ヶ谷さんに伝わりますように。

  　僕が見た光景が。

  　少しでも幡ヶ谷さんと共感できますように。

  　僕は強く、強く祈り、願う。

  「真っ暗な夜なのに虹が？　どうして？　雨も降っていないのに？」

  　呟つぶやいている幡ヶ谷さんに僕はゆっくりと告げた。

  「僕はいつでも君を傘かさに入れるよ」

  　彼女に一歩だけ歩み寄って、黒い傘を差し出した。

  「たとえ君が僕のことを忘れたのだとしても」

  

  　僕自身が彼女のことを好きだったことを忘れているのだとしても。

  　ちゃんと君を傘に入れることができたのだから。

  　君自身が僕のことを忘れたのだとしても。

  　きっとその約束は変わらない。

  　何度でも、何度でも。

  　繰り返し、繰り返し。

  　どれだけ僕たちの関係が変わっても、約束を果たしてみせるよ。

  　ひとり雨に打たれている君を、雨だけでなくすべてから、守ってみせるから。

  

  「……仁じん、庄しよう助すけ？」

  　幡ヶ谷さんがぽつりと呟いた。

  　僕は目を丸くして彼女を凝視した。

  「え？　あれ？　どういうことなのかしら」

  　幡ヶ谷さんの様子がおかしい。僕は黒い傘を持ったまま、ぎこちなく彼女に近づいていく。

  「僕のことを思い出したの？」

  　幡はたヶが谷やさんが左右に首を揺れ動かしながら、視線を不安定に空に彷徨さまよわせていた。

  「あなた、何を意味のわからないことを。……いえ、意味のわからないことを言っているのは、私？　頭がこんがらがっているのだけれど、どういうことかしら？」

  　どうもこうも。

  　こんな奇跡が、起こってもいいものなのか。

  「幡ヶ谷さんにとって、僕は……？」

  　とはいえ、もしかしたらそんなに思い出せていないのかもしれない。知り合い程度に戻っただけなのかもしれないし。

  　──でも。

  　どっちだって、何だって、かまわない。今のままで、僕は満足だ。

  　幡ヶ谷さんは耳まで顔を真っ赤に染め上げて、ぷいと僕から顔を背そむけた。

  　その反応は逆に困るのだけれど。

  「と、とにかく！」

  　妙に焦あせった気持ちになってしまうので僕は話題を切り替えることにした。

  「幡ヶ谷さんが僕を着信拒否しなくてよかった。もしされていたら何もかも終わりだったから」

  「ちゃくしんきょひって何かしら？」

  　これまたきょとんとした顔つきで幡ヶ谷さんが言った。

  「私、電話はおばあちゃんとしか喋しやべらないから、あまり使い方を知らないのよね」

  　これは反応に困る。

  「もしかして幡ヶ谷さんのアドレス帳って……」

  「あなたとおばあちゃんだけよ。それがどうしたのよ。みんな、そんなもんじゃないの？」

  　幡ヶ谷さんには悪いけど、彼女が電話を使い慣れていなくて本当によかった。

  　幡ヶ谷さんがふと、僕の後ろに目を向けた。感心したように息をつく。

  「それにしてもこれ、どうやったのよ」

  　彼女は、僕の頭の上にかかった虹を指差していた。

  「人工的に虹を作ったんだ」

  「そんなの見たらわかるわよ。方法を聞いているのよ」

  「道具さえ用意したら簡単だよ」

  　僕は背後に目を向ける。そこには屋上の金網を利用して黒いカーテンがかけてあった。屋上の隅からはライトがカーテンに向けられて設置してある。

  「小学生レベルの工作だから、時間とお金さえあれば……」

  「そうじゃなくて、そういう意味じゃなくて！」

  　幡ヶ谷さんの長い髪が彼女の首の動きに合わせてふわふわと揺れた。

  「もういいわ」

  　幡はたヶが谷やさんはつい、と顎あごを逸そらした。

  　僕はそんな彼女に傘かさを差しだした。

  「ごめん、大事な傘なのに」

  「いいのよ」

  　幡ヶ谷さんは顔を背そむけたまま、言った。

  「確かに、今の私は傘を持っていないけれど」

  　やがて恥ずかしそうに正面を向くと、僕の持っている傘と自分の手を交互に見つめる。

  「空いた手を……」

  　やがて彼女は傘を持っていない僕の手を優しく両手で握りしめてきた。

  「代わりにあなたの手で埋めればいいのだわ」

  　彼女の柔らかい体温が僕の冷え切った身体からだをじんわりと温めてくる。

  「それで許してあげる」

  　僕と幡ヶ谷さんは手を繫つなぎ合っている。真正面からそういうことをされると、とても恥ずかしい。幡ヶ谷さんも夜の闇やみに目立つほど顔を真っ赤にしている。

  「もう少しこのままでいましょう。この虹はとても綺き麗れいだから」

  　幡ヶ谷さんは僕から少しだけ視線を逸らしてもごもごと口ごもりながら言う。

  「あなたと一緒に見つめていたいのよ」
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  　ふんわりと幡はたヶが谷やさんは笑った。

  　久しぶりの彼女の笑顔は、夜も更ふけているというのにとても眩まばゆく感じられたものだった。

  

  　△▼△

  

  　幡ヶ谷さんの記憶は戻ったけど、だからといってそれ以外の人の記憶は戻らなかった。

  　僕から朝の挨あい拶さつをしなければ誰も僕に挨拶しないし、忘れ物をしたり授業中にわからないことがあったりで、困ったときに力を借りようとするとうざがられる。休み時間に会話に交ざろうとすると困惑される。

  　そんな感じでクラスメイトからは変わらず赤の他人扱いされるけれど、現実なんてそんなものだ。

  　前みたいにそんな対応を受けることで、いちいち落ち込みはしない。

  　石いし原はらに関していうならば、少しだけ打ち解けることができた。ノートを貸してくれるくらいには。

  　だから、きっとめげずに明るい気持ちで交流を続ければ、いつか何とかなるものだ。

  

  　次の日の放課後、僕は藤ふじ森もりさんと話をするために彼女の席のほうを見た。

  　だけど彼女はいちはやく帰宅したみたいで、既すでに席にはいなかった。僕はどうしても彼女と話をしたくて彼女を追いかけるように下駄箱に向かった。終礼は終わったばかりだから走ったら追いつけるはずだ。

  　何な故ぜ藤森さんと会話したいのかというと、幡ヶ谷さんの傘かさについてだ。

  　僕を保健室に運んだのは誰なのか、というのも確かに疑問なのだが、あの傘は一体誰が僕に渡してくれたのかということがどうしても気になっていたのだ。あのとき、僕は傘が出てくる前に藤森さんが出てくるような夢を見ていたような気がした。もしかしたらあれは夢ではなく現実の藤森さんだったんじゃなかろうか。

  　もし藤森さんが幡ヶ谷さんの傘を見つけ出してくれたのならお礼を言わなければいけない。

  　下駄箱に着いたら藤森さんがちょうど靴くつを履はき替えるところだった。

  　よかった、追いついたみたいだ。

  　走ってきたので息苦しい。それに今日の僕はマスクをしていた。長時間雨に打たれ続けたせいで風か邪ぜを引いたのだ。

  　僕は呼吸を調えながら藤森さんに話しかけた。

  「藤森さん、ちょっと待って。大事な用事があるんだ」

  「君も面白い男だよね」

  　藤森さんは僕を見つめながら告げてきた。

  「あれだけボクにひどい目にあわされたのに、それでも平気でボクに話しかけるんだから。普通の人ならボクのことを嫌いになると思うよ？」

  「何でそんなことで僕が藤ふじ森もりさんを嫌いになるわけさ」

  　僕の返答に藤森さんは僅わずかに目を見開いた。

  「そんなことより、僕は先日幡はたヶが谷やさんの傘かさをなくしてしまったんだけど、それがいきなり僕の前に現れたんだ。それってやっぱり藤森さんが……」

  　藤森さんは外そと履ばきの靴くつを手にしながら僕に向かって返答した。

  「それって重要？」

  　藤森さんは上履きを脱ぎ捨てて、外履きの靴に履き替えた。藤森さんは上履きを下駄箱にしまいながら、言葉を続けた。

  「君に幡ヶ谷月つく夜よの傘を返したのが誰かなんて、明らかにしなきゃいけないこと？」

  「もしも藤森さんがそうなら、ちゃんとお礼を言おうと思って……」

  「お礼ね。仮に、だ。もしそうだとしてもボクは言こと霊だまを使って君を振り回すだけ振り回したんだからお礼を言われるような立場でもない気がするけどね？」

  「藤森さんじゃないのか、本当に？　……だけど、それはそれとして、僕は藤森さんがせっかく協力してくれたのに、それをないがしろにしてこんなことをしでかしたわけだから……」

  「それなら君、前に謝ってくれたじゃないか、ボクに。それ以上はいらないよ」

  　そうやって冷たくあしらう藤森さんを僕は見つめていた。本当に藤森さんがあの幡ヶ谷さんの傘を渡してくれたわけじゃないのか？　藤森さんはごまかしているだけなんじゃないか？　いつもの、藤森さんなりの意地悪なのだろうか。

  　藤森さんはしばらく僕をじっと見つめていたが、

  「そんなにボクに悪いと思っているなら、少し付き合ってくれないかな」

  　無邪気な双そう眸ぼうをくるりと輝かせて笑いかけてきた。

  「欲しいものがあるんだよ」

  

  

  　藤森さんと一緒に校門まで行ってみたら、校門の前に黒い高級車が停とまっていた。

  　僕は目を丸くしながら藤森さんに言った。

  「この車は藤森さんちの？　もしや藤森さんを迎えにきたのか？　車通学なんてアリなの？」

  「そうだよ。ボクの祖父はこの学校の理事長だから少し融通がきくんだよ」

  　融通がきくというレベルじゃない。

  「さぁ、乗って。すぐに走らせるから」

  　藤森さんの言葉に背中を押されるようにして僕はおそるおそる車内に乗り込んだ。

  　椅い子すに座った感触が既に家の車とは比べものにならないくらいにいい。車内の雰ふん囲い気きも重厚感[image: ]あふれるような感じがする。居心地が悪い。逃げ出したい気持ちだ。

  　やがて藤ふじ森もりさんが僕の隣に乗り込んできた。こうして並んで座ると、藤森さんの頭がだいぶ下にあるので彼女がかなり小柄な体格をしているとわかる。

  　僕はちょこんと手を膝ひざの上に乗せて座り込んでいる藤森さんに話しかけた。

  「これからどこに行くのかな」

  「まぁまぁ、目的地がわからないほうが面白いよね。ほら、ミステリーツアーとかはそういう面白さを楽しむためのものだろう」

  「藤森さんは面白いかもしれないけど、ボクはどこに連れていかれるのかわからなくて不安だよ」

  「そんな感じでガクガク震ふるえている君を見るのが面白いんじゃないか。馬鹿だなぁ」

  　藤森さんは可か憐れんな花のような笑えみを浮かべてきた。そして面と向かって馬鹿と言われた。この笑顔でそんな言葉を吐かれるときつい。

  　しばらくして高級車は大きな家の壁に沿って停とまった。僕は窓からその家を見る。

  　二階建ての家屋なのに広くて大きい。明るい肌色をした壁に、オレンジ色した丸まる瓦がわらが特徴的だ。全体的にシンプルなのに中央玄関だけは豪華な作りになっていた。丸いアーチ型をした玄関口が三つ並んで存在しているのだ。二階にある小窓とは違って一階はアーチ状の大きな窓枠になっているのも面白い。煙突まである。

  　庭は綺き麗れいに芝しば生ふが敷かれてあった。

  　藤森さんは僕をちらりと見ると車から出ていこうとする。

  「ちょ、ちょっとどこに行くんだ」

  「君はここで少しだけ待っていてくれたまえ。すぐに戻ってくるから」

  　藤森さんはそう言うと僕を放置して外に出ていった。彼女の向かう先を目で追うと、藤森さんはその外国風のお屋敷へと歩いていく。藤森さんの家なのか、あれ。やっぱりすごいお金持ちなんだ、彼女は。

  　やがて戻ってきた彼女は制服から私服に着替えていた。

  　首回りが大きく開いて、両肩を出した服を着ている。袖そでは少し長めで彼女の手の甲半分まで隠れていた。いつもは下ろしている髪を上部でひとまとめにしている。細やかな彼女の髪の毛がすっと身体からだをなぞるように流れていた。

  　もともと細身な子が、さらに華きや奢しやですっきりした雰囲気に見える。

  　というか、すっかり外国人だ。絶対日本語通じない。通じると言われても信じられないくらいに北欧系美少女モデルさんだ。いつものセーラー服を見慣れているからこそ、外国人モデルになってしまった藤森さんがまるで別人のように思える。

  　さっと車に乗り込んだ藤森さんに、僕は興奮したように話しかけた。

  「藤森さんち、やっぱり金持ちなんじゃないか」

  「金持ちとかそんなのどうでもいいじゃないか。人のステータスばかり見ていないで、女の子が近くにいるんだったらもっと面白い話題を出せないのかな、君は」

  　藤ふじ森もりさん、すごい冷たい。

  

  「着いたね」

  　藤森さんの言葉に外を見ると、こぢんまりとした民家のような建物の前だった。

  「ここは？」

  「ここでちょっと買い物をね」

  　買い物だって？　わざわざ車で？

  　しかし、買い物だとしても藤森さんくらいの金持ちだったら高級デパートみたいなところに行くんじゃないのか。拍子抜けだ。

  「ここ、何屋さんなんだ？」

  　僕が話しかけても、藤森さんはわからないほうが面白いよね、と答える。お店に入った藤森さんのあとをついていくと、そこは少し開けた工房があった。何を作っているのかわからないけれど、妙な形をした工具や機械がその辺に置いてある。藤森さんは近くにあった椅い子すに座り込んで、彼女に近づいてきた店長らしき白髪の老人に一言、二言喋しやべった。どう聞いても日本語じゃなかった。

  　居心地の悪さはいまだ続いている。その気持ちをごまかす意味もあって僕は藤森さんに話しかけた。

  「それで、僕はどこまで藤森さんに付き合えばいいんだ？」

  「ボクの気が済むまでだよ」

  　藤森さんは目を閉じて歌うように言葉を紡つむいだ。

  「そういえばさっき幡はたヶが谷やさんの傘かさがどうの、とか言っていたけど、今、君と彼女たちの関係はどうなっているのかな？」

  「いろいろあったんだけど、とにかく奇跡的に彼女の記憶が戻ったんだよ。でも戻ったのは幡ヶ谷さんの記憶だけで、他の人たちは何も僕のことを覚えていないみたいだけど、僕はそれはそれでいいと思っている。……でも、こんな情報、僕に聞くまでもなく藤森さんは知っていると思っていたんだけど、知らなかったのか？」

  「いいや、知っているよ。だけど君の口から、君から見た事実を確認したかったんだよ」

  　ニコリと笑う藤森さん。

  　私服姿の藤森さんは普段以上に性格が悪くなっている気がする。

  「つまり今回の君の道のりはこうか。うっかり失言したせいで変な力に巻き込まれて友達全員失いましたけど、ふたりだけ戻ってきました。……文章にしてみると随分単純だね」

  「そうやってまとめたら単純かもしれないけれど、実際はかなり苦労したんだよ」

  　僕の言葉を聞いて、ふふ、と藤ふじ森もりさんは軽やかに笑った。そして言葉を続ける。

  「そんな君を見てひとつ気づいたことがあって……」

  　藤森さんのガラス玉のような瞳ひとみが僕に向けられる。

  「ボクは明治文学の三大作家、露ろ伴はんと鴎おう外がいと逍しよう遙ようが『浦島伝説』を素材にして作品を書いた理由は、その物語が言こと霊だまだからこそなのかと思ったんだよ。実際、『浦島伝説』が言霊だという説もあったしね。だからこそ僕は『浦島太郎』を言霊とみなして一生懸命研究していたけど」

  　彼女は短く息を吐き出した。

  「物事はもっと単純だったのかもね」

  　藤森さんは僕から視線を逸そらして虚うつろな目を天井に向けた。

  「彼らはただ『浦島太郎』の物語が好きだからリメイクに挑戦しただけなのかも」

  　そう言って、彼女はその明治文学の三大作家の書いた『浦島太郎』について説明しだした。

  「露伴の『新浦島』という作品は浦島太郎の百代目の子孫の物語。ただ『浦島太郎』のパロディを書きたかっただけなのかも」

  　指をひとつひとつ折りながら、彼女は言う。

  「鴎外の『玉たま篋くしげ両ふたり浦うら嶼しま』という作品は、鴎外が独自の解釈で書いた戯曲。乙おと姫ひめの未練が巧みに描写されているから、単純に鴎外は乙姫様のファンで、彼女をたくさん自分の作品に登場させたかっただけなのかも」

  　藤森さんはどこか寂しそうだ。

  「逍遙の『新曲浦島』という作品では浦島太郎が釣り中に少女の幻影を見てそれに取り憑つかれた人物として扱われている。難しいことを抜きにして、単純に恋する浦島太郎を書きたかっただけなのかも」

  　そう言い切った彼女は再度僕を見つめた。

  「実は一番言霊に振り回されていたのは、君じゃなくてボクだったのかもね」

  　顎あごに手を添えて藤森さんは微ほほ笑えんだ。

  「そもそも言霊すら本当に存在したのかどうか」

  「それを僕が言うのはまだしも、藤森さんが言ったら駄目だろう」

  「だってボクの予測を超えた事象ばかり起こってしまったのだから」

  「藤森さんの予測って？　こうなるように藤森さんが仕組んだんじゃないの？」

  　僕の言葉に藤森さんは無言のまま曖あい昧まいに笑った。

  「わかっていたことだけど、人知を超えたものを理解するなんて、最初から無理だったんだろうね」

  　そうぽつりと呟つぶやくように告げた。

  「ボクは『浦島太郎』の言霊に潜ひそんだ『玉手箱』はすべてを元通りにするアイテムだと理屈づけていたけど、そうじゃなくて君の場合は、単純に贈られた本人にとって大切なものをしまう宝箱だったのかもね」

  「どういうこと？」

  　そう僕が尋ねると藤ふじ森もりさんが人差し指を立てて声を弾ませて説明した。

  「だから、結局君にとっての『玉手箱』は幡はたヶが谷や月つく夜よとの記憶で、それを大事にしたいから『玉手箱』にしまっていて、それを君が努力することによって開けることができたから彼女は記憶を取り戻したんじゃないのかな。神み谷たに日ひ向なたの記憶がキスによって戻ったのは別にキスの行為がトリガーになったというよりは、そのキスそのものが君にとっては大事にしたいものだったのさ。相手を間違えてしまっただけでね」

  　だからその言い方だと僕が幡ヶ谷さんを好きなように聞こえるんだけど。

  　恥ずかしいので遠回しだとしてもそれを僕に向かって言うのはよしてほしい。

  「実際、白昼夢でも本当の夢でも、『玉手箱』の中身をイメージするような何かしらのものを見なかった？　覚えない？」

  「そう言われれば、立て続けに浦島太郎に関連する夢をいっぱい見ていたけど」

  　最近は見ていない。

  　最後に『玉手箱』の中身を見た気もしなくもないが、そこだけとてもぼんやりしている。

  「よくわからない。だけど、ふたりにキスされたときの記憶じゃない、ような……僕自身の記憶のような、そうでないような……」

  　藤森さんはその言葉を聞いて難しい顔をした。

  「君が覚えてられないってことは、既に君自身の中からなくなっちゃったものが入っていたのかな。例えば、この間、君がなくした一週間の記憶とかさ。なくしたくせに大事に取っておきたかったって、それはそれで救えない気もするけどね」

  　彼女は小さく首を傾かしげた。

  「ま、全部、君が経験したことから推測したボクの持論だ」

  「藤森さんの言葉を聞いていると何だかよくわからなくなってきたよ。どうして僕は幡ヶ谷さんの記憶を取り戻すことができたのかな」

  「そんなの、君が根性でどうにかしたからに決まっているだろう」

  「え？」

  「え？　じゃないよ。結局、君の行動と結果は『言こと霊だま』に関するボクの理解を超えたところにあるんだから」

  　根性論に落ち着いたのか。それならば、さっきの藤森さんの話よりはわかりやすいけど。

  　それにしても、と僕は思う。藤森さんはいつも他人のことばかり面白がっているので、そういうのを抜きにしてこうして自分の考え、しかも自分が反省したこと、気づいたことを話してくれるのはとても珍しい。なので、それを口にしてみた。

  「藤森さんがそうやって己おのれを省かえりみる姿なんて何だか新鮮だよ。しかも、そんなにたくさん僕に話をしてくれるなんて」

  「ああ、まぁ、単なる時間稼ぎだからね」

  　え？

  　時間稼ぎってどういうことだ？

  　僕が頭に疑問符を浮かべていると店の奥に引っ込んでいた店長がやってくる気配を感じた。そういえば、まだ疑問は残っている。僕は藤ふじ森もりさんに尋ねた。

  「……それはそうと結局、藤森さんが欲しいのは何だったんだ？」

  「靴くつだよ。僕が登校用に履はき潰つぶしているのはオーダーメイド。しかも買ったばかりでひとつしか持ってなかったんだよ。それなのに汚れちゃって。洗っても一度ついた汚れはなかなか落ちなくてね。それだったらもうひとつ、新しいのを急きゆう遽きよ作らせたほうが早いと思って」

  　靴が汚れた？

  　そういえば、と僕は下駄箱で藤森さんが靴を履き替えていた現場を思い返す。あのとき藤森さんの外そと履ばきの靴はひどく汚れてしまっていた。乾いた泥がこびりついていて、傷もところどころについていて、色も落ちかけていた。

  　まるで川かドブの中に長時間入ったあとのように。

  　やっぱり藤森さんが幡はたヶが谷やさんの傘かさを見つけてくれたのか！

  　あの鼻をかじってきた藤森さんは夢じゃなくて現実だったのか！

  　しかも彼女自身が川に入ってまで捜してくれたのか？

  　僕は思わず藤森さんに近寄り、手をぎゅうと握りしめてしまった。

  「幡ヶ谷さんの傘をくれたのは藤森さんだったんだね、ありがとう！　それじゃ、あの夢の中にいた変な藤森さんは本物の藤森さんだったんだ」

  「変な藤森さんだって？　失礼だな」

  　僕の言葉に藤森さんが周囲を気にするかのように居心地悪げにしながら僕の手から逃のがれようとする。

  「ご、ごめん、つい嬉うれしくて」

  　僕は彼女の手を離した。藤森さんは苦笑すると首を横に振る。

  「いいんだよ、気にしないで」

  　彼女は立ち上がると僕のマスクを取り外した。

  「そんなふうに言うんだったら、変な藤森さんに、今ここでなってあげようか？」

  「え？」

  「例えば」

  　藤森さんは背伸びして、僕の後頭部に手を添えた。

  「もう一回鼻をかじられてみる？　それとも」

  　彼女はぐっと顔を近づけてくる。

  「今度こそちゅうしてあげようか？」

  　その瞬間、背後から声をかけられた。

  「仁じんくん、何しているんですか！」

  「仁庄しよう助すけ！」

  　聞き慣れた声だった。僕は驚きよう愕がくして素早く振り向いた。

  　何な故ぜかお店の前に日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんが立っていた。

  「ふたりとも、どうしてここに！」

  　僕が叫ぶと藤ふじ森もりさんが僕から顔を離してけろりとした顔で答えた。

  「ボクが呼んだんだよ」

  「なんで？」

  「なんでって、そのほうがボクにとって面白いから」

  「面白いからだって！」

  「それ以外に何の理由があるっていうのさ」

  　僕は顔から血の気が引いていくのを覚えた。

  　まさか、時間稼ぎっていうのは。

  　長く話を引っ張ることによって、ふたりがこの店に来るタイミングを計っていたっていうのか！

  　厄やつ介かいな事態にしたいために、わざわざ変な藤森さんみたいな真ま似ねをしたっていうのか？

  「あ、店長さんだ！　それじゃあ、ボクは会計を済ませてくるから、どうかふたりと仲良くね」

  　やってきた店長から藤森さんは嬉き々きとした態度で靴くつを受け取ると、そのまま店の奥に引っ込んだ。

  「仁くん、どうして藤森さんと一緒にいるんですか？　何しているんですか？　本当は今日、私、仁くんにいろいろ頼むつもりだったのに。そうと思いきや藤森さんと放課後デートしているし、というか、キスしようとしているし！」

  　日向さんがずかずかとした足取りで僕に詰め寄る。

  「仁庄助、せめて理由を説明して。何故あんな女と、あ、あんなことしようとしているのよ」

  　幡ヶ谷さんは日向さんみたいに近づいてこないけど、遠くから鬼の形相で睨にらみつけてきている。

  「理由も何も、藤森さんに連れてこられて……」

  　僕の言い訳に、当然ふたりが納得するわけもない。

  　藤森さん、早く戻ってきてくれないか！

  　だが、実際に彼女が戻ってきたのは、僕がふたりにもみくちゃにされたあとのことだった。

  

  　△▼△

  

  「これはどういうことなんですか！」

  　事件がある程度片付いてから数日後のこと。

  　お昼休み、自分の教室で僕の前の席に座った日ひ向なたさんが声を張り上げた。

  　日向さんのお弁当は洋食風だ。ハムと卵のココットにパスタだ。ココットの横にはゆでたいんげんで彩いろどりが添えられている。パスタはシーフードで海老やパセリ、唐辛子の輪切りが上に乗っていた。

  「どうって？」

  「何かしら」

  　藤ふじ森もりさんと幡はたヶが谷やさんが僕たちのほうを見て同時に声を上げた。

  　僕の椅い子すの横に無理やり入り込む形で藤森さんと幡ヶ谷さんが座っている。

  　藤森さんのお弁当は外見に似合わず和風でさけの照り焼き弁当だ。焦げ目のをつけたさけの横には切った長ねぎとしいたけの塩焼きがある。また他のおかずとしてひき肉、ミックスベジタブルを入れたオムレツ、油揚げの袋煮があった。ご飯の真ん中には梅干しがぽつんと置いてある。

  　幡ヶ谷さんのお弁当は家庭的だ。豚肉としめじの甘辛煮をメインに、しらすが入った卵焼きに、ほうれん草をおかかであえたおかずだ。丸いおにぎりの上にはさけとわかめのふりかけがまぶしてある。

  　ちなみに僕はというと絶賛風か邪ぜ引き真っ最中なのでりんごだけ持ってきている。

  　結局、本格的に風邪をこじらせてしまったのだ。

  　りんごも食べたくないくらいに食欲ないし、マスクをしていないと頻ひん発ぱつするくしゃみと鼻水で菌を飛ばしてしまいそうだし、悲惨な状況だ。熱があると思うので早く帰りたい。

  　こんな豪華なお弁当のなか、りんごだけを食べるというのも虚むなしいので、今日くらいはひとりで昼飯を食べたいのに、女の子三人に囲まれた昼食風景である。不思議で堪たまらない。周りの視線が痛い。

  　藤森さんは目をきらきらさせながら日向さんに話しかけていた。

  「あれあれ？　どういうことって叫んだだけで何も言わないわけ？　いいんだよ。思う存分幡ヶ谷月つく夜よと喧けん嘩かしても」

  「幡ヶ谷さんだけじゃない、あなたのことも『どういうこと』に含まれています。何な故ぜあなたがここに参加しているんですか？」

  　日向さんの不機嫌そうな声に藤森さんが不満そうな声で答える。

  「何な故ぜって」

  　藤森さんは小さな胸をはった。

  「だって彼のことを一番よく知っているのはボクだからね。彼を間近で観察して愉たのしんでも文句言えないよね」

  「どういうことなんですか、それは！」

  　日ひ向なたさんが激高しても、藤ふじ森もりさんはどこ吹く風だ。

  「深い意味はないんだけど」

  「どう聞いても深い意味しか読み取れないんですけど！」

  「それは君の心に深読みしてしまうくらい何かやましいことがあるからだろう？　君の心が原因なのにボクを責められてもね。それは酷ひどい責任転嫁だとしかボクには思えないな」

  　余裕の笑えみを崩さない藤森さんに日向さんが顔を歪ゆがめて身を引きながら言った。

  「め、面倒臭いです、この子」

  　その言葉に藤森さんがニヤニヤしながら返答する。

  「ひどいな。天下の生徒会長が人前でそんなことを言って大丈夫なのかな？」

  「それは、どういう意味ですか？」

  「だから深い意味はないって言っているよね。どうしようかな、神み谷たに日向ってわりと面倒臭い反応をするんだね」

  「なんてことを！　しかも呼び捨てですか？」

  「君がボクに言ったことをそっくりそのまま返しただけだよ。酷い棚上げ具合で驚いてしまうね。もう少しボクの気持ちに配慮してもらいたいものだね」

  　完全に日向さんの負けだ。しかもどこか会話が高度のようにも思える。僕にとっては。

  　僕はもぐもぐと箸はしを動かして弁当を食べている幡はたヶが谷やさんに喋しやべりかけた。

  「幡ヶ谷さん、ついていけてる？」

  　幡ヶ谷さんは口から箸を離すと口の中のものを飲み込んでから僕を見つめて答える。

  「……ついていく必要あるのかしら？　ふたりとも泥に塗まみれて呪のろい潰つぶされればいいんじゃないかしら。私とあなたには関係のないことでしょ？　違う？」

  「い、いや、その」

  　わりとストレートな幡ヶ谷さんの感情表現に僕は戸惑うばかりだ。

  　めざとく気づいた日向さんが立ち上がって僕と幡ヶ谷さんを指差してきた。

  「こら、そこ！　どさくさにまぎれて抜け駆けしないでください！」

  「あれは抜け駆けじゃなくて、単に君が注意散漫なだけじゃないかな」

  　藤森さんの厳しい突っ込みに日向さんがヒステリックに叫んだ。

  「だから！」

  　腕を振り回しながら日向さんは僕に向かって叫んだ。

  「嫌いやだ、どうしましょう、仁じんくん！　とっても嫌なんですけど、この状況！」

  　日向さんは涙ぐんでしまっている。

  「だからふたりきりがいいって言ったじゃないですか！」

  　鼻声で言われてもどうすればいいのやら。

  「責任取ってくれるんですよね！　当然？」

  　どう責任を取ればいいのだろう。確かに、こんな状況になったのは僕のせいでもあるのだし。無意識か、僕の口から苦しみ悩み抜いている気持ちがぽろりと落ちた。

  「どうすればいいのかな」

  「まともに答えなくていいわよ」

  　何気に酷ひどい幡はたヶが谷やさんだ。日ひ向なたさんの言動を適当にあしらうようになったぶん、彼女も強くなったのかもしれない。

  「あ、こんな時間だ。ボク、基本昼休みの残り四〇分は図書館で過ごすことにしているから、それじゃあね」

  　藤ふじ森もりさんは自分のお弁当をちゃちゃっと包み直すと、風のように僕たちの前から去ってしまった。

  「何あれ、あれ」

  「何しに来たんですか？」

  　日向さんと幡ヶ谷さんは目をぱちくりさせて藤森さんの消えた方向に顔を向けている。

  　僕はひとつため息をついて答えた。

  「僕たちを引っかき回したいだけだと思うよ」

  　相変わらずの藤森さんだ。

  　だけどどうしてだか、笑えみが零こぼれるのだった。



  


   あとがき

  

  　こんにちは、お手に取っていただきありがとうございます、鳥とり村むらです。

  　前回のあとがきでは、面白くない後書きを書くなと言われ、それじゃ少しパロディネタを混ぜてみるかと挑戦したものの、見事にほとんどの人が気づかなかったという有様でした。惨敗です。

  　知り合いの作家さんでひとり気づいてくださった方がいるかいないか、程度でした。

  　担当様ですら「いやー、全然気づきませんでしたよ」（苦笑）みたいな感じで、とりあえず自分もう帰っていいかな的な気分を味わいました。

  　……もうネタがなくなってしまったので、ちょっくら裏話を。

  　この二巻、実はもっとドロッドロのお話でした。そうだ、修羅場を書こう！　と、調子に乗りすぎた結果、死人がたくさん出そうな内容になってしまい「これはさすがに昼ドラだから、駄目だろう」ということで、今みたいにほんのりスイーツなお話になりました。

  　でも確かに女の子たちが包丁もって殺し合うような内容って、ちょっとジャンルが違いますよね。それは下手すると、最近では一八禁に指定されちゃいますよね。皆さんは、たとえ一八禁だとしても、そういった意味あいでの一八禁は望んでいませんよね。裏話おわり。

  　……またネタがなくなっちゃいました。

  　そういえば、最近ＦＰＳにはまっています。主人公視点で武器を使って敵をやっつけるゲームです。ホラーゲームが多いジャンルなんで、前々から気になっていたのですが、つい手を出しちゃいました。

  　手を出したのはいいものの、現在進行形で難しすぎてハゲそうになっています。

  　なかなか弾が当たらないので、画面に向かって怒鳴りながらゲームしています。「クソが！」って叫んでいたら家族に怒られてしまったので「うんこが！」って言い換えるように気をつけています。そのせいか、最近語尾にうんこが口癖になって、この間会社でも「このプロジェクト、内容うんこすぎますよね」とか言ってしまいました。

  　はい、女子力が、うんこすぎです。

  　それでは謝辞を。まずは担当様、作者がうんこすぎてどうしようもなかったと思います。それでも見捨てないでくださり、ありがとうございます。Ｔｉｖテイブ先生、柔らかい色彩の絵が大好きです、キャラが生き生きしてくれるのはイラストのおかげです。また、ガガガ編集部の皆様、この本を出すにあたり、協力してくださった方々、本当に感謝しています。

  　それでは読者様、次巻でまた、お会いできることを祈って。

  



  
    二〇一二年一月　鳥村　居い子こ
  


  鳥村居子

  Iko Torimura

  

  映画『宇宙人ポール』を見て、その愛くるしさにやられて宇宙人になりたがっている鳥村です。ラノベ作家から宇宙人に進化できないのでしょうか。もし方法を知っている方がおられたらぜひ教えてくださると嬉しいです。
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